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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「……なんなんだ、これは？」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、私は思わず呟つぶやく。

「どうして、こんなことに……？」

　私の名前は佐伯亜季彦、二十六歳。麻あざ布ぶ十番にある『アルファ・シノワ』というインテリアショップのオーナー。美大を卒業してすぐ、同じ建築学科の友人だった蒲生がもう広ひろ昭あきと二人で、有限会社『アルファ・シノワ』という会社を立ち上げた。最初は店てん舗ぽで家具を売るだけでかなり経営は厳しかったが、私の提案で室内のトータルデザインを請うけ負うようになってから、『アルファ・シノワ』は富ふ裕ゆう層の顧こ客きやく、そしてインテリアにこだわる店舗経営者の間で話題を集め出した。立ち上げて四年目の最近、やっと経営が軌き道どうに乗り始めたところだった。

　社長である蒲生が事務やスタッフの教育などを引き受けてくれ、副社長を務める私はアンティークの知識を生かして東南アジアや中国での買い付け、店のショーイング、デザインなどを担当していた。今も、上海での買い付けを終えて日本に戻もどってきたところだ。

　……だが。

　私が立っているのは『アルファ・シノワ』の店舗の前。道に面した大きなウインドウから、店内の様子が見み渡わたせる。美しい李り朝ちよう家具が展示されていたはずのショーウインドウも、高価なアジアンアンティークの家具が並べられていた店内も……まるで泥どろ棒ぼうにでもあったかのように見事に空。梱こん包ぽう材の切れ端はしや埃ほこりが、美しかった大理石の床ゆかに散らかっている。

「なんなんだ、これは？」

　ウインドウのガラスには、「都合により、九月二十五日をもって閉店いたしました」と殴なぐり書きのように乱れた字で書かれた紙が張られ、初秋の風に揺ゆれている。それは、見覚えのある蒲生の字で……。

「いったい、どうしてこんなことに……？」

　私は店の中を見渡しながら呟き……それから、ぼんやりしている場合ではない、と思う。上着のポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、蒲生の携帯に電話をかける。電波の届かないところにいるか、電源が入っていない……というアナウンスが流れたことに気づいて通話を切り、次に彼のマンションのナンバーに電話をかける。

　……出てくれ、そしてきちんと説明してくれ……！

『……はい、蒲生です』

　私の願いが通じたかのように呼び出し音が途と切ぎれ、蒲生の声が聞こえた。私は彼の声が平静だったことにホッとする。

「蒲生！　今、東京に戻ってきて店の前にいる！　あれはいったいどういう……？」

『ただいま、留守にしております。発信音の後に、メッセージを入れてください』

　まくしたてていた私は、それが蒲生の声で吹ふき込まれた留守番電話のメッセージだったことに気づいて、青ざめる。

「私だ！　日本に帰ってきている！　至急、私の携帯に連れん絡らくを……」

『現在、メッセージがいっぱいのため、録音ができません』

　無機質なアナウンスが私の言葉を遮さえぎり、電話が一方的に切れる。

　……なんてことだ……！

　私はオフィスのナンバーにも電話をかけるが、そちらもメッセージがいっぱいで録音ができない、というアナウンスが流れるだけで、蒲生が出ることはなかった。

　……私がいなかった数日の間に、なぜ、こんなことに……？

　私は携帯電話のアドレス帳を呼び出し、店長を務めてくれていた中なか村むらの携帯ナンバーを表示させる。発信ボタンを押すと、相手はすぐに電話に出た。

「中村君？　佐伯です」

『佐伯さん！　日本に戻ってたんですね！　無事ですか？』

　聞き覚えのある声が、心配そうに叫さけぶ。私は彼の反応に驚おどろいてしまいながら、

「無事ってどういうことだ？　私が買い付けに行っている間にいったい何があったんだ？　まったく事態が飲み込めないんだけど……」

『僕らにもわかりませんよ。昨夜遅おそい時間に、蒲生さんから急に電話が入って、「会社が倒とう産さんした、店は閉めるからもう来なくていい」って言われて』

　彼の言葉に、全身から血の気が引く。

『信じられないから、今日の朝、ほかのスタッフ達と待ち合わせて麻布の店まで行ったんです。そうしたら店が空になっていて……』

「蒲生はいたか？　さっき行ったら蒲生の字で書かれた張り紙がしてあったけれど……」

『僕らが行った時は、もう姿が見えませんでした。よく行っている深夜カフェのスタッフに聞いたら、昨夜遅い時間に、店から商品を運び出しているのを見たって言ってました。まさか閉店するわけがないから改装でもするのかと思ったって』

　……昨日の夜中までは、商品はここにちゃんとあったのか……。

　私は、胸が痛むのを感じながら言う。すべての商品は私が世界中を回って一つ一つ買い付けたものだった。そのために思いいれも深い。店のどの場所に何が飾かざってあったかもまだ鮮せん明めいに思い出すことができる。

『佐伯さんに聞けば何か事情がわかるかもって思って、あなたの帰りを待っていたんです。でも……まったく知らなかったんですか？』

　中村が気の毒そうに言い、私は、

「ああ。信じてもらえるかわからないが……こんなことになるなんて、夢にも思わなかった」

　言って、思わずため息をついてしまう。それからハッとして、

「今日は二十六日。昨日が給料日か。自動で引き落とされるように手続きは済んでいたが……給料はきちんと振ふり込まれていた？」

『集まったスタッフ全員で残高照会をしたのですが……』

　彼は沈ちん鬱うつな声で言う。

『誰だれの口座にも、給料は振り込まれていませんでした』

　……なんてことだ……。

　その言葉に、私の顔からさらに血の気が引く。田た中なかは結けつ婚こんを控ひかえているし、ほかに三人いるスタッフも一人暮らしをしている苦学生で、給料が入らなかったらとても困るはずだ。

　私の心の中に、初めて怒いかりが湧わいてくる。

「わかった。ともかくまずは君達の給料だ。今月支し払はらい分の明細は控えてあるから、すぐにでも振り込もう。その点は心配しないで」

　私が言うと、中村はホッとしたようにため息をつく。

「私は今からオフィスに行ってみる。何かあったらすぐに連絡をする。ほかのスタッフにもそう伝えておいてくれないか？」

『わかりました。あの……』

　中村が、言いづらそうな声で言う。

『今朝、僕達もオフィスを覗のぞこうとしたんですが……柄がらの悪い男達がビルの下から様子をうかがっていて、知らないふりで逃にげてしまいました。もしかしたら借金取りかもしれません』

「たしかに店の改装の時に二千万円ほど借りたが、それは銀行からだ。買い付けの費用は会社の利益から出しているし……柄の悪い男が回収に来るようなところから借金はしていない」

　私が言うと、中村はまだ気になる様子で言う。

『それならただの通りすがりのチンピラだったかもしれません。でも、どうか気をつけて』

「ありがとう。また連絡する」

　私は言って通話を切る。そして電話を握にぎり締しめたまま、深いため息をつく。

　……なんて日だ。もうわけがわからない。

　私は、落ち込んでも仕方がない、ともかくオフィスに向かおう、と思う。足元に置いてあった大型のトランクを持ち上げ、麻布十番の街を早足で歩きだす。

『アルファ・シノワ』のオフィスは、ここから歩いて三分ほどのマンションの一室だ。店舗を借りるためにお金をはたいてしまったので、オフィスのある建物はかなり古い。私はトランクを引いてエレベーターに乗り込み、階数ボタンを拳こぶしで叩たたくようにして押す。

　……いったい何があったんだ、蒲生？

　ガタガタと音を立てて上がり始めるエレベーターの中で、私は憤ふん然ぜんとため息をつく。

　……一昨日電話をした時には、今までとまったく変わりなかった。たしかに最近の蒲生はどこか落ち込んでいるようだったし、だから彼を残して買い付けに行くのは少し心配だった。でも、まさか私に黙だまってこんなことをするなんて……！

　ガタン！　と大きく一つ揺れ、エレベーターが停止する。扉とびらが開いたすぐのところにある金属製のドアに『（有）アルファ・シノワ』の表札が変わらずにあったことに、ホッとため息をつく。

　廊ろう下かを足早に歩き、ドアのノブに手をかける。鍵かぎがかけられているかと思いきや、ノブは軽く回った。私はドアを大きく開きながら叫ぶ。

「蒲生！　店はどうしたんだ？　いったいどういうつもりで……！」

　そして、狭せまいオフィスの中に見慣れぬ男が三人いることに気づいて思わず言葉を切る。三人は揃そろって派手なシャツに特とく徴ちようのあるカッティングの派手なスーツ。髪かみはそれぞれ金きん髪ぱつ、茶髪、オールバック。見るからに夜の歌か舞ぶ伎き町ちようが似合いそうな三人と、窓から見える麻布十番の街がとても似合わない。

「あなたが、蒲生さんの共同経営者？」

　オールバックの年かさの男が、私の頭の先からつま先までをジロジロと眺ながめながら言う。私は思わず後あと退ずさりそうになり……必死でそれをこらえて彼を見上げる。

　……中村が言っていたのは、彼らのことか……。

「そうです。これはいったいどういうことですか？　蒲生はどこにいるんですか？」

「それは、俺達の方が知りたいなあ」

　オールバックの男が、派手な銀ぎん鼠ねず色の上着の内ポケットから、畳たたまれた紙を取り出す。それをゆっくりと開いて、私の方に向ける。

「蒲生さんは、うちの会社から借金をしてましてね。今日がその返済期限だったんですよ」

「蒲生が借金？　そんなはずは……」

　私は言いながら『借用書』と書かれた紙に目をやり……そして驚きのあまり硬こう直ちよくする。

「……二億五千万？」

　金額を読み上げた声が、思わずかすれる。

「……まさか……銀行から借りた改装費用だって二千万円です。こんな借金は……」

「それは金を借りた蒲生さんに言ってくださいよ。ともかく……」

　彼は太い指で借用書の下のほうの行を示す。

「蒲生さんはどうやら姿を消したらしい。彼が返済できない場合は店の商品のすべてを差し押さえ、その返済に充あてる……ここにそう書いてあります」

　男はギラリと私を睨にらんで、

「しかし、おたくの店だけでなく、倉庫にも、商品なんぞ一つも残っていない」

「倉庫にも？　行ってみたのですか？」

　私は驚おどろいて聞き返す。男は悔くやしそうにうなずいて、

「倉庫には塵ちり一つ残っていませんでした。管理人によると、昨夜遅くに蒲生さんが配送業者と共に訪おとずれ、すべてを運び出したらしい。このオフィスにあるのは古いパソコンやありふれた事務机ばかり。一文にもならないどころか逆に処理費用を取られそうだ」

　男はオフィスの中を振り返り、憤然とため息をつく。

「ということで、共同経営者のあなたに、すべてを支払ってもらうことになります。大変だろうがよろしく頼たのみますよ」

「待ってください、そんな書類があったなんて私は少しも知らない」

「あなたが知らなくても、俺達には関係ないんですよ。蒲生さんがそういう書類に判を押したんだ。恨うらむなら彼を恨んでください。……これが請せい求きゆう書です」

　彼はポケットから出した書類を事務机の上にわざとらしく丁てい寧ねいに置く。

「分ぶん割かつの場合はかなり高額の利子がつく。一いつ括かつで支払うことをお薦すすめしますよ」

「二億五千万円を、一括で？　分割でさえ、支払えるかどうか……」

「佐伯さん、支払わないという選せん択たくはないんですよ」

　男は私の方に向かって歩いてきて、身体からだが触ふれそうなほど近くに立ち、威い圧あつ的な目で私を見下ろしてくる。

「蒲生さんを捜さがし出して金を払はらわせるか、あなたが払うかです。たくさんのお金を稼かせぐ方法ならいくつかありますので、ご相談に乗れますよ」

　男は私をジロジロと眺め回して、にやりと笑う。

「男性相手の高級クラブ、もしくは富ふ豪ごうの愛人というのはいかがですか？　実はとても地位の高い紳しん士しから、美しい青年の斡あつ旋せんを頼まれています。あなたくらいの逸いつ材ざいなら、きっと喜ばれるでしょう」

　慇いん懃ぎんな口調といやらしい目つきが、私の背筋を寒くする。

「少し……待っていただけませんか？」

　言った声が微かすかに震ふるえ、男がクスクス笑う。

「初うい々ういしい感じでとてもいい。ともかく、返済期限は来月の今日まで待ちましょう」

　彼はスチールデスクの上の請求書を指先で叩き、私を蛇へびのような上うわ目め遣づかいで見る。

「あなたには三つの選せん択たく肢しがある」

　彼は指を折って数えながら、楽しそうに言う。

「一つ、来月の今日までに蒲生氏を見つけ出して我々に引き渡わたす。二つ、二億五千万円の借金を耳をそろえて返す。三つ、私が斡旋する仕事場で働き、こつこつと借金を返済する」

　彼は言い、いやらしい笑えみを浮うかべてこちらを見ている二人に合図を送る。二人は立ち上がり、わざとらしく私をジロジロと眺めながら部屋を出て行く。

「三つ目が、一番現実的でお薦めですよ」

　彼は私のすぐそばに立ち、楽しそうに言う。

「私達はたくさんの債さい務む者の方を見てきましたが……なかなかそんな好条件で働ける方はいません。こんなに美しく生んでくださったご両親に感謝しなくてはね」

　彼は触れそうなほど近くで私を眺め、それから耳に口を近づけて、

「まあ、高額の保険金をかけて遠洋漁業の漁船に乗る、内臓をいくつか売る……そういう古典的な選択肢もあります。あまりお薦めしませんが」

　息を耳に吹ふき込みながら言われ、その残ざん酷こくな言葉と、息の生なま臭ぐさい臭においに寒気がする。

「そうそう、逃げるというナメた選択肢は絶対に選ばないほうがいい。我々は日本のヤクザほど慈じ悲ひ深くはありません。もっともっと恐おそろしい組織ですよ」

　彼の手が、ポン、と私の肩かたを叩く。そしてそのまま部屋を出て行く。

　……日本のヤクザではない……？

　私は呆ぼう然ぜんと固まったまま、思う。目を落とすと、スチールデスクの上に男が置いていった請求書が見える。そこにプリントされた会社名は、ごくありふれたものだった。だが……。

　……蒲生は、いったいどこから金を借りていたんだ……？







　　　　鳳フエン王ワン銘ミン







『久しぶりにクラブ・シャングリ・ラに行ったら、おまえの噂うわさで持ちきりだった』

　電話の向こうから聞こえてくる声に、私は思わず眉まゆを寄せる。

　私の名前は鳳王銘。二十九歳。父は中国人で、生前は『帝デイ幇バン』という中国マフィアの首領だった。父を慕したって家を捨てた母は日本人。どうやら京都にある旧家の出身だったらしい。父の生前、私は次期首領だと言われ、幹部達から重用されていたが……父の亡なき後、自分からその座を辞退した。香港の超ちよう高級住宅街にある広大な屋や敷しきに住み、病弱だった母を看み取とった後は、天文学的な財産を使って世界中の美しいものを集める……このうえなく贅ぜい沢たくで、そして死んでしまいたいほど退たい屈くつな暮らしを送っている。

『毎週のように、あそこに現れているらしいじゃないか。まさか、おかしな動きをしているんじゃないだろうな？』

　電話の相手は、鳳嶽ユエ命ミン。亡くなった私の父の弟であり、私の叔父おじ。温和な口調の裏に隠かくされた獰どう猛もうで傲ごう慢まんな響ひびきの声が、私は昔からとても嫌きらいだ。

「私の動向は、あなたが一番よくご存じのはずですよ。クラブ・シャングリ・ラに行く途と中ちゆう、いつも何台もの怪あやしい車がついてくる。あんな趣しゆ味みの悪いミラーガラスの車に乗るのはどうせあなたの部下でしょう？」

　彼は小さく笑って、

『彼らはクラブ・シャングリ・ラの中までは入れない。おまえが密談をしていても知ることができない。いっそあのクラブに盗とう聴ちよう器きでも仕し掛かけたいくらいだ』

　……この叔父ならやりかねない。

　私は内心ため息をつき、

「ご自由に。もちろんオーナーから手ひどい仕返しを食くらうでしょうが」

　あのクラブのオーナーは、見かけどおりの温和な老人ではない。中国だけでなく世界中のＶＩＰと親交を持ち、彼が動けば戦争を起こすことすら不可能ではないといわれている、陰かげの実力者だ。

『私を誰だれだと思っている？　中国最大の組織、帝幇の首領だ。あんな老人一人、クラブ・シャングリ・ラごと爆ばく破はしてしまえばいい』

　……叔父はきっと、少しも迷わずにそうすることができるだろう。

　叔父の破は綻たんした性格をよく知っている私は、胸に湧わき上がる嫌けん悪お感を抑おさえきれなくなりながら思う。

「あのクラブを破は壊かいされては困ります。私はあそこの点心が気に入っているだけ。夕食を食べる場所が減ってしまいます」

『芳よし子こ義ね姉えさんが亡くなってから、おまえが変わるのではないかと心配したが……それには及およばなかったな。今のおまえはただの腰こし抜ぬけだ』

　あの男が口にした母の名前に、乾かわいてしまったはずの私の心臓が、ズキリと痛む。

「母は病の床とこに臥ふしながら、あなたの汚きたないやり方に憤いきどおり、東京の荒こう廃はいぶりに心を痛めていました。日本は母の故郷ですから。そして父の死後、帝幇の実権を息子むすこである私でなく義弟であるあなたに渡したことをずっと後こう悔かいしていた」

　私の唇くちびるから、低くかすれた声が漏もれた。叔父は電話の向こうで一いつ瞬しゆん黙だまり、それから可笑おかしそうに声を上げて笑う。

『だが、たくさんの幹部の目の前で、首領になることを断り、私にその座を譲ゆずったのはおまえだぞ、王銘』

「首領の座を明け渡さないのなら、どんな手を使ってでも母を殺すと脅きよう迫はくしたのは、あなたですよ。嶽命叔父さん」

『脅迫されたから譲った？　母の命を守るために？　奇き麗れい事を言うな。おまえは自分の命を守りたかった。そしてマフィアになるのが怖こわかった。今と変わらぬ腰抜けだ』

　その言葉が、乾いた私の心臓をまた痛ませる。

「あの時の私は、まだ十五歳でした。言うことを聞けば母を守れると思った。あなたの本当の恐ろしさを知らなかった」

『なんとでも言うがいい。ともかく、おかしな動きをしたらおまえの命を奪うばう。中国最大の組織を率いる私にとっては、人一人の命を奪うことなどとても簡単なことだ』

　叔父の声に威い圧あつの響きが混ざる。

　……こうして定期的に脅迫をし続けるということは、私の存在はまだ叔父に脅きよう威いを与あたえ続けているということなのだろうな。

　私は思い、それからため息をつく。

　……母が亡くなった後、私には守るべき物がなくなった。こうして隠れて暮らす自分の命の価値など、塵ちりに等しい。だが……。

　私は電話の向こうの叔父の沈ちん黙もくと、どこか荒あらくなっている呼吸に、激しい緊きん張ちようを感じ取ることができる。

　……そんなことを口にすれば、叔父は私の弱点をなんとしてでも探さぐり、母に代わる脅迫要素を見つけ出すことだろう。

「今の私の望みは、美しいものに囲まれて、できるだけ長く、静かに暮らすことだけです。帝幇の首領の座にも、領地にも、なんの興味もありません」

　私は、叔父が望むとおりの言葉を口にする。叔父がホッとしたように小さく息を吐はき出したことに気づいて、私は少し可笑しくなる。

　……いったい、叔父はいつも何に怯おびえているのだろう？

　思った時、ふいに部屋のドアに軽いノックの音が響いた。

『それならいいが。ともかく、おまえは自分の立場を忘れるべきでは……』

　しつこく言い募つのる叔父の声を聞きながら、部屋を横切り、ドアを開く。そこにはこの屋敷の執しつ事じと、ここによくやってくる客が一人立っていた。

「すみません、叔父さん。客が来たようなのですが」

『客？　まさかファミリーの関係者では……』

「まさか。ただの悪友ですよ。酒でもたかりにきたのでしょう。失礼します」

　私は叔父の言葉を遮さえぎって言い、返事を聞かずに電話を切る。

「たかりにきたとは失礼な」

　客は可笑しそうに言い、勝手に部屋に入ってくる。私は電話の子機を架か台だいに戻もどしながら、

「叔父といい、あなたといい……この世の中には傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人間がとても多い」

　私が言うと、男はさらに可笑しそうに声を上げて笑う。

　彼の名前はエドワード・華ホア。黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみ、逞たくましい身体からだをダークスーツに包んだハンサムな男だが、性格は言うまでもなく最悪。見かけはまるでモデルのようだが、実はＩＣＰＯ香港支部の切れ者捜そう査さ官。家いえ柄がらを利用した人脈とその立場から、強大な権力を持つと言われている男。中国国内に勢力を伸のばすいくつかのマフィアの首領たちとも、どうやら親しく付き合っているらしい。出会ったのはオックスフォード大学に留学していた頃ころ。彼は私よりも一つ先せん輩ぱいだった。なので付き合いは長いが、未いまだに信しん頼らいもできないし、得体も知れない。

「叔父と言ったな。鳳嶽命からの電話か？　何か問題でも？」

　華は暢のん気きな声で言うが、その目の中には上品な口調に似合わない鋭するどい光が宿っている。私は肩かたをすくめて、

「叔父はあなた以上にしつこくてね。日本からわざわざプライベートジェットを飛ばして、香港のクラブ・シャングリ・ラまで毎週来るのはどうしてだ、と聞かれました」

「そういえばどうしてだ？　ハンサムな私に会うためか？」

　華はソファにどっかりと座りながら、楽しげな顔になって私を見上げてくる。私は、

「そういえば……あなたもしょっちゅうここにいらっしゃいますね。軍用機を飛ばしてわざわざ日本まで来るのは、ハンサムな私に会うためですか？」

「まあ……学生時代から、おまえの顔は鑑かん賞しようするだけの価値があった。お気に入りの美術品みたいなもので、定期的に見ないと落ち着かない」

　彼は私の問いをはぐらかすように、ふざけた言葉で答えてくる。

「ＩＣＰＯのあなたが動かなくてはいけないような事態が、この東京で起きているのですか？」

　ずばりと質問してやると、彼は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたように目を見開き、それから苦く笑しようする。

「実はそうだ。裏社会に興味があるのなら、今すぐにすべての情報を教えてやるが？」

「いいえ、興味などありません」

　私が言うと、華はわざとらしく大きなため息をつく。

「まったく強ごう情じような男だな。頭がよく、圧あつ倒とう的なカリスマ性があり、何よりも裏社会では屈くつ指しの家柄の嫡ちやく男なん。裏社会を牛ぎゆう耳じるのにこれ以上の才能はないと思うのだが」

「私はそうは思いません」

　その時、ドアにノックの音が響ひびき、若い使用人が紅茶のセットの載のったトレイを掲かかげて入ってくる。ローテーブルにそれらを置いて薫かおり高い紅茶をカップに注ぐ。

「ふうん、いい香かおりだ。さすが鳳家の選ぶ紅茶は格が違ちがう」

　彼は感嘆したように言いながらカップを持ち上げて紅茶を飲み、嬉しそうな顔の執事に向かってうなずいてみせる。

「いつもながら素す晴ばらしい味と香りだ。この屋や敷しきの教育は徹てつ底ていされているな」

　華に言われて、高こう齢れいの執事、公コンが嬉しそうに微笑ほほえんでいる。

「恐おそれ入ります。……失礼いたします」

　慇いん懃ぎんに頭を下げ、トレイを下げた使用人と一いつ緒しよに部屋を出て行く。

「執事を仲間に引き入れるのはやめていただけませんか？」

　私が言うと、彼は可笑しそうに笑って言う。

「なんだ、嫉しつ妬とか？　そんなに私が好きなら、素す直なおに告白すればいいのに。受け入れてやらないこともないぞ。……やっぱり、クラブ・シャングリ・ラに来るのは私に会いにだろう？」

　そのふざけた言葉に、私は大きくため息をついて、

「冗じよう談だんはそれくらいにしてください。……週末くらい外の空気が吸いたい。だが、あまり遠出をすると叔父おじだけでなくＩＣＰＯまでうるさくなる。香港のクラブ・シャングリ・ラで食事をするのはいい退たい屈くつしのぎになる。あそこによく行くのはそういう理由だけです」

「この男、私の誘さそいをあっさりとかわしたな。……まあ、たしかにあそこの広東料理は世界最高と言ってもいいが」

　華はソファの背もたれに両手をかけながら、まるで自分の家にでもいるかのようにくつろいだ様子で脚あしを組む。

「ちゃんと定期的にクラブ・シャングリ・ラに顔を出せ。この世界との唯ゆい一いつの接点を切ってしまってはいけない」

　華の顔には笑えみが浮うかんでいたが、その目は笑っていなかった。私はため息をついて、

「気が進まないな。どうせまた誰だれかを紹しよう介かいして、一緒に『叔父を失しつ脚きやくさせて自分が首領になれ』という話をするんでしょう？」

　今までに華はいろいろな人間を私に引き合わせた。すでに引退していた父が首領だった頃の幹部達、現在の帝幇に被ひ害がいを受けている香港の商人達、そして私が首領になれば支し援えんを惜おしまないと言う大だい富ふ豪ごう達。彼らは現在の帝幇のありようを嘆なげき、私に首領になってくれと懇こん願がんしてきた。

　私はそういう人々に会うたび、あの叔父に権力を渡わたしてしまったことに微かすかに良心の呵か責しやくを覚えるが……それ以上にこの華という男への怒いかりを感じる。

「あなたの目的はなんです？」

　私は精せい一いつ杯ぱいの強さで睨にらむが、華はふざけたような表情を変えずに、

「退屈そうなおまえに友人を紹介しているだけじゃないか。おまえの父上は偉い大だいな人だった。彼らが、たまたまおまえの父上のシンパだったとしても驚くほどのことではない」

「とぼけないでください。あなたが、さまざまな地区の中国マフィアの首領と繫つながっているという噂うわさは聞いていますよ。そのコレクションの中に私も加える気ですか？」

「コレクション？」

　彼は眉まゆをつりあげ、それから可笑おかしそうに笑いながら部屋の中に視線をやる。

「コレクションね。それはなかなかいい表現だ」

　彼は部屋の中に置かれている高価なアンティーク家具を一つ一つ眺ながめながら、

「たしかに美しいが、おまえのコレクションは鑑賞用。そして私のコレクションは役に立つ。香港で楽しく過ごすための手助けもしてくれるし、仕事に有益な情報も届けてくれる。……おまえには話しておいたほうがいいかな？」

　ふいに私に視線を戻し、ギラリと煌きらめく目で私を見つめてくる。

「私は、中国の各大都市を支配するマフィアの首領と繫がりを持っている。香港を統すべるブライアン・黎リー。上海を統べる『楊ヤン幇バン』の次期首領である楊ヤン龍ロン星シン。北京に権力を持つ『馮フエ幇ンパン』の子息、馮フエ景ンジ悟ンウ。台湾を統べる『李リー幇パン』の首領の孫、李リー薫シン月ユエ。『楊幇』、『馮幇』、『李幇』の各首領は息子むすこや孫に甘いので、彼らと親しくなれば現首領を取り込んだも同然だ」

　私は、初めて聞く彼のネットワークに驚いてしまう。

「……中国の主要なファミリーのほぼすべてと、繫がっているというわけですか」

「もちろん私はただのＩＣＰＯの捜査官。彼らに命令をできる立場ではない。彼らが困っている時に少々の手助けをしたことはあるけれどね。だから本当に困った時や情報の欲しい時には助けてもらう。……その持ちつ持たれつの関係を使って、私はこの中国の平和を守っていくつもりだ。だが……」

　彼の目が、ギラリと金色の光を帯びる。その目はまるで獰どう猛もうな虎とらのようだ。

「一つだけ、ピースに欠けがある」

　その言葉に、私はドキリとする。だが、動どう揺ようを顔に出さないようにしながら言う。

「香港、上海、北京、台湾……それだけでもう、じゅうぶんではないですか」

「おまえにはよくわかっているはずだ。この中国にはもう一つ、強大な権力をもつファミリーがある」

　華は私から目をそらさないままで言う。私は気け圧おされるのを感じながら、

「叔父が首領を務める帝幇のことですか？　しかし、帝幇は、財力も構成員の数でもその四つのファミリーには及およばない。しょせん、五番目の権力です」

　私の言葉に、華は何も言わず、先を言ってみろ、というように肩をすくめる。私は、

「それに……とんでもないカリスマ性のある首領、ブライアン・黎を迎むかえた黎ファミリーは、その権力を大きくしました。とても太刀たち打うちできないと悟さとった叔父は、この東京に本ほん拠きよ地ちを移そうとしています。本部のビルはまだ香港にありますが、すでにほとんどの支部は東京に移ったはずで……」

「おまえの叔父がどんなに下げ劣れつな男かは、おまえが一番よく知っているはずだ。亡なくなった兄の家族──おまえとおまえの母親──を脅きよう迫はくして首領の座を奪うばうなど、義と人情を重んずる高潔な中国マフィアにはあるまじき行こう為いだ」

　その言葉が、私の心臓に深く突つき刺ささる。

「確かに……私の叔父はとても下劣です。だが、私はそれに負けた脆ぜい弱じやくな人間です」

　私は彼の顔を真まっ直すぐに見返して言う。

「とても中国マフィアの首領など務まりません。こうして美しいものだけに囲まれた怠たい惰だな生活が、私には似合っている。幸い、私が相続した財産は天文学的な額だし、暇ひまつぶしでやっている株の方も好調です。私の財産は使っても使っても磨すり減ることがない」

　私の言葉に、華がきつく眉を寄せる。

「狭せまい鳥とり籠かごのような場所に閉じこもって、一生を終える気か？」

　華の言葉が、私の心に開けられた穴をさらに深く抉えぐってくる。

「ここは、鳥籠よりは少しはましですよ。少なくとも、この塀へいの中まで銃じゆう弾だんが飛んでくることはない」

「銃弾は飛んでこなくても、格こう子しの隙すき間まから毒どく蛇じやはいつでも狙ねらっている」

　華の言葉に、私は思わず顔をこわばらせる。華は私を見み据すえたまま、

「十四年前……おまえの父上が亡くなった日、『首領の座を辞退しろ』という怪かい文ぶん書しよがこの屋敷のポストに投とう函かんされた。数日後、幹部の数名が路上で銃じゆう撃げきされた。その次は、おまえの母上の主治医がこの屋敷を出たところで何者かに拉ら致ちされ、死体となって発見された。さらに、『帝幇』の下部組織の首領たちの不可解な死が続いた。そして最後に『首領の座を辞退しろ。次は母親の命を狙う』という手紙が、ポストではなく家のテーブルの上に……」

「やめてください。あれらの殺人が叔父の仕し業わざだという証しよう拠こは、ＩＣＰＯも見つけられなかった。最後に置かれた脅迫の手紙は、出入り業者のアルバイトの悪戯いたずらということになり、彼は逮たい捕ほされました。もう過ぎたことです」

　父の死に苦しんでいた母に、さらなる追い討うちをかけたその出来事を思い出すだけで、心が砕くだけ散りそうになる。

「私が『首領の座を叔父に譲ゆずる』と明言したことで、すべての面めん倒どうは収まりましたし」

　しかし、お嬢じよう様さま育ちでもともと身体からだの弱かった母は、ショックに耐たえ切れずに倒たおれ、夢うつつをさまよいながら、結局は元気になることなくこの世を去った。

　華はさらに厳しい顔になって、私を真っ直ぐに睨みつける。

「もしも今だけ平和に見えたとしても、おまえの叔父のような男が、おまえを忘れてくれるわけがない」

「なぜですか？　たしかに叔父は未いまだにしつこく連れん絡らくをしてきますが、それはきっとただの脅おどしで……」

「中国を支配するマフィア達の間では、帝幇、ひいてはおまえの叔父に対する不満が高まっている。それはすでに中国全土だけではなく、中国マフィアが力を持つ地域すべてに広まっている。サンフランシスコ、ニューヨーク、そして東京。前首領の息子であるおまえを首領にしない限り協力はできない……そう明言するファミリーの首領も多い。おまえの叔父は、自分のカリスマ性と実力のなさを日々思い知って……」

「それならなおさら、私の出る幕ではありません」

　私は彼の言葉を遮さえぎって言う。

「母は亡くなりましたが、この屋や敷しきには昔から仕えてくれているたくさんの使用人がいます」

　私は華の目を真っ直ぐに見つめ返しながら言う。

「意い気く地じなしと言われても構いません。世界中に君臨できる権力もいりません。私はもう自分のせいで命が失われるのを見るのはたくさんなんです」

　私の言葉に、華の眉がきつく寄せられる。

　コンコン！

　重い沈ちん黙もくが満ちていた部屋に、軽快なノックが響ひびく。

「失礼します。紅茶のおかわりをお持ちしました」

　明るい声が響き、ドアが開く。そこから顔を出した青年が、可笑しそうに微笑ほほえんで言う。

「やっぱり、暗くなっていますね。そろそろ、また喧けん嘩かが始まっているんじゃないかと思ったんですよ」

　彼はクリスチャン・明ミン。二十五歳、香港出身。母が亡くなってすぐ、警護のために私の許もとにやってきた。とてもそうは見えないが、ＩＣＰＯの捜そう査さ官だ。しなやかな身体とうす茶色の髪かみと童顔は、未だに学生のようだ。だが彼は見かけによらず五カ国語を話す優ゆう秀しゆうな頭脳を持ち、アンティーク家具を始めとする美術品にも造ぞう詣けいが深い。

「やっぱり喧嘩をしていましたね、相変わらずだなあ」

　彼は言い、慣れた手つきで、湯気の立つ紅茶の注がれたカップを二つ、ローテーブルに並べる。華はそれを飲み、驚おどろいたような顔をする。

「かなり美味うまいな」

「それはよかった。スリランカから取り寄せた茶葉を、僕がブレンドして、いれてみたんです。執しつ事じの公さんにはまだまだ敵かないませんが」

「明。すっかりこの屋敷に馴な染じんでしまったな。まったく惜おしいことをした」

　華がわざとらしいため息をつき、明が可笑おかしそうに笑う。

「命令したのはあなたですよ、華捜査官。捜査官時代にはできなかった贅ぜい沢たくな暮らしをさせてもらっているので、これはこれで感謝していますが」

　母の死後、私が帝幇の主領の座を奪うばい返すのではないかという噂うわさが中国マフィアの間で流れ、それを怖おそれたのか、叔父からの圧力が強くなった。内部抗こう争そうを警戒したＩＣＰＯが動き、明を始めとする数名の華の部下が、警護のためにこの屋敷に来た。明は名目上は私の秘書、ほかのメンバーは警備員ということになっている。彼らは、私が世界中にある屋敷を転々と移動するたび、付いて来ている。

　華が、捜査官である彼らをわざわざ残らせたのは、私の身辺の状じよう況きようを逐ちく一いち報告させるためだということは解わかっている。だがもともと隠かくすことなどない私には、何を報告されようが、好きにしてくれという心境だ。警護のメンバーは屋敷にすっかり馴染んでいるし、明は優秀な秘書として働いてくれている。

「今は、これまでどおり、明と、警護のための捜査官達を置いていくだけにするが……」

　華は空になったカップをソーサーに置き、それから毒気を抜ぬかれたような顔で立ち上がる。

「何かあったら、ＩＣＰＯからすぐさま増員した警護を寄よ越こさなくてはならない。面倒なので、素す性じようのはっきりしない人間を屋敷に呼ぶなよ。会うのなら外で会え」

「素性のはっきりしない人間？　クラブ・シャングリ・ラであなたに引き合わせられる人々はどうなりますか？」

「今までおまえに会わせた人間達の素性は、これ以上ないほどはっきりしている。会わせる前にＩＣＰＯが洗い尽つくしているからな。ともかく……」

　彼は部屋を横切ってドアに向かいながら言い、私を振ふり返る。

「今週の土曜日、二十時頃ごろにクラブ・シャングリ・ラで会おう。仕事が終わったら私も寄るつもりだ」

　言い残して、さっさと部屋を出て行ってしまう。明が可笑しそうに笑いながら、

「言うだけ言って逃にげましたね。あの人らしい。……玄げん関かんまで見送ってきます。いちおう今でも上司なので」

　言って、彼のあとを追って部屋を出て行く。私はため息をつき、少し冷めてしまっているがまだじゅうぶんに薫かおり高い紅茶を味わう。

　……暇ならいくらでもある。退たい屈くつしのぎくらいにはなるだろう。

　私は自じ嘲ちようし……なぜか、心の中に不思議なほどの虚むなしさが広がってくるのを感じる。

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるのだろう？







　　　　佐伯亜季彦







　蒲生が在庫と金を持って姿を消してから三日。私は元のスタッフ達の協力を仰あおぎつつ、蒲生の行方ゆくえを捜した。まず警察に盗とう難なんの被ひ害がい届を出し、同時に借金を背負って行方不明になっている彼の捜そう索さく願ねがいを提出した。蒲生は一人っ子で両親は他界している。彼には逃げる場所などなかった。私は仕方なく顔見知りの大家さんに相談して彼の部屋に入れてもらった。彼が隠れていないことを確かく認にんし、行方の手がかりがないかを探した。学生時代の友人達にも一人一人聞いて回ったし、蒲生の行きつけの店をしらみつぶしにして彼の行方を捜した。そしてある店で、蒲生にはどうやらギャンブル狂きようという別の顔があったことを突つき止めた。

　蒲生はなかなかのハンサムだったので、女性にはよくモテた。女おんな癖ぐせはあまりよくないとは思っていたけれど、仕事はきっちりとこなしたし、根は真ま面じ目めな男なのだと信じていた。

　……だが。

　ギャンブルに行った話など、私には一度もしなかった。パチンコですら行ったことのない金にはうるさい男だと思っていた。だが蒲生は歌舞伎町界かい隈わいにあるいくつかの違い法ほうカジノの常連で、そこでカモにされては莫ばく大だいな借金を作っていたらしい。

　私は自分の見る目のなさに絶望し、そんなふうになるまで私に何も言ってくれなかった蒲生に激しい怒いかりを覚えた。そして恐おそろしさに震ふるえ、そのまま逃げてしまいたい衝しよう動どうに何度も襲おそわれた。

　私をなんとか踏ふみとどまらせたのは、あの男が言った「逃げることは考えるな」という言葉と、そして私を信しん頼らいして金を前まえ払ばらいし、家具が届くのを楽しみにしている顧こ客きやくがいるという事実だった。

　……逃げても何も始まらない。ともかく、責任だけは果たさなくては。

　私は自分の貯金を使って元のスタッフの給料をすべて支し払はらい、蒲生に盗ぬすまれてしまった家具を待っている客のために新しい家具の買い付けに香港に来た。幸いにも航空会社のマイレージがたまっていたので、航空券を無料のような値段で手に入れることができた。

　とりあえず最初に私が探していたのは、美しい青磁の飾かざり壺つぼ。有名な窯かまで作られた貴重なものだ。

　航空券はほとんど無料でも、ほかの交通費や宿しゆく泊はく代、そして壺を見つけたときのための代金を考えると……私の口座にあったすべての貯金はそれでなくなる。この買い付けが終わったら、私は明日からの生活にすら困ることになる。

　……でも、ともかく、私を信じてくれた人を裏切ることはできない。

　私は、蒲生が盗んだ壺と似たものを探して、香港中の古物商を巡めぐっていた。どの店でもそんなものはないと断られ、そしてここが……最後の一いつ軒けんだ。

「これと似た磁器を探しています。百年ほど前に岩ヤン山シヤ窯ンヤオで作られた作品で、美しい青磁です」

　私は資料として撮とってあったポラロイド写真を、庚コン氏に渡わたす。

　写っているのは滑なめらかで女性的なラインを持つ美しい磁器の壺で、光こう沢たくといい、控ひかえめな色といい、優すぐれた作品を生み出す岩山窯の中でも名の知れた天才が作った品だ。買い取った額は二百万円、そして店頭は二百二十万円という売値をつけた。私はそれを買い取った時にまったく惜しくないと思った。そして私からそれを買い取ろうとした顧客も、二百二十万円の価値はじゅうぶんにあると言ってくれた。

　……これほどの作品は、なかなか見つからないだろうが……。

　彼はそれを受け取って、長い時間、じっくりと眺ながめる。

　……やはり、ダメか。でも、もうほかに頼たよれる店は……。

　私があきらめかけた時、庚氏が口を開いた。

「たしかに、岩山窯の作品はうちでも扱あつかっています。そして……」

　彼は写真を私に返しながら、にっこりと笑う。

「香港でも有数の大だい富ふ豪ごう、鳳様という方がいます。その方のお屋や敷しきに置くために、以前、これとよく似た岩山窯の青磁をお売りしたことがあります」

　庚氏の言葉に、私は思わず身を乗り出す。

「本当ですか？　その方の連れん絡らく先を教えていただけませんか？」

　言ってしまってから、相手の困こん惑わくした表情に気づく。

「すみません、顧客の情報を漏もらせなんて無理ですよね」

　私が申し訳ない気持ちになりながら言うと、庚氏は困ったように笑って、

「ええ、まあ。さらに鳳様はＶＩＰですので、セキュリティーも厳しいですし」

「そう……ですか」

　私は、思わずため息をついてしまいながら呟つぶやく。『こういう磁器の壺を……』とリクエストした時の岡おか田だ様の熱心な顔、そして奥様の微笑ほほえみを思い出す。

「……やはり、要望どおりに揃そろえるのは無理か……」

　私は落らく胆たんし、それから改めて蒲生に対する激しい怒りを覚える。

「とてもがっかりしていらっしゃいますね。何かご事情でも？」

　庚氏は、とても気の毒そうに私の顔を覗のぞき込んでくる。私は少し迷い……彼なら何かアドバイスをくれるかも、と思う。

「いえ……とてもお恥はずかしい話なのですが、共同経営者が会社の金と在庫を持ち逃げしてしまいました。これが最後の仕事になりそうなんです」

　私はできるだけ冷静に言おうとするが、語ご尾びが知らずに震えるのを感じる。

「共同経営者？　蒲生さんがそんなことを？」

　庚氏がとても驚おどろいたように言う。私はうなずいて、

「ええ。先週上海から戻もどったら、店も倉庫も空でした。もちろん彼の部屋も。彼の行方も、倉庫から持ち出した在庫の行方もわかりません。かなり高価なアンティークのアジアン家具が揃っていたのですが……」

「あなたには、うちからもかなりの数の家具を買い付けていただいていた。あなたの目め利ききもセンスも確かでした」

　庚氏は複雑な顔をし、それから、

「蒲生さんは、それらを売り飛ばす気なのでしょうか？」

「彼は思い付く限りの金目の物を持っていきました。それに彼は典型的な経営者タイプでアジアン家具の美術的な価値には興味がなかった。……きっと、売る気だと思います」

　裏切られた悲しみに心がズキリと痛み、私は思わずため息をついてしまいながら言う。

　……もともと、そんな二人がおなじ店を経営すること自体が間ま違ちがっていたのだろうか？

「でも、日本国内にある有名なアジアンインテリアの店には、連絡を回しました。倉庫にあった商品のリストと、それが盗難品であることはすでに知れ渡っています。日本の中古家具店では、アンティーク家具の価値は理解されずに二束三文で叩たたかれるのがオチです。売るなら海外でだと思います」

「海外ですか？　たしかにアンティーク家具の取引は盛んですね」

「ええ。そして蒲生は、タイや韓国への買い付けにはほとんど同行したことがありませんが、飲ヤム茶チヤ目当てでこの香港にはよく来ていました。渋しぶ々しぶですがアンティーク家具の取引に同席したこともある。一番事情に詳くわしいのは香港です。しばらくしてほとぼりが冷めたらあの男は香港に来ると思うんです」

「わかりました。私の知り合いにも連絡を回しましょう。それらしき家具が出回った時には知らせてくれるようにと。ですが……」

　彼はさらに気の毒そうな顔になって、

「あなたは本当に趣しゆ味みがよくて、素す晴ばらしいものばかりを集めていた。実際に商品を見て惚ほれてしまった業者がいて、秘密で買い上げたとしても……責められませんが」

「それはもう、良心に任せるしかありません」

　私はあの倉庫に並んでいた、とても気に入っていた家具の一つ一つを思い出しながら言う。

「苦労して買い付けたものですし、愛着もありますので、きちんと扱ってくれる業者が引き取ってくれることを祈いのるばかりです」

「最近はアンティークの扱いもわからない業者も増えましたからね」

　庚氏がため息をつき、私の心がズキリと痛む。

「あれは家具というよりは、私にとっては美術品です。人に使われることによってさらに輝かがやきを増す……」

　思わず言うと、彼は私の顔を見つめ、それからふと笑う。

「あなたは、そういう方なんですよね」

「え？」

「あなたなら、あの鳳様に会わせても大だい丈じよう夫ぶな気がします」

「本当に？」

　私が思わず身を乗り出すと、彼は笑えみを深くして、

「ええ」

「ありがとうございます！」

　私は立ち上がって深々とお辞じ儀ぎをし、慌あわてた庚氏に座るように促うながされる。彼はイタズラっぽい顔になって、

「飽あきっぽい方なので、もしかしたら譲ゆずってくださるかもしれませんし」

「飽きっぽい？　あんなに貴重で高価なものに飽きるというのですか？」

　私は驚きよう愕がくしながら言うが、古物商は苦く笑しようして、

「鳳王銘様は人並みはずれた大富豪ですから、手に入らないものは何もないのです。飽きっぽくても仕方がありません」

　私は、まだ見ぬ鳳という大富豪に対して、微かすかな怒りを覚える。

　……家具は愛着を持って使ってこそ、価値があるというのに。

　……だが……背に腹は替えられないか。

　私は、すがるような気持ちで言う。

「彼に、会わせていただけませんか？」

「一応、そのように連絡をしてみます。鳳様は気まぐれですので、もしかしたら断られてしまうかもしれませんが」

「それでも結構です。よろしくお願いします」

　私は立ち上がり、深々とお辞儀をする。庚氏は笑いながら自分も立ち上がる。

「ここで、少しお待ちください。早さつ速そく電話をしてきます」

　彼は言って、山のように置かれた商品をよけながら店の奥に入っていく。そしてきしむドアを開いて、居住スペースに入っていく。私はソファに座りながら、心の中で祈る。

　……大富豪の気まぐれで、なんとか会うことができるといいのに……。

　大富豪が相手では、説得するまでに時間がかかるだろう……と思ったのに、意外に早くドアのノブが回った。

　……あっさり断られたのだろうな……。

　だが、庚氏の顔ににこやかな笑みが浮うかんでいるのを見て、私は思わずまた立ち上がる。

「どうでしたか？」

「鳳様に電話がつながりました。あなたのことをお話ししたらあっさりとオッケーをいただけました」

「本当に？」

　信じられない気持ちで言うと、庚氏は笑みを深くして、

「鳳様はあなたに興味を持たれていました。そんなにセンスと才能のある若者なら、ぜひ会ってみたいとおっしゃっていましたよ」

「私を褒ほめてくださったのですね、ありがとうございます」

「いえいえ、本当のことを言ったまでです。香港にいる専門家でもあなたほどのセンスを持った人間はなかなかいない。……今夜八時に、もう一度この店の前にいらしてください。鳳様からの迎むかえが来ます」

「今夜ですか？　そんなに早く約束ができるなんて」

　……ああ、なんてラッキーなんだろう？　あとは無事に壺が買い取れることを祈るしかない。

　私は思い……それからドキリとする。

　……もちろん、私の貯ちよ蓄ちくで買い取れる額ならば、の話なのだが。







　　　　鳳王銘







「鳳様、何かいいお話ですか？　なんだか楽しそうです」

　電話を切った私は、後ろからの声に振ふり返る。そこに立っていたのは、明だった。見下ろすと、彼は手にエスプレッソのカップの載のったトレイを持っていた。

「執しつ事じの公さんは、午後の便で東京の別べつ荘そうに行きましたから。僕が代わりに持ってきました」

「ああ、そういえばそう言っていたな。……君は執事ではなく、秘書としてこの屋や敷しきに来ているのだろう？　そんなことまでしなくてもいいと言っているのに」

「まあ、主人であるあなたのことはできるだけ知っておきたいですし」

　明の目に、悪戯いたずらっぽい光がよぎる。私はため息をついて、

「好きにしてくれ。……それより、今夜はクラブ・シャングリ・ラで人と会う。帰りは遅おそくなるかもしれない」

「危険のない相手ですか？」

　明が言い、鋭するどい目で私を見つめてくる。いつもにこやかで暢のん気きな青年としか思えない彼も、こんな顔をすると少しは捜そう査さ官らしくなる。

「『庚古物店』のオーナーだ。知人を紹しよう介かいしてくれるらしい」

　私が言うと、明が安心したような小さなため息をつく。

「『庚古物店』のオーナーなら僕も会ったことがあるし、安心です。あそこは超ちよう一いち流りゆうのアンティークを扱あつかうことで有名ですよね。顧こ客きやくはたしか、世界的なＶＩＰばかり。……ということは、相手は政治家？　それともどこかの王族？」

「相手は日本人、アンティーク家具を扱っている店のオーナーらしい」

　明は、驚おどろいたように目を見開く。

「もしかして営業ですか？　たしかにあなたはアンティーク家具の蒐しゆう集しゆうにかけては業界中で名前が知られているようです。でも……」

　明は呆あきれた顔で部屋を見み渡わたし、

「素人しろうとながら、僕にはこのコレクションはもう完かん璧ぺきに見えます。あまりに買い過ぎると、ほかのコレクターから反感を買いますよ？」

　彼の言葉に、私は思わず小さく笑ってしまう。

「すでに反感を買っているだろう。まあ、知ったことではないが。……そうではなく、その日本人は、私から家具を買い取りたいらしい」

「はあ？」

　明はさらに大きく目を見開き、

「世界的なコレクターであるあなたから？」

「おかしな申し出だが、興味を持った。それに……」

　私は先日のことを思い出して思わず小さく笑ってしまいながら、

「華が、人を呼ぶことを嫌いやがっていただろう。警護が面めん倒どうなので素す性じようのはっきりしない人間と会うのなら外で会え、と。余計なお世話だ」

「いえ、警護をする側としては華捜査官と同意見なんですけど……」

　明があきれたように言い、それからふいに真しん剣けんな顔になる。

「どうしていつも意地悪をなさるんですか？　華捜査官は、あれでもあなたのことを心配なさっているのだと思いますが」

「私の安全などどうでもいい。だが……」

　私はあることに思い当たり、小さくため息をつく。

「会うということは、相手を巻き込むことになりかねない。自重したほうがよかったかもしれないな」

「鳳様。僕はただの捜査官。余計なことだとわかってはいるのですが……」

　明がどこか沈しずんだ声で言う。

「この屋敷にお邪じや魔ましてから一年……あなたが、どんどん感情を失っていかれるようで心配していました」

「私が？　私は笑いもするし怒おこりもする。人間として普ふ通つうだと思うが」

「無表情だというのではありません。そうではなくて……」

　明は何かを考えるように言葉を切り、それから私を真まっ直すぐに見つめて言う。

「あなたが本当に嬉うれしくて笑っておられるのか、本当に怒りを感じて怒っておられるのか……見ていると、疑問に感じてしまうのです」

「心配してくれてありがとう。……だが」

　私はエスプレッソを飲み、それからため息をつく。

「守らなくてはと思っていた母の死と共に、私の心の一部も死んだ。感情など、本当に人間に必要なのだろうか、最近はよくそう思う」

「鳳様。またそんなことを」

　明のとがめるような声に私は苦く笑しようして、

「私の心を揺ゆらしてくれる何かが手に入るなら、私はいくらでも金を払はらおう」

　窓の外に目を移し、暮れ始めた空を見ながら私は呟つぶやく。

「そんなものが金で買えるのなら、の話だが」







　　　　佐伯亜季彦







「……店のお客様から『クラブ・シャングリ・ラ』の噂うわさを何度か聞いたことがあります。まるで美術館のように素す晴ばらしい美術品が揃そろっているけれど、とんでもないＶＩＰだけしか入れない秘密の場所だと」

　タクシーを降り、車寄せに立った私は呆ぼう然ぜんとその建物を見上げながら言う。

「……さすがに、すごい迫はく力りよくですね」

　庚氏は楽しそうに笑って言う。

「驚くのは、中を見てからにした方がいいですよ」

　ドアマンが大きな扉とびらをゆっくりと開き、私は庚氏に続いて中に踏ふみ込む。

「……あ……すごい……」

　そしてエントランスホールの豪ごう奢しやな様子に思わず見とれてしまう。

　床ゆかは黒の大理石でできていて、天てん井じようから吊つるされた赤いランタンの明かりを反射している。壁かべには実物大のトラなどの動物や、たわわな果実を実らせた樹きが精せい緻ちに彫ほり込まれている。

「あの彫刻は王ワン明ミン石シのものですね。奥の壁かべ際ぎわにあるのは、彼の弟で子しである仁レン明ミンの作でしょう。さすがクラブ・シャングリ・ラ。すごい物が並んでいますね」

「よくおわかりですね。一目で二人の作を見分けるとは」

　庚氏が驚いたように言う。私は、

「王明石は祖父が大好きだったんです。そのせいか、見ればなんとなくわかるようになりました。作品の雰囲気がごくわずかに違うんです。師匠の方が少し優やさしいというか……」

「さすが、博識でいらっしゃる」

　エントランスホールにしわがれた声が響ひびき、私は驚いてそちらを振り返る。

「ようこそ、ミスター・庚。ようこそ、ミスター・佐伯」

　部屋の隅すみの暗がりから、裾すその長い黒の長チヤ袍ンパオを着た白はく髪はつの小こ柄がらな老人が現れた。幻げん想そう的な光景の中いきなり現れた彼は不思議に現実味がなく、中国のお伽とぎ噺ばなしに出てくる仙せん人にんにでも出会ったような気分になる。

「お邪魔いたします、胡ピン大ター人レン」

　庚氏は言って両手を合わせ、彼に向かって深々と礼をする。私は慌あわてて両手を合わせ、彼に倣ならって古風な礼をする。

「初めまして、アキヒコ・サエキと申します」

　……クラブ・シャングリ・ラのオーナーは胡大人と呼ばれている人だと聞いたことがある。この老人が、あの……。

　私は礼をしたまま、妙みような緊きん張ちようを覚える。

　クラブ・シャングリ・ラのオーナーの素性は謎なぞに包まれているが、世界的なＶＩＰを呼び集めるだけのコネクションと莫ばく大だいな財力、そして裏の権力を持つとされているらしい。

　……ごくごく普通に東京で暮らしてきた私には、まるで現実味のない世界だ……。

「ミスター・佐伯。素晴らしいオーラをお持ちだ」

「は？」

　いきなり言われた老人の言葉に、私は驚いてしまう。彼はクスリと笑って、

「地位の高い人間から見み初そめられ、寵ちよう愛あいされる相が出ている。あなたの前世は、皇こう帝ていの寵ちよう姫きだったかもしれません。美術品に関する審しん美び眼がんが鋭するどいのは前世の名残なごりでは？」

　彼の言葉に、私は思わず微笑ほほえんでしまう。

　……きっと、さっきの会話を聞いて私をからかっているのだろう。

　亡なくなった私の祖父は大学で東洋美術史を教えていた人間だが、彼もよく同じようなことを言って私をからかっていた。亜季彦は可愛かわいい、きっと前世は皇帝のお姫ひめ様さまだよ、と。やんちゃだった私は、どうして皇帝じゃないの？　と反はん抗こうしたものだが。

　……祖父にはとても可愛がられた。この老人にも親近感を持ってしまいそうだ。

「どうでしょう？　あやかれればいいのですが」

「笑っている。本気にしていませんね？」

　老人は苦笑し、それから私の肩かたの辺りをジッと見つめる。

「黒い龍りゆうが見えますよ。とても巨きよ大だいな」

「龍？　中国では吉きつ兆ちようですが、西洋では凶きよう兆ちようですね」

「どちらでもある。いずれにせよ激しい人生になるでしょうね」

　その言葉に、私の心臓がチクリと痛む。

　……激しい人生？　信じていた人間に裏切られたことが、それに当たるのだろうか？

「そんな顔をなさらないでください。どうやら話し過ぎたようですね」

　気の毒そうな顔で言い、それから庚氏に向かって、

「ミスター・鳳はあと十五分ほどでお着きになると思います。二階でお待ちください。……ここにいらしたからにはお二人とも大切なお客様です。どうか遠慮なくおくつろぎを」

「ありがとうございます」

　庚氏は恭うやうやしく礼をし、私も慌ててそれに倣う。そして……。

「……あれ？」

　顔を上げた時、胡老人の姿はどこにもなかった。まるで不思議な魔ま法ほうで闇やみの中に溶とけてしまったかのように鮮あざやかな退場に、私は呆然とする。

「ご案内します」

　後ろから聞こえた声に、私はさらに驚おどろいて振ふり返る。さっきまで誰だれもいなかったはずの空間に、お仕着せを着た、端たん整せいな容姿の青年が現れていたのだ。

　……なんて不思議な場所なんだろう？

「どうぞ」

　彼はにっこり笑って言い、エントランスホールを横切って階段を上っていく。私は庚氏と並んで彼の後に続き、さりげなく廊ろう下かに飾かざられている書画がとんでもなく価値のあるものであることに驚いていた。

　お仕着せを着た青年は、長い廊下の正面にあるドアを大きく開く。

「クラブ・シャングリ・ラへようこそ」

　私はドアをくぐって部屋に入り……その様子に圧あつ倒とうされてしまう。

　……すごい……。

　そこは、広々としたバンケットルームだった。部屋の隅に並んでいるのは、龍の絡からみつく朱しゆ塗ぬりの柱。柱の間には高名な窯かまで作られた巨大な壺つぼが置かれ、その中には青々と葉を茂しげらせた木の枝や真しん紅くの牡ぼ丹たんが生けられている。

「あの鮮やかな色しき彩さい……あれは紅コウ來ライ窯ヤオの壺では？　美術館に飾られてもおかしくないような高価なアンティークだ。まさか、あれに花を生けてしまうとは」

　私が言うと、庚氏は楽しそうに笑う。

「それが世界一贅ぜい沢たくなクラブ・シャングリ・ラたるゆえんです。まあ、私などは酔すい客きやくがあれに近寄るたびに冷や冷やしますがね」

　豪奢なバンケットルームには、タキシードやイブニングドレスに身を包んだ人々が笑いさざめいている。中国の正装でもある長袍を着た庚氏はまだしも……私は日本から駆かけつけて来たままのよれたスーツ。しかももちろんデパートで買った吊るしのものだ。いちおう色や素材は吟ぎん味みしたつもりだが……ここにいるいかにもリッチそうな人々の中にいると、自分がどれほど庶しよ民みんなのかを思い知らされるようだ。

「こんばんは、ミスター・庚」

　後ろから声が聞こえ、私と庚氏は揃って振り返る。そこに立っていたのは、黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみをした、モデルのようにハンサムな男だった。逞たくましい長身を包むのはタキシードではなくてダークスーツだが、イタリア製らしい完かん璧ぺきな仕立てと派手なオレンジ色のネクタイが、彼をとてもリッチで都会的に見せている。

　……これが、鳳か……？

　思わず身構える私を、男が興味深げに見下ろしてくる。

「今夜はずいぶんと綺き麗れいな助手を連れていますね。しかも綺麗な白銀色のオーラだ。まるで大輪の白い牡丹の花のようです」

　……なんて軽そうな男だろう？

　私は思い、つい睨にらみ上げてしまう。彼は私の反応を見て、可笑おかしそうに笑う。

「そんな反抗的な顔もまた素す敵てきだが……少し緊張しているようだね。ここは、もっと楽しむ場所だよ？」

　馴なれ馴れしく指先で顎あごを持ち上げられて、私は鼻白む。

　……私が庶民だから、バカにしているのか？

「あなたがミスター・鳳……ですか？」

　思わずその手を振り払はらってしまいながら言うと、彼はさらに可笑しそうに笑って、

「私はエドワード・華。英国系中国人。香港の大だい富ふ豪ごう、華家の嫡ちやく子しで、香港社交界の貴公子と呼ばれている。親しみを込めてエドワードと呼んでくれて構わないよ」

「いいえ、それでは失礼ですので。……よろしくお願いいたします、ミスター・華」

　私は言って、礼をし、それから内ポケットから名めい刺しを取り出す。

「東京で『アルファ・シノワ』というインテリアショップを経営しています、佐伯亜季彦と申します」

　私はいつもの癖くせで自己紹しよう介かいをし……それからもう、店も会社もないことに気づく。

「なるほど、ミスター・庚の仕事仲間というわけだ」

「ミスター・佐伯は優ゆう秀しゆうな美術鑑かん定てい家かでもいらっしゃいます。今夜は、彼をミスター・鳳とお引き合わせするためにお連れしました」

「鳳と？　こんな美青年を？」

　華という男は、驚いたように眉まゆを吊つり上げる。

　彼は肩をすくめて、

「ともかく、君のような人は鳳には会わないほうがいいと思う」

「どういうことですか？」

「彼は……」

　彼は言葉を切り、それから部屋の入り口の方に目をやる。

「ああ……もう遅おそいか」

　彼は言ってため息をつく。彼の視線を追って私は目を上げ……そして、一人の男が部屋に入ってきたことに気づく。

　……なんて……。

　私は思わず見とれてしまいながら思う。

　……なんて美しい男なんだろう……？

　艶つやのある黒い髪かみ。

　陽ひに灼やけた頰ほお。

　すっと通った高貴な鼻筋。

　少し薄うすめの形のいい唇くちびる。

　男らしい眉と、彫ほり込んだような奥二ぶた重え。

　セクシーな長い睫まつ毛げと、その下で煌きらめく漆しつ黒こくの瞳。

　歩いて来たのは、逞しい身体からだを仕立てのいいダークスーツに包み、どこかエキゾティックな美び貌ぼうをした、とんでもなく麗うるわしい男だった。　>>>♥

「鳳様、こんばんは。ご注文に近いものが入にゆう荷かしましたのでリストをお持ちしました」

　呆ぼう然ぜんと見とれてしまっていた私は、庚氏の声に、ハッと我に返る。

「どうもありがとう」

　その男は庚氏の言葉に鷹おう揚ようにうなずき、それから私を見下ろしてくる。

「彼が、電話で言っていた？」

「はい。日本のインテリアショップのオーナーで、ミスター・佐伯」

　古物商は楽しそうに笑いながら言う。

「電話でもお話ししましたが、鳳様のコレクションの中から何か買い取りたいものがあるそうですよ」

　鳳がチラリと眉を上げたのを見て、私は冷や汗あせを流す。

　……ただのブルジョア男だろう？　どうしてこんなに迫はく力りよくがあるんだ？







　　　　鳳王銘







　臆おくすることなく真まっ直すぐに見つめてくる、美しい紅茶色の瞳。そこから、私はなぜか目をそらすことができなくなった。

　真しん珠じゆのように白く、滑なめらかに透すき通る肌はだ。

　少し気の強そうな眉。

　すっと通った上品な鼻筋と、色素の薄い形のいい唇。

　そして反り返る長い睫毛の下で煌めく、澄すんだ瞳。

　小さく整った顔は、女性のそれとも違ちがう……まるで人形のように無機質な美しさがある。

　身長は百七十センチ後半くらい、ダンサーのようなしなやかな身体をしている。チャコールグレイのピンストライプのスーツと、純白のワイシャツ、深い紅色のシルクのネクタイには同系色の糸で細かな模様が刺し繡しゆうされていて、どこかアジアな雰ふん囲い気きだ。

　仕立てからしてあまり高価ではなさそうに見えるそれらを、彼はその趣しゆ味みのよさと高貴な雰囲気で完璧に着こなしていた。

　とんでもなく高価な服ばかりを身に着けたクラブ・シャングリ・ラの常連客達の中でも、彼の存在は際きわ立だっていた。まるで暗がりに咲さく一輪の百合ゆりの花のように、凜り々りしく麗しい。

　……なんて美しい青年だろう？

　彼の姿に見とれてしまいながら、呆然と思う。

　……そして、どうしてこんなに心が揺ゆさぶられるのだろう？

　彼は私を見つめたままで動きを止めていたが、庚氏の紹介でハッと我に返り、少し慌あわてた仕草で内ポケットから黒い革かわ製せいの名刺入れを取り出す。何気なく彼の手の中に目を落とした私は、その名刺入れを見てあることに気づく。

　……スティングレイか。

　ざらりとした質感、深い灰色の革の中心部には星のような白い模様が並んでアクセントになっている。それはエイの背中の革を使って作られたものである証あかしだ。スティングレイは革素材に精通したエキスパートが好むもので……若い彼の趣味のよさに私は少し驚おどろいてしまう。

「初めまして、アキヒコ・サエキと申します」

　彼の白い手が滑らかに動き、名刺入れから名刺を一枚取り出す。差し出された名刺は手て漉すきの和紙にアジア風の模様が金色で刻印された美しいものだった。『佐伯亜季彦』という漢字名と、『アルファ・シノワ』という店の名前と住所が、英文で印刷されている。

「よろしく、鳳王銘だ」

　名刺を受け取りながら言った私は、彼が少し戸と惑まどった顔をしたことに気づく。

「名刺は作っていない。遊んで暮らすのにじゅうぶんな財産があって、仕事というものをしていないので」

　佐伯という彼の美しい眉が、チラリとつり上がる。きっと、このブルジョアが、と心の中で思ったのだろう。

「私から何かを買い取りたいと聞いたが？」

　私が言うと、佐伯はうなずき、ポケットから一枚のポラロイド写真を取り出す。

「ぶしつけなお願いで申し訳ありません。ですが、少々わけがあって、これとよく似た磁器の壺つぼを探しています」

　彼からそれを受け取った私はそれに目を落とし、少し驚く。

「たしかに、しばらく前に彼の店から買い取ったものとよく似ている」

　庚氏に目をやりながら言うと、彼はうなずいて言う。

「ええ。それで、失礼かとは思いつつ彼をお連れしてしまいました。詳くわしいことはまだお伝えしていないのですが」

「なるほど」

　私は、どこか面おも白しろがるような気分になりながら考える。

「ミスター・佐伯、この後、時間は？」

「この後ですか？　ええ、大だい丈じよう夫ぶですが……」

　不思議そうに見上げてくる彼に、

「今から、私の屋や敷しきに来てくれないか？　説明をするよりも見るほうが早い」

　彼は驚いたように目を見開き、それからとても嬉うれしそうに目を輝かがやかせる。

「よろしいのですか？　こんな時間にご迷めい惑わくでは？」

「どうせ私は暇ひまな身だ。君さえ時間が空いていれば」

「もちろん大丈夫です。そのために香港まで来たのですから」

　彼は身を乗り出すようにして言う。

「ぜひお願いします」

　その瞳ひとみがキラキラと煌めいていることに気づき、私の心がなぜかまた揺れる。

　……この青年と話していると、何か不思議な気分になる。

「それなら、すぐに出発しようか。せっかく香港まで来たのに、逆ぎやく戻もどりをさせてしまって申し訳ないが」

　私が言うと、彼は混乱したような顔で、

「逆戻り……ですか……？」

「磁器のコレクションが置いてあるのは、香港ではなく、東京にある私の屋敷だ。今から空港に向かい、プライベートジェットで東京に行こう」

「ええと……東京にお住まいで、香港にご旅行中だったのですか？」

「東京と香港だけでなく、世界中の各都市に屋敷がある。最近は東京に住み、週末には香港に来ている。このクラブ・シャングリ・ラで点心を食べるためにね」

　彼は驚いたように目を見開き、呆ぼう然ぜんとした声で言う。

「ええと……点心のために、毎週プライベートジェットで香港まで？」

「言っただろう？　私は暇なんだ。荷物は？」

「ええと……上シヨ環ンワンにあるホテルに置いてありますが……」

「そこに寄って荷物を取ってから空港に向かおう。ミスター・庚、慌あわただしくてすまなかったね」

　私が言うと庚氏は嬉しそうに微笑ほほえんで、

「いいえ。鳳様とミスター・佐伯は、きっと気が合うと思っておりました」

「私達は帰るが、どうぞゆっくりしていってくれ」

　私が言うと、庚氏は嬉しそうに目を輝かせる。

「ありがとうございます。楽しませていただきます。よい取引ができますように」

　両手を合わせ、私と佐伯に向かって礼をする。

「すみません、庚さん。またご連れん絡らくします」

　彼の腕うでを取って歩き始めた私は、動どう揺ようしている彼を見下ろしながら思う。

　……とても面白そうな青年だ。きっと、いい気晴らしになるだろう。







　　　　佐伯亜季彦







　私と鳳を乗せたリムジンは、上環にある安ホテルに寄り（路地に無理やりに入るリムジンに、人々は振ふり返っていた）、そこから空港に向かった。

「プライベートジェットに乗るなんて、生まれて初めてです」

　窓の外に遠ざかる香港を見ながら、私は思わずため息をつく。

「……というか、一生縁えんがないだろうと思っていました」

　眼下に広がる夜景は、まるで宝石箱をひっくり返したように美しい。プライベートジェットの内装はシックでとても洒落しやれていて、しかも黒革の張られた大きなシートの向かい側には、まるで彫ちよう刻こくのように麗うるわしい一人の男がくつろいでいる。

　……行きは格安航空券を使い、もちろんエコノミークラスで香港に向かった。なのに帰りはこんなにリッチなプライベートジェットだなんて。

　私は思わず緊きん張ちようしてしまいながら思う。

　……まるで、別の世界に紛まぎれ込んでしまったかのようだ。

「私は、プライベートジェット以外の飛行機には乗ったことがない」

「え？　本当ですか？」

　私は驚き……それから彼がとんでもない大だい富ふ豪ごうであることに気づく。

「それはセキュリティーの面で、ですか？」

「それもあるかな」

　彼は手に持ったバーボンのグラスを見つめ、それを揺らしながら言う。

「第一の理由は、飛行機の離り陸りく時間を待つのが面めん倒どうだからだが」

　……このブルジョアが……！




　　　　◆




　彼のプライベートジェットは国際空港ではなく、東京都下にある某ぼう国こくの基地内に着陸した。そこから私達はリムジンに乗り換かえ……リムジンは高速を一気に都心に向けて走った。そして到とう着ちやくしたのは、驚いたことに私の店とオフィスがあった場所からほんの十分ほどしか離はなれていない西麻布界かい隈わい。そんな場所にあった広大な私有地と、その中にそびえる豪ごう奢しやな石造りの屋敷に、私は本気で驚いてしまった。

「お帰りなさいませ」

　リムジンから降りた私と鳳を、車寄せにズラリと並んだ使用人たちが出で迎むかえた。日本では老舗しにせ旅館かどこかでしか見ることのできないような光景に、私は驚いてしまう。タキシードに似たお仕着せを身につけた高こう齢れいの男性が一歩踏ふみ出して、私達に向かって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「お帰りなさいませ、鳳様。ようこそいらっしゃいました、佐伯様」

　鳳が鷹おう揚ようにうなずき、彼を示しながら言う。

「ミスター・佐伯。これは執しつ事じの公」

　いきなり紹しよう介かいされて、私は恐きよう縮しゆくしながら言う。

「佐伯と申します。こんな遅おそい時間に申し訳ありません」

「いいえ。お客様はいつでも大だい歓かん迎げいです」

　公氏がにっこり笑って茶ちや目めっ気けのある口調で言い、私は少しだけホッとする。

　……鳳という男はいけ好かないが、少なくとも彼の執事はいい人みたいだ。

「それからこれが秘書の明。インテリアに関しては私よりも彼のほうが詳しい。いろいろな手配や値段の交こう渉しようも彼が引き受けてくれている」

　一歩踏み出したのは、明るい茶色のスーツを着た青年だった。整った顔と、無造作にカットされたうす茶色の髪かみ。私よりも年下に見える彼の様子に、少し驚おどろいてしまう。

　……大富豪であるこの男の秘書？　そんなイメージには見えないが。

「磁器に関しては、明と交渉をして欲しい。彼の許可がもらえれば、譲ゆずってもかまわない」

　鳳の言葉に、明という秘書は苦く笑しようしている。

「たしかに僕は、アンティークの価値が少しはわかりますし、値段の交渉も代行しています。でもお譲りするか否いなかは、屋敷の主人が決めるべきでは？」

　彼は言い、それからイタズラっぽい目で私をチラリと見る。

「いや……やはり僕が交渉したほうがいいかもしれませんね。ミスター・佐伯に『ください』と言われたら、鳳様はなんでも差し上げてしまいそうだ」

「え？」

「鳳様は美しいものが何よりもお好きですから。インテリアも、人間も」

　明は、何を言われているのかピンとこずに呆然とする私に向かって、片目を閉じてみせる。

「あなたがとてもお美しいと言ったんです。……僕がご案内しましょう。こちらへ」

　楽しげな口調で言って、踵きびすを返す。

　……調子のいい青年だ。

　私は彼の後について歩きながら、思う。

　……まあ、彼の明るさは、鳳の無表情よりは、よほど好感が持てるが。

　横を歩く鳳をチラリと見上げると、彼は私を見下ろして、無感情な声で言う。

「明は、なかなか鋭するどいかもしれない」

「は？」

「君に跪ひざまずかれ、『これをください』と言われたらどんなものでもあげてしまいそうだ」

　彼の形のいい唇くちびるに意地の悪い笑えみが浮うかぶ。私はバカにされたような気分になりながら、

「それは、跪けとおっしゃっているのですか？」

　言うと、彼は無感情な声で答える。

「もしも君が、ただで何かを手に入れたいのならそうするといい」

　……なんなんだ、この男！

「私は物もの乞ごいに来たのではありません。買い取りの交渉をさせていただきに来ました」

「なかなかいい目をする」

　彼はまったく動じることもなく、唇に浮かべた笑みを深くする。

「君との交渉がうまくいくといいが。……どうぞ」

　彼は言い、屋や敷しきのドアの方に向かう。私は彼の長いストライドに後おくれを取らないように小走りになって彼を追いかける。

　ドアの両りよう脇わきに立っていた二人の使用人が、精せい緻ちな彫刻が刻まれた巨きよ大だいな木製のドアをゆっくりと開いていく。先に立ってエントランスホールに入った彼を追いかけて、私も屋敷の中に踏み込んで……。

「……あ……っ」

　ホールを見み渡わたした私は、そこから一歩も歩けなくなりながら呆然と呟つぶやく。

「……すごい……」

　ホールは見上げるような高い天てん井じようを持つほぼ円形の空間で、美術館の内部のように広大だった。床ゆかには艶つやのある黒い石が張られ、同じ黒い石で作られた柱が等とう間かん隔かくで並んでいる。柱は艶消しがされていて、下から上に向かって絡からみつく龍りゆうが一体ずつ彫刻されている。ホールは薄うす暗ぐらい間接照明に照らされていて、その中で見ると彼らの太い胴どう体たいも、こちらを見下ろすその精緻な頭もとてもリアルに見える。まるで本物の龍に囲まれているかのようですごい威い圧あつ感かんだ。

　龍たちの視線の中心に、鳳が真まっ直すぐに立っている。仕立てのいいスーツを着こなし、都会的な姿はしているけれど……彼の後ろには真しん紅くに燃える炎ほのおのようなオーラが立ち上って見える。まるでその現代的な容姿は仮の姿で、龍たちを従えて立つ伝説の王であるかのようだ。

　……なんて迫はく力りよくだろう……。

　私は、彼から目が離せなくなりながら思う。

　……暇ひまなブルジョアではなく、彼にはもっと裏の顔があるように思えてくる……。

　呆ぼう然ぜんと彼を見つめたまま、一歩踏み出す。磨みがき上げられた黒い石の床に高く靴くつ音おとが響ひびき、私は少し驚く。思わず天井から床に目を移した私は、そこにすべてのものが上下反転して映りこんでいることに気づいた。まるで不思議な黒い沼ぬまの水面にでも立ち、上下からたくさんの龍に囲まれているかのようで……ここが現実の場所とは思えない。

　……こんな場所が東京にあったなんて、とても信じられない。

　私は、その場に呆然と立ち尽つくしてしまいながら思う。

　……私はいったい、どんな世界に迷い込んでしまったんだろう？

　弧こを描えがく壁かべの向こう側、広大なホールの正面には、やはり黒い石で作られた大きな階段が続いている。階段の両側は普ふ通つうに段になっているが、真ん中は艶消しの加工がされたスロープで、紫し禁きん城じようの階段を思い出すようなデザインだ。スロープ部分は巨大な黒い石の一枚板でできていて、そこには一匹ぴきのとてもリアルな龍と繊せん細さいな雲の模様が彫ちよう刻こくされている。それを見つめているだけで、まるで中国のお伽とぎ噺ばなしの世界にでも紛まぎれ込んだかのような気分になり……。

　見とれていた私は、あることに気づいてハッとする。

　……まさか……？

「階段に彫ほられているあの巨大な彫刻……あのタッチには、見覚えがあります。まさか、陳チン陽ヤン明ミンの彫刻作品ではありませんよね？」

　私は、高名な皇こう帝ていお抱かかえの彫刻家の名前を口にする。

「一目で見み抜ぬくなんて……さすが庚氏のご紹介だけはありますね」

　明と呼ばれた秘書が、とても驚いたような声で言う。鳳が、

「その通りだ。あれは陳陽明の作品で、皇帝の寵ちよう姫きの別べつ荘そうから運ばれたものだと聞いたことがある。私の祖父が手に入れたものらしい」

　彼の言葉に、私は胸が高鳴るのを感じながら言う。

「すごい、陳陽明の作品は、ほんの三十センチほどのものをいくつか見たことがあります。もちろん美術館のガラスケースの中でしたが。彼の遺作として巨大な彫刻が実在するという噂うわさはずっとありましたが、まさか本当だったとは……」

「あの詳くわしい由来を知っている？」

　鳳の言葉に、私はうなずく。

「陳陽明は、これを納めた直後に皇帝の手で殺されたのだと聞きました。二度とこのような素す晴ばらしい作品を作らないように、と」

　私は階段に近寄って彫刻を見渡し、ちょうど珠たまを握にぎった龍の前まえ脚あしの辺りを指差す。

「陳陽明はこのスロープを登って逃にげようとし、龍が握ったあの珠に足を取られて転びました。あの周辺には、陽明の身体からだを貫つらぬいた皇帝の剣けんの跡あとが残っているはずです。もちろん、ただの言い伝えだと思っていたのですが……」

「剣の跡は今でも残っている。後で見るといい」

　鳳の言葉に、私はさらに鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

「では……伝説と言われていたのは本当のことだったのですね？」

「私の一族には、これに関して別の言い伝えも残されている」

「別の言い伝え？」

「陳陽明は彫刻に関しては天才ではあったが、同時に色好みの遊び人でもあった」

「それは聞いたことがあります。隠かくし子がたくさんいて、現在でも陳陽明の直系の子孫だと主張する作家は数え切れないほどいます」

　私が言うと、鳳はうなずき、

「陳陽明は何度も寵姫の屋敷に通ううち、身の程知らずにも美しい姫ひめに横よこ恋れん慕ぼをした。最後に思いを遂とげようとして姫を追い、そこを皇帝に見つかって殺された」

　彼の無感情な声で語られる物語が妙みようにリアルに聞こえて、私は思わず唾つばを飲み込む。

「たしかに……その方が信しん憑ぴよう性せいがある気がします。当時の皇帝は優すぐれた統治を行っただけでなく、たくさんの芸術家を後こう援えんし、素晴らしい芸術品をたくさん後世に残しています。陳陽明だけを殺してしまったという話を、ずっと不自然に感じていたのです」

　私は美しい龍の彫刻を見上げながら、思わずため息をつく。

「今となっては証明する術すべはないかもしれませんが……あなたの家に伝わる話の方がリアルな気がします。当時の皇帝がその寵姫をとても可愛かわいがっていたことは事実ですし……」

　私は言い……それからやっと我に返る。

「ああ……失礼しました。こんな真夜中に何を語っているんでしょう、私は」

　言うと、静かに控ひかえていた明がクスリと笑う。

「磁器のコレクションをご覧になりますか？　それともまずはお茶でも？」

「すみません、長居をしてはご迷めい惑わくでしょう。すぐに拝見して、すぐに失礼します」

「ギャラリーに行こう。案内する」

　言って、私の方に手を差し出す。きちんと手入れされた爪つめ、長い指と滑なめらかな肌はだ、男らしく骨ばった、とても美しい手に、私は思わず見とれてしまう。

「手を」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみで見つめられ、低い声で言われて、私は思わず手を差し伸のべ……そしてそのまま動きを止める。

　……どうして、男同士で手をつながなくちゃいけないんだ？

　思わず引こうとした私の手を、彼の手がしっかりと捕つかまえた。

「……あ……」

　キュッと強く握られて、なぜか心臓がトクンと跳はね上がる。　>>>♥

「この床は見た目は美しいが、慣れないと滑すべりそうで怖こわいだろう？」

　彼は言いながら私の手をそっと引き寄せる。

「さっき、少し怯おびえたような顔をしていた」

「いえ、別に怯えたわけでは……」

「では、どうしてあんな顔をしていた？　柱に巻きついた龍が怖かった？」

　からかうように言われて、私はムッとしながら言い返す。

「エントランスホールがあまりに美しいので、見とれていただけです。私を女性扱あつかいしないでください」

　彼の手の中から自分の手を引き抜ぬくと、彼は手を上げたまま、少し呆然とした顔で私を見つめる。それから可笑おかしそうにクスリと笑って手を下ろす。

「面おも白しろい。そんなふうに私に逆らう人間を見たのは初めてだよ」

　その言葉が、また私の神経を逆さか撫なでする。

　……世界的な大だい富ふ豪ごうだから、誰だれも自分には逆らわない……そう言いたいのか？

　私は、彼を睨にらみ上げてしまいながら思う。

　……それとも、自分はこれだけのハンサムだから誰もが自分に夢中になるんだ、そう言いたいとか？　どちらにしろムカつくぞ。

「言いたいことがあれば遠えん慮りよなく言っていい。君と話していると退たい屈くつを忘れられそうだ」

　からかうような口調に、私はさらにムッとしてしまいながら、

「私はここに交こう渉しようをしにきたのだと言ったはずです。お許しいただけるのなら、一刻も早く磁器を拝見したいのですが？」

「鳳様、美しいお客様がいらして嬉うれしいのはわかりますが、あまりからかうと佐伯様に失礼ですよ」

　明が可笑しそうに言い、私に微笑ほほえみかける。

「こちらです。……どうぞ」

　言って先に立って歩き始める。広いホールを突つっ切るようにして進み、龍の巻きつく柱と柱の間にある、一つのドアを開く。近くで見上げると柱も龍もかなり大きく、その迫力に私はまた圧あつ倒とうされそうになる。

　明に続いて、私と鳳は開いたドアから中に入る。そこは分厚い絨じゆう毯たんの敷しかれた長い廊ろう下かになっていた。幾いく度ども角を曲がりながら歩かされて、まるで迷めい宮きゆうにでも迷い込んだかのような気分になる。

　さんざん歩いた後、明は廊下の正面にある大きな両開きの扉とびらを開いた。彼が電気を点つけると、そこは客用のダイニングらしい広々とした空間だった。向こう側の一面は中国風のデザイン枠わくを持つ窓になっていて、そこから眼下に広がる東京の夜景が見み渡わたせた。精せい緻ちな織り模様のある絨毯の上には、三十人は座れそうな紫し檀たんの長いテーブルがある。並んでいる椅い子すの背には、果樹が並び天てん女によが舞まう桃とう源げん郷きようの景色がそれぞれに描き出されている。そして窓と窓の間の壁かべ際ぎわには、さまざまな時代のアンティーク家具が並び、その間にはライトアップされたガラスケースが並んでいる。薄うす暗ぐらい間接照明の中にランタンのように浮うかび上がったそれらは、幻げん想そう的雰ふん囲い気きを盛り上げ、この部屋を美術館のように見せている。

「……あ……っ」

　並んだ磁器のうちの一つが、私の目に飛び込んでくる。

「目当ての品は見つかりましたか？　どうぞ、お近くで」

　明にうながされ、私は絨毯を踏ふんでダイニングを横切る。テーブルを回り込んで向こう側の壁際に行き、一つのケースの前に立ち止まる。どれも美しい磁器ばかりで青磁が多く、かなり似た物もある。だが……これが、私が探していた品とほぼ同じデザイン。庚氏が言っていたのはこの磁器のはずだ。

「さすが、庚氏のご紹しよう介かいだけあって、本当にお目が高い」

　明が楽しそうに言って、私に近づいてくる。

「たしかにそれは、庚氏から買い取った物です。似たものがこれほどたくさんあるのに、一目で本物を見み抜ぬきましたね」

「ここにあるのはどれも素晴らしい作品ですが……庚氏は私が探しているものと同じ岩山窯の作品だと教えてくれました。この艶つやといい、絶ぜつ妙みようなラインといい、ほかのものとはまったく違ちがいます」

　私は言ってその磁器を見つめ……それから深いため息をつく。

「その窯で作られた初期の作品は、すでに現存しないと言われています。しかし窯自体は代々受け継つがれ、今でも製品は作り続けられている。私が前に手に入れたのは百年ほど前の職人が作った時代の浅い物でした。庚氏は壺つぼの説明をした時、それがいつ作られたものかを言わなかった。だから私は、勝手に同じような時代に作られた物だろうと思い込んでいました。しかし、これは……」

　私は磁器の表面を見つめ、その美しい光こう沢たくを見て確信を得る。

「これは……本物のアンティーク。美術館に置かれてもおかしくないような品です」

　……せっかく見つけたのに……。

　私は、幻まぼろしの本物を見られた感激と、それを手に入れられない落らく胆たんを同時に感じながら、深いため息をつく。

「……私が、手に入れられるようなものではありません。もしも市場に出回ったとしたら何十億にもなる品ですし」

「もしも本当に欲しいのなら、君の言い値で譲ゆずってもいい」

　鳳が無感情な声で言い、私はかぶりを振ふる。

「それはできません」

「どうして？　私の前に跪ひざまずくのがそんなに悔くやしいか？」

「この作品を手に入れられるのなら、誰の前に跪いてもいいような気持ちです。そうではなく……」

　私は、美しい光沢を放つ磁器に目を奪うばわれながら言う。

「これは比類なく貴重な美術品です。商品として気軽に売買できるような品ではありません」

　私は磁器の入れられたガラスケースを見渡しながら言う。とてもスタイリッシュなデザインだが一つ一つをよく見るときちんと温度計と湿しつ度ど計、そして湿度を管理するための水の入ったグラスなどが置かれていることが解わかる。

「この部屋のガラスケースは、美術館並みに完かん璧ぺきに温度と湿度が管理されています。もしも言い値で譲っていただけて、これを欲しがっている一いつ般ぱんのお屋や敷しきにお売りしたとします。でも、ここにあるほど完璧に管理することは無理です」

「売られた先でどう扱われようが、君には関係ないのでは？　これを今手に入れ、どこかの大富豪にでも転売すれば、とんでもない利益が手に入るよ」

　鳳はどこか試ためすような口調で言う。私は不覚にも心が動くのを感じる。

　……これを売るとなったら少なくとも五十億円近いお金が動く。その利益があれば借金を返して会社を再建することができるし、もっと大きな店を構えて大きな商売をすることも……。

　私は思い、それから一いつ瞬しゆんでもそんなことを思ってしまった自分を恥はじる。

　……私は、まだまだ若じやく輩はい者のようだ。

「正直言って今の私にはとても魅み力りよく的なお話です。でも……作品がいい保存状態のままで後世に残されることが、どんなことよりも大切です」

　私は鳳の顔を真まっ直すぐに見つめて、

「この磁器に関してはあきらめます。いろいろとありがとうございました」

　言って頭を下げる。

「思いつめたような顔をしている。何か事情がありそうだな」

　鳳が言い、私はギクリとする。

「そういうことなら、僕のお役目はおわりかな？　お邪じや魔まみたいなので僕は失礼しますね」

　明が言い、おやすみなさい、と言いながら慌あわてたように部屋を出て行く。きっと気を利きかせてくれたのだろう。

「それを、聞かせてくれないか」

　低く言われ、深い色の瞳ひとみで見つめられて、私は覚かく悟ごを決める。

「会社の共同経営者の蒲生という男が、会社の金と店の在庫を持って消えました。彼を見つけ出さないと、彼が残した借金二億五千万円を私が背負うことになります」

　私の言葉に、さすがの鳳という男も驚おどろいたようにチラリと眉まゆを上げてみせる。

「まだ見つからないのか？」

「日本の警察には窃せつ盗とうの被ひ害がい届を出しました。店で使っていたスタッフたちも手分けして彼の行方ゆくえを捜さがしてくれています。彼が回りそうな場所のすべてに連れん絡らくをし、見かけたら知らせてくれるように頼たのみました。しかし今のところ何の手がかりもありません」

　私はため息をついて、

「店の在庫は売ればかなりの金額になるものも多いので、蒲生はきっとどこかのアンティークマーケットに姿を現すと思います。もしも彼を見たらすぐに教えてくれるように、と香港の古物商やインテリアショップを回っていました」

「では、今の君に大切なのは、蒲生という男を見つけ出すこと、そして盗ぬすまれた商品を取り戻もどすことか。……で？　さらに岩山窯の壺を探しているのはどうしてだ？」

　鳳に言われて、私の胸がズキリと痛む。

「そんなことをしている場合ではないのはわかっています。でも何もせずにはいられない。それに……私の店からその壺を購こう入にゆうしてくださったお客様は、前金で代金を支し払はらってくれていたのです。そして岩山窯から商品が届くのを楽しみにしていた。蒲生が消える前夜、その壺が船便で日本に到とう着ちやくしたはずなのです」

　私は、この屋敷にあるものほど重じゆう厚こうではないが、とても美しかったそれを思い出してため息をつく。

「私はしょっちゅう飛行機に乗って買い付けをしているので、航空会社のマイレージがたまっています。それを使って、せめて商品を探せないかと思いました。岩山窯には同じものはすでになかったし、ほかの店でも見つかりませんでした。さらに……」

　私は目の前にあるとんでもなく端たん麗れいな姿のその壺を見下ろす。

「せっかく見つけたと思った岩山窯の作品は、とんでもない美術品でした。これは……神様が私に、もう家具のことなど忘れて黙だまって借金を肩かた代がわりし、それを返すことを考えろ、と言っているのかもしれません」

「二億五千万円の借金を返すことは……君には可能なのか？」

　彼は、無感情な声で言う。彼が驚いたり哀あわれんだりする様子を見せないことが、今の私にはありがたかった。

「蒲生はどうやら怪あやしげな場所から金を借りたようです。利子はどんどん膨ふくらみ、多分、普ふ通つうの仕事をしていては一生かかっても返せません。そのための仕事をするしかないかな」

「そのための仕事？」

　不ふ穏おんなものを感じ取ったのか、彼の秀しゆう麗れいな眉がふいに寄せられる。私は、たしかにあまり聞きたくない話だろう、と思いながら、

「金を取り立てに来たチンピラが、紹介してくれると言っていました。世の中には奇き特とくな人間がいるもので、私のような男の身体からだにも興味があるとか。そういう人間の行く店で働くか、でなければそういう人間に囲われるか……どちらかを薦すすめられました」

　鳳はとても苦しげな顔で私を見つめる。

「友人のためにそこまでする気か？」

「もちろん、蒲生が見つかり次し第だい、借金は本人に返させるつもりです。商品もできる限り返してもらいます。でも……」

　私は我が慢まんできずに深いため息をつき、

「借金の最初の返済期限まで一カ月。それまでに蒲生が見つからなければ、そうするしかありません」

　鳳は言葉を切り、眉を寄せたままで私を見つめる。私は彼があまりにも深刻な顔をするので、逆に開き直った気持ちになる。

「すみません、つい調子に乗って不ふ愉ゆ快かいな話を聞かせてしまいました。忘れてください」

「私が、金を出そう」

　あまりにも平然と言われた言葉に、私は呆ぼう然ぜんとする。

「……は……？」

　信じられない気持ちで彼の顔を見つめ、それからかすれた声で言う。

「……今、なんて……？」

「私が金を出すと言った」

　無感情に言われた言葉に、私は驚いて目を見開いてしまいながら、

「……ど、どうしてそんな……？」

「もちろん、条件がある」

　鳳は、その形のいい唇くちびるに微かすかな笑えみを浮うかべる。

「一生遊び暮らしても使い切れないほどの財産、住む場所、車、別べつ荘そう……私はもう、欲しいものをすべて手に入れてしまった」

　彼はその漆しつ黒こくの瞳で私を見つめながら言う。

「私の退たい屈くつを、君が紛まぎらわせてくれないか？」

「……は……？」

　私はどう言っていいのか解らず、呆然と彼の顔を見返す。それから、

「ええと……」

　自分の声が驚きにかすれていることに気づいて、慌あわてて咳せき払ばらいをする。

「……私がしているのは、インテリアの買い付けや販はん売ばい、それにコーディネイト。もしもいかがわしい場所に売り飛ばされるのを免まぬがれたとしても、それほどエキサイティングなことは起こらないと思いますが……」

「私が興味があるのは君自身にだ」

「え？」

「誇ほこり高そうな美しい顔、すらりとした身体。恋こい人びとの前でどんなふうになるのか……とても興味がある」

　……まさか……？

　その言葉に、私は思わず青ざめる。

「あなたは……ゲイなんですか？」

「さあ、どうだろう？」

　鳳は明日の天気の話でもするかのように、あっさりとした口調で言う。

「私は恋れん愛あいに関しても退屈している。男になら誰だれにでも発情するというわけではない」

　……なんだそれは……？

　私は混乱しながら思う。

　……まあ、少なくともこんな美しい男に誘さそわれて、落ちない人間などいないだろう。男でも女でも食い放題ということか？

「それはええと……もしも好みなら、男女問わず、ということですか？」

　思い切って言うと、彼は無感情な顔のまま、私を見つめる。少し考えてから、

「少なくとも君はとても美しい。君に誘われたら発情するだろうな」

　真まっ直すぐに当てられる視線に、私は思わず動どう揺ようしてしまう。

「あなたがとてもハンサムだというのは認めますが、私は残念ながらゲイではないので……」

「面おも白しろいな。君といると少しは退屈を忘れられそうだ」

　……バカにされているのか、それとも本気なのか、まったくわからない。

「ええと、はっきりとお聞きしておきたいのですが……」

　私の声が、動揺にかすれている。

「私に、金を出すからセックスの相手をしろ、そうおっしゃっているのですか？」

　鳳は驚いたように目を見開き、それからその形のいい唇の端はしに楽しそうな笑みを浮かべる。

「君は本当に魅み力りよく的だ。もしも誘うようなそぶりを見せられたら、その時はきっと遠えん慮りよなく襲おそいかかるだろうな」

　彼の漆黒の瞳がキラリと光ったように見え、なぜか背中に戦せん慄りつが走る。

　……飄ひよう々ひようとして見えるのに、たまにとても獰どう猛もうになる瞬しゆん間かんがある。

　私は動けなくなりながら思う。

　……一瞬、彼が肉食の虎とらのように見えた。ほんの少し油断しただけで、襲われ、息の根を止められてしまいそうな……。

「襲われたくなければ、誘うようなそぶりを見せなければいい。嫌いやがる相手を無理やり奪うばう趣しゆ味みはないし、欲求不満でもないから安心してくれ」

　……誘うようなそぶり、だと？　そんな抽ちゆう象しよう的な……。

　私は、緊きん張ちようのあまり彼から視線をそらせなくなりながら思う。

　……何かのきっかけで「今、誘っただろう」と言われたら、抵てい抗こうできないということか？

「今夜はもう遅おそい。君のために客間を用意させるから、そろそろ休んだらどうだ？」

　彼に言われて、私は慌ててかぶりを振ふる。

「そんなことまでしていただかなくても……」

「明日、ほかのコレクションを見せよう」

　彼は私を見下ろして、

「それとも、もうほかの美術品には興味がない？」

　私はその言葉に思わずかぶりを振ってしまう。

「いえ、そんなことは……」

「それに、私が君に出資することへの返事をまだ聞いていない」

　間近に見下ろされて、その視線の迫はく力りよくに私は思わず唾つばを飲み込む。

「とても大きな額ですし……すぐには……」

「わかった。それなら返事をもらうまで、この屋や敷しきから一人で出すことはできない。君に危険が及およぶかもしれない」

　その言葉に、私はドキリとする。

「あのチンピラ達が、私に何かをすると？　でも、まだ蒲生が見つからないと決まったわけではないし……」

「利息の多さから言って、君の仕事上のパートナーは、普ふ通つうの闇やみ金きん融ゆうから金を借りたわけではないだろう。その男達はただのメッセンジャーで、後ろには何かの組織がありそうだ」

「組織？」

　その言葉に、私は血の気が引くのを感じる。

「もしもそうなら、彼らに理り屈くつなど通用しない。気が向けば君はいつでも拉ら致ちされ、どこかに売られる危険がある」

　彼の声も表情も平へい淡たんで、それだけにやたらと迫力がある。

「私は、どうすれば……」

「この屋敷にいる限り、君の安全は保障する。外出の時には私の警護の人間を貸そう」

　その言葉に、私はますます緊張してしまう。彼は私の緊張を見み透すかしたかのように唇にチラリと笑みを浮かべて、

「一番のお薦めは、私の提案にイエスと言うことだ。そうすれば君は借金から解放され、二度と狙ねらわれることはなくなる」

「その場合、交こう換かん条件は……あなたの退屈を紛らわせることですか？　しかしあまりにも抽象的過ぎて何を要求されるのかわかりません」

　私は、警けい戒かいしながら言う。

「きちんと条件を提示されなければ、お返事ができません。もしかしたらあなたに、ヤクザに売り飛ばされたほうがまだマシだ、と思うようなひどい目に遭あわされるかもしれない」

　さすがに怒おこるだろうかと思うが、彼は余よ裕ゆうの表情を変えないままうなずく。

「たしかに君の言うとおりだ。もしもイエスと言った場合だが……君の自由のすべてを束そく縛ばくする気はない。君は気が向けば自分の部屋に戻もどってもいいし、気に入ればこの屋敷にいつまでも滞たい在ざいしてくれても構わない。ただ、忘れないで欲しいのは、イエスと言った瞬間から、君は私の退屈を紛らわせるための美しい奴ど隷れいになるということだ」

　彼は笑みを浮かべたままで言い、私はその言葉の強きよう烈れつさに思わず硬こう直ちよくする。

「……奴隷……ですか……？」

「もちろん鎖くさりでつないだりはしない。セックスを無む理り強じいすることもない。ただ私が呼んだ時には世界のどこにいようが、私のもとに戻ってくること。それから……」

　彼はその漆黒の瞳ひとみで、私をじっくりと見み据すえながら言う。

「恋人を作ることは許さない。もちろんほかの人間とセックスをすることも」

　彼の声が低くなり、私の鼓こ動どうが速くなる。

　……どうしてこんなに迫力があるんだろう……？

　私は彼の瞳の奥に燃えている、炎ほのおのような光に見とれてしまいながら思う。

　……もしも龍りゆうが実在するのなら、こんな目をしているのだろうか？

「それは……」

　私の唇くちびるから、かすれたような声が漏もれた。

「すでに好きな人間がいる？　パートナーである蒲生という男は？」

「まさか、違ちがいます。蒲生はもともとただの友人ですし、今は恨うらみこそすれ、特別な感情は少しもありません。というか……」

　私は小さくため息をつき、

「ずっと忙いそがしくて、それどころではなかった。それにもともと恋愛に関して執しゆう着ちやくがないのか、恋人が欲しいと思ったこともありません。もちろん、好きな人間もいない」

「それなら、問題ないのでは？　もしも君が私に好意を抱いだかなければ、襲われる心配もない」

　彼は私の目を真っ直ぐに覗のぞき込んで、

「イエスと言ってしまえば、君は今抱かかえている問題のほぼすべてを解決することができる」

　疲つかれ果てた私に彼の言葉はあまりにも魅力的で、思わずうなずいてしまいそうになる。

　……待て、条件がよすぎて信用できない。いくら退たい屈くつした大だい富ふ豪ごうとはいえ、そんな大金をポンと出すにはきっとそれなりの魂こん胆たんがあるはずだ。

　私は思いながら、彼の顔を見返す。だがその完かん璧ぺきに整った顔には何の感情も浮うかんでおらず……本当に彫ちよう刻こくのような無表情だ。

　……交こう渉しようや接客で、相手の気持ちは少しは読めると思っていたのだが……この男の顔からは、何も読み取れない……！

「少し……考えさせてください」

　私が言うと、彼はうなずく。

「それなら、まずは今夜の飛行機代と宿しゆく泊はく費だけ、先にもらおうか」

　彼の指が、私の顎あごをそっと持ち上げる。

　……え……？

　漆しつ黒こくの瞳に真っ直ぐに見つめられ、私は魅みせられたようにそのまま動けなくなる。

　……彼はいったい、何をするつもりなんだ……？

　彼の顔がゆっくりと近づいてきて、私は思わずきつく目を閉じ、唇を嚙かみ締しめる。

「……ん……っ」

　唇に、何か柔やわらかなものが重なってくる。蝶ちようが止まるかのように軽く触ふれるだけで離はなれ、なのにまたすぐに触れてくる。

「……んん……っ」

　……これは……キス……？

　思った瞬しゆん間かん、私の心臓がドクン、と跳はね上がった。

　……どうして、男の私にキスなんかしているんだ……？　>>>♥

　逃にげなくては、と思うのに、彼のキスはとても優やさしくて、身体からだから力が抜ぬけていく。

　私は、男性経験はもちろん、女性経験すらほとんどない。もてない方ではなかったので告白はしょっちゅうだったし、強ごう引いんに押し切られるようにして女性と付き合ったこともないではない。しかし彼女達の気まぐれに振り回されるのは私には苦痛でしかなかったし、彼女達も私が歴史と美術にしか興味のない堅かた物ぶつだとすぐに解わかるようで、「想像していたのと違う」とすぐに去って行った。外見だけを見て勝手に中身を想像され（どうやらエスコートが上手な王子様というイメージを持つらしい）、勝手に幻げん滅めつされることに私は毎回憤いきどおりを覚え、女性からの告白はどんなに強引でもすべてきっぱりと断ることにした。だからとても人には言えないが……セックスどころか、愛のあるキスすらしたことがない。キスというのは、女性から強引に奪われる、口紅のくどい香かおりのする不ふ愉ゆ快かいなもの……というイメージしかなかった。

　……なのに……。

「そんなに唇を嚙まないで」

　唇を触れさせたまま、彼が低く囁ささやく。

「可愛かわいいな。キスは初めてか？」

　その囁きが微かすかな笑いを含ふくんでいたことに、私はムッとする。

「子供ではあるまいし、そんなわけが……あ……っ！」

　言い返した隙すきに、彼の唇が深く重なってくる。開いたままになっていた上下の歯列の隙間から、あたたかなものが強引に滑すべり込んでくる。

　……まさか、これは……？

　それはまるで探検をするかのように柔らかく私の口こう腔こうを探さぐり、私の上うわ顎あごをくすぐってくる。

「……ん、んう……っ」

　くすぐったさとも快感ともつかない激しい電流が、私の身体を震ふるえさせる。私の身体から力が抜けたことに気づいたのか、彼の舌がさらに大だい胆たんに私の口腔を犯おかす。

「……く、うう……っ」

　舌を絡からめられ、チュッと吸い上げられて……私の膝ひざから、カクン、と力が抜けた。

「……あ……っ！」

　二人の唇が離れ、私はいきなり座り込んでしまいそうになる。彼の逞たくましい腕うでが私を捕つかまえ、そのまま強く抱き締める。

「本当に可愛いな。キスだけでそんなに感じて、腰こしを抜かしてしまうのか？」

　耳元で囁かれ、それだけでまた全身に震えが走る。

　……ああ、私はどうかしている……！

　私は必死で腕を持ち上げ、彼の胸に両手をつく。

「感じるわけがないでしょう！　私はゲイではありませんから！」

　彼の胸を押し、身体を離す。彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をし、それからクスリと小さく笑う。

「ゲイではないと言うが……素質は十分にありそうだよ」

「まさか、そんな……」

「頰ほおが赤いよ。おやすみ」

　彼は言って、そのままあっさりと部屋を出て行く。ドアが閉まり、緊きん張ちようの糸が切れた瞬間、私は立っていられなくなってその場に座り込んでしまう。

　……なんて男だ！

　私は閉まったドアを睨にらみながら思う。

　……ストレートである私が座り込むようなキスをするなんて……この遊び人……！







　　　　鳳王銘







　……なんて青年だ……。

　私はさっき奪うばったキスを思い出し、手で顔を覆おおってため息をつく。

　……そして、なんてキスだったんだろう……。

　私は、屋や敷しきの中にある屋内プールにいた。一日のノルマである二キロを泳ぎきり、バスローブを羽織ってプールサイドのデッキチェアに腰こし掛かけている。私の鼓こ動どうが速いのは、泳いだせいばかりではないだろう。

「失礼します」

　更こう衣い室から続くドアにノックの音、続いてプールサイドに声が響ひびき、明が入ってくる。彼が掲かかげたトレイの上には、私がトレーニング後にいつも飲んでいる酸素入りのミネラルウォーターの瓶びんと、グラスが載のせられている。

「彼は、本当に綺き麗れいな人ですね。しかもすごく色っぽい」

　彼は言いながらプールサイドを歩いてきて、ミネラルウォーターの瓶とグラスをテラステーブルに置く。それから可笑おかしそうな顔で髪かみを拭ふく私の顔を覗き込み、

「今夜中に、最後まで行ってしまうかと思いました。なのにこんなところでトレーニングだなんて。意外に健全なんですねぇ」

　ふざけた言葉に、私は肩かたをすくめる。彼が注いでくれたミネラルウォーターのグラスを持ち上げ、一気に飲み干す。深く息をついてから、

「……で？　用事はなんだ？　彼に関することだろう？」

　言うと、彼は空になったグラスにミネラルウォーターを注つぎ足しながら、

「一応、あなたにも言っておかなくちゃと思って。彼が屋敷にしばらく滞たい在ざいすること、そして彼が陥おちいっている状じよう況きようについて華捜そう査さ官に報告しました」

「君は彼の部下で、報告は絶対の義務だ。いつものことだろう。それで？」

「蒲生という男の行方ゆくえについて調べてくれるそうです。それから『チンピラが暴走して何かあったら面めん倒どうだから、なんとかしよう』と言っていました。もしかしたら彼の店の周囲にはまだチンピラがたむろしていたかもしれませんが、今いま頃ごろはＩＣＰＯの捜査官達に蹴け散ちらされているかと」

　いつもながら素す早ばやい対応に、私はうなずく。だが……。

「チンピラはただのメッセンジャーだろうが、蹴散らされれば少しは怒おこる。歌舞伎町にある帝幇の支部に飛び込み、逐ちく一いち報告をしているだろうな」

「歌舞伎町にいる帝幇の支部長・黄ホワン氏は、あなたの父上の忠実な部下だったと聞きました」

　明は、その顔にいかにも罪のなさそうな笑えみを浮かべる。

「『面倒ごとを収めたければ、自分で連れん絡らくをしてみたらどうだ？』と華捜査官は言っていました。……どうぞ。あ、これは歌舞伎町にある帝幇の事務所の電話番号。表向きは『グリーン・ファイナンス』という会社になっているようですね。このナンバーは社長直通です」

　彼が上着のポケットから出したのは、電話の子機とメモだった。

「……まったく、なんて男だ」

　私は深いため息をつき、それを受け取る。

「あ、今回の事件を調べるために、僕の同どう僚りようである捜査官達が何人か日本に到とう着ちやくしたようです。指揮しているのは、相そう馬まと王ワン。彼らから入った情報は、逐一あなたに……」

　明が言った時、彼のポケットで携けい帯たい電でん話わが振しん動どうした。彼はそれを開いて液えき晶しよう画面を見下ろし、それから可笑しそうに笑う。

「指揮を任されたのは初めてのせいか、二人ともやけに張り切ってますね。……王からのメールで『グリーン・ファイナンスの前で待機中。黄はまだ社内にいる様子。電話なら今のうちに』とのことですよ」

　その言葉に、私は深くため息をつく。

「どんなに世話好きなんだ、華は？　結けつ婚こん相手が欲しいと言えば、喜んで見合いをセッティングしてくれそうだ」

「いえ、それどころか自分が伴はん侶りよとして名乗りを上げそうです。華捜査官は、あなたのことを本当にお気に入りのようですから」

「勘かん弁べんしてくれ、あんなごつい男を伴侶にする趣しゆ味みは微み塵じんもない」

　私が言うと、明は可笑しそうに声を上げて笑い、空になったミネラルウォーターの瓶を持ってプールサイドを後にする。ドアが閉まったのを確かめてから、私はメモにある電話番号をプッシュする。深夜とは思えない早さで受話器が取られる。

『はい。グリーン・ファイナンスです』

　ドスのきいた低い声が、受話口から聞こえてくる。その声には、たしかに聞き覚えがある。

「黄か、久しぶりだな」

　私が言うと、相手はとても驚おどろいたように息を吞のむ。

『……信じられません……王銘様ですか……？』

　囁ささやいた彼の声が、先ほどとは別人のようにかすれている。私は小さく笑い、

「覚えていてくれたのか。嬉うれしいな」

『忘れるわけが……』

　彼が言いかけた時、彼の背後で騒さわがしい声が聞こえた。

『すみません、ちょっと失礼します。……うるせえぞ、おまえら！　私は大事な電話中だ！　話は明日聞いてやるから、今日はとっとと帰れ！』

　黄が怒ど鳴なるのが聞こえ、私は思わず笑ってしまう。

『すみませんでした、王銘様。どうも私の部下にはやんちゃな奴やつが多くて。しかも少し面倒な相手から茶々が入ったようです』

「麻布のインテリアショップの件で、ＩＣＰＯの華捜査官から邪じや魔まが入ったのだろう？　その話は聞いている」

　私が言うと、彼は驚いたように息を吞む。

『ご存じだったんですか。もしかして、蒲生の行方を……』

「金を持ち逃にげした蒲生という男とは面識がない。行方も知らない。だが、彼の共同経営者だった佐伯氏とは知り合いなんだ。私の屋敷に出入りしている古物商の紹しよう介かいでね」

『ああ、なるほど。……佐伯氏という人に関しては報告を受けました。買い付けから帰ってきたら店もオフィスももぬけの殻からで、ショックで呆ぼう然ぜんとしていたらしいですね。気の毒に』

　昔から情に厚い黄は、同情するようにため息をつく。それから、

『蒲生の行方を隠かくしていないか探さぐりを入れるために少々脅おどしたらしいですが、もちろん危害を加えるようなことはしていません。噓うそをついていないことがわかったのでそのまま解放したようですし』

「彼は、蒲生の借金を肩かた代がわりしなくてはいけない、と言って怯おびえていたが？」

　私の言葉に、黄はため息をつく。

『たしかにグリーン・ファイナンスの金利は高いですが、違い法ほうではありません。しかも蒲生は正式な手続きで金を借りています。金の事に関しては、私よりも上の人間が統とう括かつしています。いくらあなたのお知り合いでも、取れるところからは取るようにと言われています。見み逃のがしたら私と私の部下の首が……』

　彼は言葉を切り、震ふるえるため息をつく。叔父おじはそれほどに恐おそろしい首領なのだろう。

「金に関しては、こちらでなんとかする。おまえの立場が悪くなるようなことはしないと約束する」

　私の言葉に、黄は安あん堵どしたように明るい声になる。

『ありがとうございます。それなら部下達ももう、佐伯という人を見かけてもちょっかいは出さないでしょう。あの店の周辺やオフィスにたむろはしていますが、蒲生を捜さがすためですし』

「蒲生に関しては、私からの依い頼らいでＩＣＰＯも動いている。何かわかったら報告する」

『ありがとうございます。ただ……』

　黄は、何かとても心配なことがあるかのような声で、

『あまり詳くわしくはいえませんが、蒲生は借金を踏ふみ倒たおしただけではないのです。蒲生の件に関してはすでに首領に主導権が移っています。ですから私がそれを止めることは……』

「蒲生に関しては、私には口を出す権利はないのはわかっている。それに……」

　私はさっきまで一いつ緒しよだった亜季彦の美しい顔、そして彼の苦しげな表情を思い出す。

「佐伯氏を苦しめた蒲生という男には、私も怒りを覚えているんだ」

『そうですか。それならよかった』

　黄はホッとしたようにため息をつき、それからとても懐なつかしそうな声で言う。

『電話をしてくださってとても嬉しかったです、王銘様。幹部達は、今でもあなたが首領になってくださるのを心待ちにしています』

　彼の言葉に、私の心がズキリと痛む。

「電話を盗とう聴ちようされていないのか？　そんな言葉を聴きかれたら、ただではすまされないぞ」

　私が言うと、黄は可笑しそうに笑う。

『その点では、今の首領よりも私達のほうが経験豊富です。業者を入れて調べましたが、綺き麗れいなものでした。私を信しん頼らいしているというよりは、この支部にはたいした比重を置いていないのでしょう。東京に本格的に進出するなら、もっと見み栄ばえのするビルを借りて、もっと堅かた気ぎらしい仕事を隠れ蓑みのにする……ここを視察した首領が、そう言っていましたし』

　彼は吐はき捨てるように言う。黄は父の右みぎ腕うでだった男だが、父の死後、この東京支部に飛ばされた。会社で言えば左さ遷せんのようなものだったろう。

『王銘様、もしもあなたのご命令があれば、幹部達は迷わずあなたに忠誠を誓ちかいます』

　彼の言葉が、私の中に激しい罪悪感を湧わき上がらせる。

「私のせいで、たくさんの幹部が命を落とした」

『いいえ。彼らが命を落としたのは、あなたのせいではなく……』

　黄はそこで言葉を切る。この先を口にすることは、絶対に許されないことだからだ。

『どうかご遠えん慮りよせずにいつでもご連絡を。会社でもいいですし……私の携帯電話のナンバーをお教えしておきます』

　黄は言って携帯電話のナンバーを告げる。私はそれを暗記し、それから思わず微笑ほほえんで、

「おまえの声が聞けてよかった。何かあったら相談に乗ってくれ」

『ええ、いつでも』

　彼の頼たのもしい声を聞いてから、私は電話を切る。

　……これで、亜季彦に危害が及およぶことはないだろう。

　私はため息をつき、それから黄が言ったことを思い出す。

　……蒲生という男は、自分がしたことへの相応の制裁を受けることになるだろうが。




　　　　◆




　次の朝。私達は、屋や敷しきにある家族用のダイニングルームにいた。

　白い大理石の床ゆか、ガラスでできた丸まる天てん井じようからは、朝の光が燦さん々さんと降り注いでいる。芝しば生ふの中庭が見み渡わたせる窓からは、都会の真ん中とは思えない緑の風が吹ふき込んできてとても清すが々すがしい。

　クロスのかけられたテーブルには、籠かごに入った焼き立ての数種類のパン、皿に載のせられたソーセージとザワークラウト、たっぷりの生野菜で作られたサラダのボウルなどが並んでいる。テーブルの脇わきにはこの屋敷のシェフが立ち、簡易コンロでオムレツを焼いている。一年前に母が亡なくなってから、私はダイニングで朝食をとることをやめ、執しつ事じに運ばせたコーヒーだけを書しよ斎さいで飲むようになっていた。そういえば、朝食をこんなふうに賑にぎやかにとるのは……母が亡くなってからは初めてのことだ。

「朝、焼き立てのパンを食べるというのはとても憧あこがれだったんです」

　亜季彦が、パンを千切りながら嬉しそうに言う。

「しかも隣となりでオムレツを焼いてもらえるなんて……まるでホテルにいるみたいだ」

　夜の明かりの中でも美しかったが、朝の光の中の亜季彦はまた違ちがう雰ふん囲い気きだ。若々しく、屈くつ託たくがなく……私には、とても眩まばゆく見える。

「最近、鳳様は朝食をとらずに書斎でコーヒーばかりで……」

　明が少しとがめるような口調で言う。

「朝食をご一緒するのは久しぶりなんです。やっぱりこんなふうに食べるのが一番美味おいしいですよね」

　その時、ダイニングルームに携けい帯たい電でん話わが振しん動どうする音が響ひびいた。亜季彦が驚いたように身体からだを震わせ、スラックスのポケットから携帯電話を取り出して慌あわてた様子でフリップを開く。

「もしかして、蒲生さんという方が見つかった報しらせかもしれませんね」

　明が身を乗り出して言うと亜季彦は残念そうな顔でかぶりを振ふって、

「違うようだ。知り合いの配送業者からです。……どうぞ、食事を続けてください」

　言いながら立ち上がり、部屋の隅すみに向かいながら通話ボタンを押す。

「……はい、佐伯です。え？　上海からの荷物が？」

　廊ろう下かに出ようとしていた亜季彦が、驚おどろいたように立ち止まる。とても困った顔になり、

「すみません。今、倉庫が使えなくて……はい……こちらからまた連れん絡らくします」

　彼は通話を切り、私と明の視線に気づいたのか少し慌てた顔になる。

「申し訳ありませんでした、食事中に」

「何があったんだ？」

「こんな時ですが、先月上海で買い付けてきた家具が船便で届いたそうです。かなり大きなものが多いのですが……倉庫も店も、もう使えませんし……」

「この屋敷に置いたらどうだ？　場所ならいくらでもある」

　私が言うと、彼は驚いた顔になる。それから、疑うような顔で私を見つめ、

「でも、私にはお支し払はらいするべきものがありません」

　昨夜、彼を見ていたらどうしても我が慢まんができなくなった。『飛行機代と宿しゆく泊はく費』などと言って無理やりにキスを奪うばってしまった。どうやらまた何かを請せい求きゆうされるのではないかと疑っているようだ。

「心配しなくていい、今の君に、キス以上のものは請求しない」

　私が言うと、明が驚いた顔になって私と亜季彦の顔を見比べる。

「……なっ！」

　亜季彦はその白い肌はだをバラ色に染め、声を上げる。とぼければ済むことなのにそれもできない初うい々ういしい彼が……なぜかとても愛いとしく感じられる。

「空いている舞ぶ踏とう室を貸そう。届いた荷はそこに置いておくといい」

　私が言うと、亜季彦はパッと顔を輝かがやかせる。

「舞踏室なら、屋敷の中を通らずに車寄せから直接入ることができる。なんなら君の顧こ客きやくを呼んでそこで家具を見せてもいい」

「本当ですか？」

「どうせ使っていない部屋だ。自由にしていい」

「ありがとうございます！　とても助かります！」

　亜季彦が、その顔に煌きらめくような微笑を浮うかべる。顔立ちがとても整っている分、彼はどこか冷たそうに見えるが……こうして微笑むと彼は若々しく、そしてどこか可愛かわいらしく……私は思わず見とれてしまいそうになる。

「よかったですね、佐伯様。あなたが選んだアンティークの家具を、僕も見せていただいていいですか」

「ああ、ぜひ。梱こん包ぽうしたままでは傷いたみも心配だし……ここで荷を広げられるのは、とても助かるよ」

　……私は守るべきものを失った時、すべての感情を失ったはずだった。

　私は明と喜び合っている亜季彦を見つめながら、呆ぼう然ぜんと思う。

　……ああ、彼を見ていると、どうしてこんなふうに心が揺ゆれるのだろう？







　　　　佐伯亜季彦







「……どれも問題ない状態で届いて、とてもよかった」

　段ボール箱を畳たたみながら、私は言う。

「漆うるし塗ぬりの商品の運うん搬ぱんは本当に大変だから、心配していたんです」

「しかし、本当に美しいものばかりですね」

　梱包材をまとめながら、明がうっとりと言う。

「こんなに素す晴ばらしいものに囲まれていると、まるでタイムトリップをして、数百年前の貴族のお屋敷に紛まぎれ込んでしまったかのようです」

　私が買い付けて来たのは、小さな引き出しが何十個もある薬棚だなや、貴族の婚こん礼れい用にも使われていたキャビネットやワードローブ。鏡のような艶つやのある黒漆の使われたそれらには、繊せん細さいな細工の施ほどこされた金色の金具が並び、美しいアクセントになっている。今回はさらに漆塗りの巨きよ大だいなデイベッドも手に入った。工こう房ぼうに払はらった金額は二百万円近かったが、それだけの価値のある素晴らしいものが購こう入にゆうできたと思う。

「家具の美しさを、舞踏室がいやおうなしに引き立ててくれています。ここを貸してくださったミスター・鳳に感謝しなくては」

　私は、美しい舞踏室に見とれながら言う。

　舞踏室の床は、エントランスホールと同じ美しい艶のある黒い石。壁かべには真しん紅くの絹が張られている。中国風の真紅の柱がずらりと並び、高い高い天てん井じようからは金色の鎖くさりで下げられた豪ごう奢しやなクリスタルのシャンデリアが煌めいている。シャンデリアはよく見ると中国風のデザインを取り入れていて、なかなか見られない珍めずらしいもの。今は陽光を反射しているそれに明かりが灯ともったら、本当に夢の中のように美しい光を放つだろう。舞踏室の一面にはシノワズリ風の枠わくを持つフランス窓が並んでいて、そこから中国風に作られた庭園が見み渡わたせる。小石を敷しき詰つめた小こ径みちが庭を横切っていて、それは車寄せから続いているはずだ。人工の小さな川が流れ、それを渡わたるための赤い太たい鼓こ橋ばしが、とても可愛らしい。

「気が早いようですが、新しい家具が届いたことと、ここで見学ができることを顧客に連絡しました。午後から早さつ速そく見たいという方がいらっしゃるのですが……」

「これを一目見たら、きっと気に入る。すぐに売れてしまうだろうな」

　鳳は家具を見渡しながら、自信に満ちた口調で言う。私はなんだか柄がらにもなく嬉うれしくなりながら、

「ありがとうございます。そうなればいいのですが」




　　　　◆




「お店に行ったらいきなり閉店の張り紙がしてあって、本当に驚いたのよ」

「だが、あの後すぐにダイレクトメールをもらえたからね。つぶれてしまったわけではないとわかって安心したよ」

　車寄せで私が出で迎むかえたのは、店の常連客だった岡田夫妻。ご主人は一年前に定年退職したけれど、その前は某ぼう有名企き業ぎようの会長だった。とても多趣しゆ味みな夫妻で、アジアンアンティークの家具にも詳くわしい。この近くの一等地に豪ごう邸ていを持っていて、最初はショーウインドウにあった衝つい立たてを気に入って飛び込みで来店してくれたのだが、結局は室内のほとんどの家具を私が選んだもので揃そろえてくれた。

「こんにちは、岡田様。ようこそいらっしゃいました」

　執しつ事じの公が言って、二人にお辞じ儀ぎをする。タキシードに似たお仕着せを着ていかにも執事、という風体の彼を、夫妻は珍しそうに見ながら挨あい拶さつを返す。

「お知らせが遅おくれてすみませんでした。急な事情で物件を引き払うことになってしまいました。……でも、またいらしていただけてとても嬉しいです」

　私は言って、心を込めて頭を下げる。それから、

「こちらです。前とはちょっと趣しゆ向こうが違ちがいますが」

　私は二人を先導しながら、車寄せの脇わきにある小径を進む。そして公から借りた鍵かぎを使って、道を遮さえぎるようにしてそびえている金属製の門を開ける。

「まあ！」

　岡田夫人が、驚いた声を上げる。門の向こうには、見とれるように美しい中国風の庭が広がっていたからだ。私は奇き岩がんや橋の説明をしながらその庭を抜ぬけ、二人を舞踏室に案内する。そして中国風の飾かざりのあるガラス戸を開け、二人を中に通す。

「まあ……なんて素す敵てきなのかしら……！」

「おお……これはすごいな……！」

　舞踏室に入った二人は、見事な内装にため息をついている。

「これが新しく入にゆう荷かしたシリーズね？」

　岡田夫人が声を弾はずませながら、商品に近づく。

「まあ……なんて美しいのかしら」

「これは漆？　完かん璧ぺきな仕事だな」

　岡田氏の感かん嘆たんしたような声に、私はうなずく。

「ええ。とても素晴らしいものを探し出せたと自負しています。ただ……以前にお買い上げいただいた朱しゆ塗ぬりのシリーズとは少しテイストが違いますが」

「ああ、そのことなら……」

　岡田夫人が嬉しそうに言う。

「伊い豆ずの別べつ荘そうが、やっと完成したのよ。あそこのリビングに置くのにぴったりだと思うの。それから、ほかの部屋のインテリアコーディネイトも、ぜひ佐伯さんにお願いしたいわ」

　夫人の言葉に、ご主人が可笑おかしそうに笑う。

「家内は、あの店の前で座り込みそうだったんですよ。『佐伯さんがいなくちゃ、別荘を建てた意味がないわ！』ってね」

「まあ。だって、『アルファ・シノワ』の家具を置くイメージで、内装をデザインさせたんだもの。佐伯さんのセンスがないと完成しないわ」

　その言葉に、私の心にジワリと感動が広がってくる。

　……こう言ってくれるお客様がいる限り、私は頑がん張ばらなくてはいけない……。

「どうもありがとうございます」

「とりあえず、ここにあるシリーズ、すべてをいただくことにしようか」

　岡田氏の言葉に、私の鼓こ動どうが速くなる。

「あの……以前と変わらず、一部の商品のみの購入も可能ですし、お取り置きもできますが」

　私が言うと、岡田夫人がかぶりを振ふって、

「ダメよ。前に買い逃のがした朱塗りと螺ら鈿でんのチェスト、未いまだに心残りですもの」

「佐伯さんのコーディネイトはいつも完璧で、どれか一つ欠けてもいけない。……すべてをいただきます。計算をお願いできますか」

　私は、いつもながら豪ごう快かいなこの夫ふう婦ふの買い物の仕方に舌を巻いていた。私はまだ値段をまったく口にしていないのだ。

　……これが、大だい富ふ豪ごうのやり方なんだろうか？　羨うらやましいというか、信しん頼らいしてもらってありがたいというか……。

「少々お待ちください」

　私はポケットから計算機を出し、それから苦く笑しようしてしまいながら、

「順番が逆になりましたが、家具のご説明と、価格をご案内させていただきます」

　私は買い取った時のエピソードや家具が作られた時代の解説なども織り交ぜながら、すべての家具についての説明と、値段の表示を終える。

「どうもありがとう。やはりすべてをいただきます」

　岡田氏が言い、内ポケットから小切手帳を取り出す。彼らが購入したシリーズは合計して四百七十万円になった。一円でもありがたい私は、彼が小切手に書いた数字を見て、心から感謝する。私は儲もうけをあまり入れずに売ってしまうので、仕入れた時の金額を考えると、儲けは三十万円ほどだ。だが、私が選んだシリーズを喜んで買ってもらえたことがとても嬉しい。

「どうもありがとうございました」

「そうそう。前にお願いしていた、岩山窯の青磁の壺つぼはどうなったかしら？　もう届いた？」

　岡田夫人の言葉に、私はギクリとする。

　……でも、逃にげることはできないし……。

「申し訳ありません。あの壺は……」

　言いかけた時、舞ぶ踏とう室のドアにノックの音が響ひびいた。

「失礼いたします。お茶をお持ちしました」

　ドアの向こうから聞こえたのは、執事の公の声だった。

「どうぞ」

　私が言うとドアが開き、ティーセットを載のせたワゴンを押した公が入ってくる。しかし入って来たのは彼だけでなく……。

「明。それは……？」

　公の後から入って来た明も、ワゴンを押していた。その上には、赤い紐ひものかけられた重じゆう厚こうな木箱が置かれていた。表には筆で『岩山窯』という銘めいが入っている。

「まあ、それがお願いしていた青磁の壺かしら？」

「見せてもらってもいいかな？」

　……まさか、あの本物のアンティークを持ってきたのでは……？

　焦あせる私に、明は片目をつぶってみせる。紐を解き、箱の蓋ふたを開いて、中から赤い絹に包まれた何かを慎しん重ちように取り出し、ワゴンの上にそっと置く。

「お気に召めすといいのですが。岩山窯の青磁の壺です」

　彼が言って、絹の布の結び目をそっと解く。ハラリと解けた絹の下から現れたのは……。

「まあ、素敵！」

「おお、とても美しいな」

　岡田夫妻が、嬉うれしそうな声を上げる。

「……これは……」

　私はその壺を見て、とても驚おどろいてしまう。艶つやといい色といいそれは岩山窯の一級品だったが、昨日見たアンティークとはまた違う。コロリとした形といい、滑なめらかな色といい……私が前に買い付けたあの作品と瓜うり二ふたつの品だった。

「百二十年前に作られた品です。アンティークではありませんが、見み劣おとりしないだけの美しさがあると思いますよ」

　明が言うと、岡田夫妻は満足げにうなずく。

「本当に素す晴ばらしいものだわ」

「いいものを探してくださいました。待っていた甲か斐いがあった」

　二人はとても喜んで私に礼を言ってくれ……しかし私は狐きつねにつままれたような気分だった。

　……いったい、どんな魔ま法ほうを使ってあれとそっくりな壺を手に入れたのだろう？




　　　　◆




「ニューヨークにあるアンティークショップのオーナーが、昼の飛行機で届けてくれた。間に合ってよかった」

　エスプレッソを飲みながら、鳳が平然とした口調で言う。

　岡田夫妻にお茶を振る舞まい、門まで送り届けた後。私と明、そして鳳は舞踏室にいた。

　私はまだ驚きを隠かくせないまま、

「あなたが……探してくださったのですか？」

「昨夜のうちに、世界中にある知り合いのアンティークショップに連れん絡らくを回した。君がもしもラッキーならばそのうちのどこかで見つかるだろうと思ったが……」

　彼は湯気の向こうから私を見て、

「君はとてもラッキーなようだな」

「知り合いのアンティークショップというのは……何店てん舗ぽくらいの……」

　私が言うと、明が笑いながら、

「鳳様はたくさんの店の大切な客です。二百店舗以上はあるかな？」

　その言葉に、私は驚いてしまう。

「どうもありがとうございます。お手数をおかけしました。でも……本当に助かりました。岡田様もとても喜んでおられたし」

　私が言うと、彼は肩かたをすくめて、

「私は暇ひまだと言っただろう？　少しは暇つぶしになった。気にすることはない」

「それに……」

　私は、空になってしまった舞踏室を見み渡わたしながら言う。

「ここに運び込まれた家具は、どれも本当に素晴らしく見えます。もちろん買い付けの目には自信がありますが……この舞踏室がイメージを与あたえてくれたおかげもあると思います」

　私が言うと、鳳は口の端はしをチラリと上げて、

「商売というのはなかなか楽しそうだな」

「気軽に言いますが、私達庶しよ民みんにとっては命がけなんですよ。蒲生にすべてを持ち逃げされたときは死んだほうがマシだと思いましたし……まあ、まだ解決はしていないのですが……」

「死んだほうがマシ？　そんなことを口にするべきではない」

　彼らしくない厳しい口調に、私は少し驚く。彼はカップを置き、私の方に手を伸のばす。そして指先で私の顎あごをそっと持ち上げる。

「そんなことは私が許さない。芸術品が一つ、この世から失われるようなものだ」

「……ミスター・鳳……」　>>>♥

　私は彼の端たん麗れいな顔を見つめたままで言い、それから、

「申し訳ありません。もうそんな言葉は口にしません」

「よろしい」

　彼の顔に浮うかんでいた厳しい表情が、微かすかに和やわらぐ。

「素す直なおになると、なかなか可愛かわいいところもあるんだな」

　妙みように優やさしい声で囁ささやかれて、私は頰ほおが熱くなるのを感じる。

　……ああ、この男といると、どうしても調子が狂くるう。







　　　　鳳王銘







　亜季彦をこの屋や敷しきに呼んでから、一週間が経たった。

　彼が世界中で買い付けてきていた商品は、屋敷の舞ぶ踏とう室に次々に運び込まれ……そしてあっという間に売れて行く。私は、亜季彦が買い付けてきた家具を見るたび、その美しさに見とれ、その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされた。

　……亜季彦は、人並みはずれて美しいだけでなく、卓たく抜ばつしたセンスと才能を持っている。

　私は、日に日に彼に傾かたむいていく自分の心に戸と惑まどい、しかしどうしても止めることができなくなっている。

「私は、彼にキスがしたくて仕方がない」

　夕食後の書しよ斎さい。資料を運んできた明が、可笑おかしそうに言う。

「クールな鳳様が、そんなことをおっしゃるなんて」

「彼にばかり見とれ、その声に聞きほれ、彼のすべてが欲しい」

　私は、コンピュータの電源を落としながら、ため息をつく。

「私は、その気持ちをなんと呼んでいいのかわからない」

「簡単ですよ。鳳様が、そんなこともおわかりにならないなんて」

　明の言葉に、私は驚いてしまう。

「君にはわかるのか？」

「もちろん。それは巷ちまたで言う、恋こいというものです」

　明の言葉に、私は思わず笑ってしまう。

「まさか。私にとって、恋というのはゲームの中でももっとも退たい屈くつなものだ。こんな感情が生まれるわけがない」

「まあ、そのうちにおわかりになります。……あっ、佐伯様が庭を散歩なさっています」

　窓の外に目を移した明が、楽しそうに言う。

「ここにコーヒーを運ぼうかと思いましたが……せっかくですから外でご一いつ緒しよにお茶になさっては？」

　私は柄がらにもなく鼓こ動どうが速くなるのを感じ……それを隠すために眉まゆを寄せる。

「わかった。外にお茶の用意をしてくれ。久しぶりに工ゴン夫フー茶チヤーにしよう」

「それはいい考えです。彼をお誘さそいしておきますね」

　明は言いながら、書斎を駆かけ出して行く。

　私は……どう表現していいのか解わからない不思議な気持ちに支配され、また混乱を覚える。







　　　　佐伯亜季彦







　夜気に広がる緑の香かおり、そこにふわりと混ざる芳かんばしいお茶の香りに、私は思わずうっとりしてしまう。

　……この屋敷は、どうしてこんなに落ち着くのだろうか？

　私と鳳は、屋敷の庭にいた。刈かり込まれたばかりの芝しばが夜よ露つゆを頂いて、まるで宝石のようにキラキラと煌きらめいている。

「君に一つ、聞きたいことがあるのだが」

　鳳のやけに真しん剣けんな言葉に、私は少しドキリとしながら顔を上げる。そして緊きん張ちようしてしまいながら言う。

「いつ舞踏室を立ち退のけるか、ということでしょうか？　もちろんご迷めい惑わくでしたらすぐに家具をどこかに移します。私もすぐにこのお屋敷から出て行きます」

　……もちろん、行くあてなどないのだが……。

　例えば自分の住まいはどうにでもなるとして……次々に届く家具を置けるだけの倉庫を借りるのはとてもお金がかかる。一番早いのが、自分で売らずにほかの小売店に卸おろすことなのだが……慌あわてて売ってアンティークの知識のない人間に買われてしまったら、と思うととても心配だった。

「屋敷を出て行く？」

　彼はとても意外そうな顔で目を見開き、それから微かに笑う。

「思ってもみなかった。そんな心配は無用だ」

　その言葉に、私は本気でホッとしてしまう。

「そう……ですか。とても助かります」

「私はこの屋敷でパーティーを開くつもりなどまったくない。舞踏室はいつでも空いている。いつまででも使ってくれていて構わない」

　あっさりした口調で言われて、なんだか逆に申し訳ないような気分になってくる。

「ありがとうございます。もちろん、場所を借りられるめどが立ったらすぐに出て行きますので」

「その必要はない」

　彼は私を見つめながら言う。

「私は君を気に入っている。君を見ているだけで退屈しない」

　無感情に言われると、バカにされているのか、それとも本気なのかまったくわからない。

　……私のような庶民は、彼のような大だい富ふ豪ごうの周りにはきっといなかったに違ちがいない。せわしなく動く珍めずらしいオモチャのように思われているのだろうな。

　私は内心ため息をつくが……ここにいさせてもらえるだけでもありがたいと思わなくては、と思い直す。

「蒲生という男のことで、聞きたいことがあるんだ」

　唐とう突とつに彼の口から出たその名前に、心がズキリと痛む。

「知り合いの警察関係者に、蒲生の行方ゆくえを追わせていた。どうやら彼は、今、日本国内にいるようだ」

　その言葉に、私は驚おどろいてしまう。

「ありがとうございます。そんなところまで調べていただけるなんて。……蒲生が日本に潜せん伏ぷくしているのだとしたら、海外にいるよりは見つけやすいですね」

　私が言うと、彼は眉を寄せて、

「彼は、ずっと日本に潜伏していたわけではないようだ。成田からバンコクに飛び、カンボジア、ベトナムを経由して、日本に戻もどってきたという情報が入っている」

「……え……？」

　その不自然なルートに、私は首をかしげる。

「バンコクはともかく……ほかの場所に、うちの会社の取引先はありませんでした。盗ぬすみ出した家具を売りさばくためだとしても、不自然です。あそこには高額品を扱あつかうアンティークマーケットはありませんし。個人の顧こ客きやくを別に訪ねたのならわかりますが……でも蒲生はオフィスワークが中心で、顧客との付き合いはまったくと言っていいほどないのです」

　私は、少し呆ぼう然ぜんとしながら言う。

「顧客の名めい簿ぼはすべて私のモバイルＰＣに入っていて、常に持ち歩いています。セキュリティーが入っていますし、蒲生が私のＰＣから顧客名簿を取り出せたとは思えません」

「蒲生の目的は、アンティーク家具を盗むことではなかったのかもしれない」

　鳳の言葉に、私はさらに呆然とする。

「たしかに、オフィスと店の金庫からはすべての現金と通帳が盗み出されていました。でも、それ以外になくなったものはありませんでしたが……？」

「ああ……私が言ったことは忘れてくれていい。ふと頭をよぎっただけだ」

　彼は言い、それから真ま面じ目めな顔のままで続ける。

「ほかにも質問があるんだ」

「なんでしょうか？」

「蒲生という男に、まだ優やさしい気持ちを持っている？」

「恋れん愛あい感情という意味でしたら、前にも言いましたが、私はゲイではありませんのでまったく持っていません。彼のことはビジネスパートナーとして信用していただけで……」

　私は言いかけ、それから、

「……まあ、私の見る目がなかったのでこんなことになってしまったのですが」

「何かの事情があって姿を消しているだけで、彼は悪い人間ではないのでは……まだそんなことを思っている？」

「いいえ」

　私は深いため息をつく。

「警察には被ひ害がい届を出しましたし、彼が戻ってきても許すつもりはありません」

「それならいい」

　彼は、私を真まっ直すぐに見つめて言う。それから口調を変えて、

「こんな美しい夜に、そんな男の話をするのは無ぶ粋すいだな。話題を変えよう」

　その言葉に、私は笑ってうなずく。

「同感です。では、ずっと言いたかったことを」

「ずっと言いたかったこと？」

「私とあなたが座っているこのスツール、それにこのテーブルは、二百年ほど前に玉ユイ紫ツー工ゴン房フアンというところで作られたものです。とんでもなく貴重な品ですよ」

「そうなのか？　たしかに美しいとは思っていたが」

「玉紫工房で作られたものは、とても高価な年代ものの紫し檀たんを使っていて、小さなサイドテーブル一つでも財産が吹ふき飛びそうなほどに高価です。その工こう房ぼうで、過去に一度だけ、屋外用のダイニングセットが作られたと聞いたことがありました。まさかそれに、こんなところで出会えるなんて……」

　私は感動を覚えながら、テーブルを撫なでる。テーブルの表面と側面、そして脚あしに至るまで、すべての部分が、美しい真しん珠じゆ貝がいを使った螺ら鈿でん細工で覆おおわれ、美しい花やさまざまな果くだ物ものが美しく浮うかび上がっている。

「メインで描えがかれている桃もも……これはご存じかもしれませんが子孫繁はん栄えいを願うモチーフです。このダイニングセットは貴族が新しん婚こんの妻とお茶を楽しむために作らせたと資料にはありました。子宝を願う二人にはとても相応ふさわしいモチーフだったかと思います。それから桃の次に多く描かれている薄うす紅べに色いろの螺鈿で作られた牡ぼ丹たんですが、これは玉紫工房でよく描かれたモチーフというだけでなく、その妻が一番好きな花だったから、だそうですよ」

「では、カップルが茶を飲むのにこれ以上相応しいセットはないというわけだ」

　彼が可笑おかしそうに言い、私はなぜか頰ほおが熱くなるのを感じる。

　……ああ、この低い声で言われると、いちいち頰が熱くなってしまう。

　テーブルの脇わきにはワゴンが置かれていて、さまざまな中国茶の道具が並べられている。彼が、竹で作られた細長いシャベルのような形の道具を使いながら、小さな急きゆう須す──茶チヤー壺フーというらしい──に茶葉を入れる。茶葉を入れ終わった彼は茶壺を深い皿の中に置く。ワゴンの上にはアルコールランプとガラス製のポットが置かれ、小さな泡あわを立てながら、お湯が沸ふつ騰とうしている。彼はガラス製のポットを持ち上げ茶壺の中に湯を注ぐ。中身が一いつ杯ぱいになってほんの少し溢あふれたところで、泡を切るようにして茶壺の蓋ふたを閉め、さらにその上から湯をかけてむらしている。慣れた優ゆう雅がな手つきに……思わず見とれてしまう。

　一分ほど置いたところで彼は茶壺を持ち上げ、中に入っていた茶をミルクピッチャー形の容器──茶チヤー海ハイ──にすべて移す。フワリと香かおった花に似た芳ほう香こうに、私は思わずうっとりする。

　……ああ、彼といると、不思議とこんなふうに優雅な気持ちになれる。

　彼の長い指が茶海を持ち上げ、聞ウエン香シア杯ンペイにそれを注ぐ。茶チヤ杯ーペイと並べて小さな木の皿の上に置き、私の前に置いてくれる。

「顧客に頼たのまれて探したことがあるので、名前くらいは知っているのですが……実は、これでお茶を飲むのは初めてです。どうして茶器が二つセットになっているのでしょう？」

　私が言うと、彼は茶の注がれた背の高い聞香杯を持ち上げてみせる。

「これは茶を飲むための器うつわではないんだ。名前の通り、香りのためのもの。だからここから飲んではいけない。こうして……」

　彼は聞香杯から茶杯に、優雅な仕草でお茶をすべて移す。

「……中身を空け、香りを楽しむ」

　彼は空になった聞香杯を鼻に近づけ、まるでワインのテイスティングをするかのようにそれを嗅かぎ、満足げにうなずく。

「なるほど」

　私は彼の真似まねをしてお茶を隣となりの杯さかずきに空け、そして聞香杯を鼻に近づけて……。

「うわ……いい香り。花のような、果実のような……」

「もちろん香こう料りようは一いつ切さい入っていない。自然の茶葉の香りだけだよ」

「奥が深いんですね。勉強になりました」

　私は言って今度は茶杯を持ち上げ、その味を楽しむ。

「美味おいしい。甘みと清せい涼りよう感かんがあります。本当に奥が深いんですね」

「気に入ってもらえて嬉うれしい。大ダー紅ホン袍パオという名前のなかなか貴重な茶葉なんだ」

　彼は言ってその長い指で小さな茶杯を持ち上げ、優雅な仕草でお茶を飲む。

「そうなんですか。楽しませていただかなくては」

　私はゆっくりとお茶を飲み……それからふと視線を感じて目を上げる。

　正面に座った鳳が、私を真っ直ぐに見つめていた。彼の漆しつ黒こくの瞳ひとみがテーブルの上に置かれた蠟ろう燭そくの明かりをチラチラと映して、底光りしているように見える。

「陽光の下でも美しいが……月明かりの下だと、君はやけに色っぽく見えるな」

　私を見つめながら、彼は表情をまったく変えずに言う。彼の言葉はすべてあまりにも平然と言われるので、お世辞や口説き文句に聞こえない。まるで思っているそのままを口にしているようにしか思えなくなってくる。

　……もちろん私はごくごく普ふ通つうの男で、だから美しいとか色っぽいとかいう言葉があてはまるわけがない。

「見つめているだけで、キスをしたくてたまらなくなってくる」

　……なんて男だ。この調子で、男女問わずに誘ゆう惑わくしていくのだろうか？

　彼がふいに立ち上がり、私のすぐ脇に立つ。そして私に向かってそっと手を伸のばしてくる。

「……あ……」

　顎あごを持ち上げられ、私はもうそれだけで動けなくなる。彼の端たん麗れいな顔が近づいてきて、私はそっと目を閉じ……。

「……ん……」

　二人の唇くちびるが重なり、それからゆっくりと離はなれて行く。

「君が、私に発情してくれればいい」

　彼が至近距きよ離りから私を見下ろしながら囁ささやく。

「そうすれば、今すぐに抱だいてしまうのに」　>>>♥

　彼のセクシーな囁きに、どうしようもなく鼓こ動どうが速くなる。

「私は……ゲイではありませんから」

　叫さけんでもいいはずなのに、私の声が情けなくかすれる。

「すみません、お休みなさい」

　私は言って立ち上がり、逃にげるようにして屋や敷しきの中に入る。

　……驚おどろいた。急にあんなこと言うなんて……。

　私は廊ろう下かを歩きながらため息をつき……それから自分の身体からだの状態に気づく。

　……噓うそ、だろう……？

　私の脚の間で、屹きつ立りつがなぜか熱くなっていた。下着を押し上げ、スラックスを張り詰つめさせたその状態は、見下ろされたら気づかれてもおかしくなかったくらいで……。

　……なんてことだ……。

　私は深呼吸をし、必死で身体の熱を冷まそうとする。

　……ああ、私はどうかしてしまっている……。




　　　　◆




　もちろん、私はゲイではなく、いくらとんでもない美形とはいえ男である鳳に欲情するわけがない。会社が倒とう産さんしたというストレスと、慣れない場所に来た緊きん張ちようでしばらく放置していたから……ただの生理現象としてキスに反応してしまったのに違ちがいない。でも……。

　……相手は女性ではなく、男で、しかも意地の悪いあの男だぞ？　キスだけでこんなふうになるなんて。

　私はなんだか泣きそうになりながら自室として借りている部屋に入り、専用のリビングを足早に横切る。脱だつ衣い室に飛び込んで、ホッとため息をつく。

　下着と勃ぼつ起きした屹立が擦すれる感かん触しよくだけで全身に快感が走り……歩いているだけでその場に座り込んでしまいそうだったのだ。

　……そうとう溜たまっていたんだな。仕事がなんとかなりそうで今までの欲求不満が爆ばく発はつしたのか？

　私はすべての衣類を脱ぬぎ捨てたところで目を上げると、洗面台の向こう側に設置された大きな鏡に自分の姿が映っていた。

　……ああ、なんて顔をしてるんだ、まったく。

　全体的に色素が薄うすく、いくら日に焼けようとしても透すき通るように白いままの肌はだは、私のコンプレックスの一つでもある。肌の色が薄いせいで、少しでも血の気が上るとそれがとても目立ってしまうのだ。私の目元は赤く染まり、唇も紅潮してしまっている。さらに視線を落とすと、平らな胸の上の乳ち首くびが目に入る。いつも淡あわいピンク色をしている乳首が、今はなぜかバラ色に染まって硬かたく尖とがっているのが解わかる。

　……なんてことだ。これではまるで……。

　私は思わず目を閉じ、震ふるえるため息をつく。

　……あの男とのキスに、発情しているみたいじゃないか。

「そんなわけがないじゃないか。ただ溜まっているだけだ」

　私は一人で呟つぶやき、脱衣室を抜ぬけてバスルームへの曇くもりガラスのドアを開く。風ふ呂ろは溜めるまでに時間がかかるのでそのままバスルームを横切って歩き、ガラス張りのシャワーブースへと向かう。そこに入り、思い切りコックをひねる。

　頭の上から、あたたかなシャワーの雨が勢いよく降り注ぐ。私は目を閉じてそれを浴び、身体の熱を冷まそうとする。でも……。

　唇の上を滑すべり落ちるお湯の感触に、なぜか彼とのキスを思い出す。彼の唇は柔やわらかく、そしてその舌はとても巧たくみに私を追い上げて……。

「ああ、ダメだ……」

　私はなんだか泣きそうになってしまいながら、手の中に屹きつ立りつを握にぎり込む。ほんの少し手を動かすだけで身体の熱はどんどん温度を上げ、屹立は発情に反り返り……。

『君が、私に発情してくれればいい』

　彼の声が、耳の中に蘇よみがえる。

『そうすれば、今すぐに抱いてしまうのに』

「……あ……イク……！」

　私の先せん端たんから、白い欲望の蜜みつが激しく[image: 迸]ほとばしった。

「……く、うう……っ」

　激しい快感が全身を走り、反り返った屹立からはまた白はく濁だくがあふれ出す。

「……あ、あ、あ……」

　私は喘あえぎ、シャワーブースの壁かべによりかかって荒あらい呼吸を整えようとする。

　……ああ、マスターベーションの時に、あの男の声を思い出してしまうなんて……。

　なんだか泣きそうになりながら思う。

　……私は、本当にどうかしている……。







　　　　鳳王銘







「せっかく東京に住んでいるのに、この周辺を散歩したことすらない？」

　朝食の席。食後のコーヒーを飲みながら、亜季彦が言う。私は肩かたをすくめて、

「この屋敷の中には、専用のジムとプールがある。毎日泳いでいるので特に散歩の必要は感じない」

「まあ、たしかに贅ぜい沢たくな施し設せつは整っていますが……」

　亜季彦は言って、ため息をつく。

「出かけたい時にはリムジンで空港まで行き、プライベートジェットで海外に飛んでしまう。食事をしたければ香港、買い物の必要があればミラノ、雪を見たければスイス、海を見たければギリシャ。たいした手間ではないし、その方が気楽だ」

　言うと、亜季彦はあきれたような顔になる。

「まあ……あなたのような有ゆう閑かん大だい富ふ豪ごうにはそういう場所が似合うかもしれませんが、せっかく日本にいるのなら、外を散さん索さくしてみてはどうですか？」

　彼の言葉に、私は少し驚く。

「東京を？」

「あなたのお母様は日本の出身だと聞きました。あなたの中には日本人の血が流れている。小さな国でつまらないかもしれませんが、少しは知っておいてもいいのでは？」

「そういえば、君の店……『アルファ・シノワ』は、麻布十番だったな。このすぐ近所だろう？」

　私が言うと、彼は少しつらそうな顔をし、それから言う。

「あのチンピラたちに会いたくないし、貸し店てん舗ぽの看板を見るのがつらいので、あれから足を運んでいませんが……ここからなら、歩いてほんの十分足らずのところですよ」

「あのチンピラたちは、もう君には一いつ切さいの危害を加えない。もしかしたら蒲生を捜さがしてあの近辺をうろつくことはあるかもしれないが……君には話しかけてくることすらないだろう」

　私の言葉に、彼は驚おどろいたように目を見開く。

「もしかして……あなたが何か手を回してくださった、とか？」

「手を回したというほどのことではない。蒲生が金を借りた金きん融ゆう会社に、偶ぐう然ぜんに知り合いがいた。佐伯という共同経営者には手を出さないでくれ、と言っておいた。彼は義ぎ理り堅がたい男なのでそれは守ってくれるだろう。借金をなしにすることは、さすがにできないようだが」

「それは、仕方がありません。でも……」

　亜季彦は私を見つめ、そしてぺこりと頭を下げる。

「……ありがとうございます。怯おびえずに街を歩けるだけでも、とても救われます」

　顔を上げた彼が少し涙なみだぐんでいるのを見て、胸がズキリと痛むのを感じる。

　……彼はきっと、精神的にとても追い詰められている。

「気晴らしに、散歩でもするかな」

　私が言うと、彼は驚いたように目を見開く。

「よかったら、この界かい隈わいを案内してくれないか？」

　続けた言葉に、彼の美しい顔に花のような笑えみが浮うかんだ。

「もちろん、よろこんで」

　彼は膝ひざの上の布ナプキンをテーブルに置いて立ち上がる。

「まずは私の店……『アルファ・シノワ』だった場所をお見せします。それから麻布十番商店街を歩いて、東京一美味おいしい鯛たい焼やきをデザートとして食べましょう。それから六本木ヒルズに行って私の好きなインテリアショップと文ぶん房ぼう具ぐ屋と書店をチェックして、ランチにはとてもオススメのスパニッシュがあります。それからミッドタウンの方まで足を伸のばして……」

　彼の嬉うれしそうな声に、年とし甲が斐いもなく鼓こ動どうが速くなる。すべてに飽あきていたはずの私の心が、わずかにあたたかさを取り戻もどすようだ。

　……ああ……私はいったいどうしてしまったのだろう？




　　　　◆




「鳳様が、また訓練をお始めになるなんて」

　亜季彦との散歩から戻った後。私は屋敷の一階にある書斎にいた。執しつ事じの公が、ポケットから鍵かぎを取り出しながら言う。

「ここをお使いになることは二度とないのかと思っておりました」

　艶つやのあるマホガニー材が張られた壁に向かって、明と公、そして私は並んで立っている。見ている人間がいたとしたらとても不自然な光景だろう。

　公が壁にかけられた額を動かし、その向こうに開いた小さな穴に鍵を差し入れ、それを回す。カチリと音がして、鍵が解除されたことがわかる。

「重いですから、僕が開けます」

　明が言って壁に手をつき、そのまま思い切り押す。壁は四角く切り取られたように内側に開き、それが分厚い防音扉とびらになっていたことが解わかる。壁のように見えるように巧みに細工されているので、毎日この部屋を掃そう除じしている使用人たちですら、ここに隠かくし扉があるとは気づいていないだろう。防音扉の向こう側には狭せまい踊おどり場があり、その先はコンクリート製の階段が下に続いている。

　明が階段の電気を点つけ、身軽に下に下りて行く。私は公に向かって、

「一時間ほどで上がってくる。もしも亜季彦に聞かれたら、調べ物があって書斎にこもっているとでも言っておいてくれ」

「かしこまりました。……こうしていると……」

　公はなぜかとても懐なつかしそうな顔で私を見つめる。

「本当に、お父様そっくりにお育ちになりました。孝シアオ命ミン様のためにこうして扉を開けてお見送りしたことを思い出します」

　父の代から執事を務めてくれている公は、細い目に微かすかに涙を浮かべて言う。

「おまえにも心配をかけた。……私はもう大だい丈じよう夫ぶだ。閉めるぞ」

　私は言い、扉を内側から押す。

「行ってらっしゃいませ。お気をつけて」

　扉の隙すき間まから、公が丁てい寧ねいに礼をしているのが見えた。私は内側からきっちりと扉を閉め、階段を下りる。

　階段の下には、意外なほど広い空間が広がっている。手前はコンクリートが敷しかれ、シンプルなベンチと細長いカウンターテーブルが置かれている。向こう側は人じん工こう芝しばの敷かれた空間でかなり先に壁かべがある。一見、ゴルフの練習場のように見えるが、壁かべ際ぎわに人の形をプリントした的が設置されているところがそれとは違ちがう。ここは私の父が作った射しや撃げきの訓練施設だ。

　もちろん日本の警察の許可は得ているし、父だけでなく私も銃じゆうのライセンスを持っている。だから違い法ほうではないのだが……こんな都会の真ん中に練習場があるなどとは誰だれも想像しないだろう。

「あなたが来られない間も、お言葉に甘えて僕が訓練に使わせていただいてました」

　壁に設置された頑がん丈じような金庫から、金属製の箱を二つ取り出しながら明が言う。

「その時に、あなたの分の銃もきちんと調整しておきました。すぐにでも使えますよ」

　明が言って、箱をカウンターテーブルに置き、小さな鍵を使ってそれを開く。箱の内側には黒いベルベットが張られ、そこには銀色に光る銃がまるで美しいオブジェのようにはめ込まれていた。

　私は、手を伸ばし、ずっしりとしたそれを持ち上げる。一年前に母が亡なくなるまで、私は彼女を守るために射撃訓練を欠かさなかった。しかし一人きりになってから、この部屋に入ることすら忘れていた。

「久しぶりに持つと重いな」

　私は箱の中に入っていた弾たまを取り、それを銃に装てんする。明が渡わたしてくれたヘッドセットを着け、的に向かって銃を構える。

　パン！　パン！　パン……！

　私は六発の弾を遠くの的に向けて撃うち込み、ヘッドセットを外して壁にあるスイッチを操作する。遠くにあった的が、スルスルと近づいてくる。ヘッドセットを外した明が身を乗り出して、

「ううん……だいぶ腕うでが落ちましたね。いや、以前が上手じようずすぎたのかな」

　弾は的の中央、二十センチほどの場所にほぼ集まっていた。だが、一年前には最初の一発の弾だん痕こんにあとの五発を正確に撃ち込むことができた。その頃ころに比べると……。

「やはり、常に訓練をしないと難しいものです。しかし……」

　明が私を見つめて、興味深げに言う。

「銃がお嫌きらいだったあなたが、急に訓練を再開するなんて。どういう風の吹ふき回しですか？」

「今でも嫌いだ。だが……」

　手の中の銃を見つめながら、私は呟つぶやく。

「まだ守るべきものがあることを、思い出したんだ」







　　　　佐伯亜季彦







「屋敷の使用人の休日は週に二度。執事が組んだシフトに従って交こう替たいで好きな日に取りますが、月の最後の日曜日だけは、全員が休むと決まっています」

　料理人達が休きゆう憩けい中の厨ちゆう房ぼう。コーヒーでももらおうかと思って行ったそこで、私はお湯を沸わかしている明を見つけた。鳳は調べ物があるとかで食事の後で書斎に籠こもってしまい、私は珍めずらしく明と二人きりだった。

「全員が休む？　何か理由が？」

　私の問いに、彼は少し考えて、

「鳳様が決めたことなのですが……きっと彼は物心ついた時から毎日使用人に囲まれているんです。たまには一人になりたいと思ってしまうのでは？」

　彼は言い、それからクスリと笑う。

「本当は、かなり不便だと思うんですが」

「不便？」

「ええ。鳳様は実は厨房に入ったことがありません」

「本当に？」

　……そんな人間がいるなんて……。

「ええ。料理どころかお湯を沸かすことすらできないんです。屋敷にいてはあたたかいお茶すら飲めないはず。外に出かけているのかと思って聞いてみたら、『せっかく静けさを楽しんでいるというのに、どうしてわざわざ外に出なくてはいけないんだ？』と言ってました」

「もしも外に出ないのなら、その日の食事とかはどうしているんだろう？　まさかデリバリー……なんか、あの人ができるわけがないか」

　私は言い、ため息をつく。明が薬や缶かんの火を止めながら、

「お湯が沸きました。何がよろしいですか？」

「ああ……コーヒーが飲みたくて」

「わかりました」

　広々とした厨房にはコーヒーメーカーがなかった。この屋敷で飲むコーヒーはとても薫かおり高かったので、機械ではなく手でドリップされたものだろうと思っていたのだが……案の定、そうらしい。明が棚たなを開くと、そこにはたくさんの種類の紅茶の葉やコーヒー豆の入れられたガラスの密みつ封ぷう容器が並んでいた。

「ここのコーヒーはオリジナルでブレンドして、少量ずつ焙ばい煎せんしているんです」

　彼は言いながら、瓶びんの一本を取り出す。

「これは、今日の朝に焙煎したもののはず。これで淹いれましょう」

　言って瓶の蓋ふたを開き、調理台の端はしに設置されているコーヒーミルの中に豆を注ぎ込む。彼がハンドルを回すと、ガリガリという音と共に、コーヒーのいい香かおりが厨房に満ちてくる。

「ミスター・鳳は彫ちよう刻こくのようなハンサムで、完かん璧ぺきに見える。でもどこか常識とずれていて、観察してみるとなかなか面おも白しろいね」

　私が言うと、明はくすくす笑って、

「ええ。常識とずれているところもだんだん可愛かわいく見えてくるでしょう？」

　彼の言葉に私は驚おどろいてしまう。明は慌あわてたように、

「あ、僕はただの秘書ですよ。鳳様に恋れん愛あい感情は少しもありませんので、ご心配なく」

「いや。別に心配などしていないけれど……」

　私は言いながら、なぜか強きよう烈れつに鳳にひきつけられている自分を自覚していた。

「彼のような人は、きっとモテるだろうな。複数の恋こい人びとがいる遊び人とか……？」

「いいえ、あの方は恋を知らないのです」

　明の言葉に、私はとても驚いてしまう。

「……美しければ男でも、女でも、と聞いたが……」

「たしかに鳳様はあれだけのハンサムで、大だい富ふ豪ごうで、魅み力りよく的な方です。あの方に微笑ほほえまれて恋をしない人間はいない。ですが、鳳様は誰だれにも恋をしたことがないんだと思います」

「誰にも？　ひどい失恋をしてそれを引きずっているとかじゃないのか？」

「いいえ、誰にも、ですよ」

　明に言われて、私の心がズキリと痛む。

「それは、失恋をするよりも寂さびしくないか？」

「そうかもしれませんね」

　いつもにこやかな明が、なぜか急に真ま面じ目めな顔になって言う。

「ですから……もしも本当の姿を知っても、鳳様のことを嫌わないで欲しいのです」

「本当の姿？」

　私は呆ぼう然ぜんとし、それから、

「何？　もしかして、あんな紳しん士し的な顔してすごいヘンタイだとか？」

　その言葉に、明は可笑おかしそうに笑う。

「さあ、そのへんは僕は存じ上げませんが。ただ……」

　彼はまた頰ほおを引き締しめながら言う。

「もしそういうお覚かく悟ごがないのなら、鳳様に、深い感情をお持ちにならないでいただきたいのです」

「私は深い感情など持っていない。持つわけがないじゃないか」

　私は慌てて言うが、頰が熱くなるのを感じる。

　……ああ……本当に、どうしたというんだろう？

「しまった、お湯が冷めてしまいますね」

　明は言ってドリッパーにフィルターをセットし、そこに挽ひいた豆を入れる。彼がその上からお湯を注ぎ始めた時、厨房の壁かべに取り付けられた電話が着信音を奏かなでた。

「うわ、外線ですね。今の時間は公さんも離はなれに戻もどっているだろうし……」

　薬缶を持ったままの明が慌てている。

「私が出る。配送業者に屋や敷しきの電話番号も教えてある。きっとそれだろう」

　私は言って、壁にかけられた電話の受話器を取る。私が言葉を言う前に、若い男性の声が受話口から聞こえてきた。

『もしもし？　僕です。香港でのデートの件ですけど……』

　英語で言われたその言葉に、私は思わず青ざめる。

　……間ま違ちがい電話？　それとも……？

「すみません。どなたに御ご用ようですか？」

『あれ？　ミスター・鳳じゃないの？』

　相手は驚いたように言う。

　……彼宛あての電話だったのか……。

「すぐに王銘氏に代わります。失礼ですが、お名前を……」

　言うと、電話の向こうの相手は、笑いを含ふくんだ声で言う。

『デートを約束している美青年達のうちの一人、と言っていただければわかりますよ』

　……デート……美青年達……？

　その言葉に、私はなぜか眩暈めまいを覚える。　>>>♥

　……あれだけの容姿と財産を持った鳳が、モテないわけがない。しかも彼は、相手は男女問わずの遊び人だったと自分でも言っていたじゃないか。

　私はそんな自分に、とても驚いていた。

　……なぜ、私はこんなにショックを受けているんだ？

「すみません、回しますので少しお待ちください」

　私は保留ボタンを押して、明を振ふり返る。

「申し訳ない。ミスター・鳳宛の電話を取ってしまったみたいなんだ」

「ええと……そこの青いボタンを押してから、三番のボタンを。鳳様がでたら『外線です』と言って切って構いません」

　薬缶を持ったままの明が言う。私は彼の言うとおりにボタンを押す。

『……はい』

　すぐに聞こえてきた鳳の声に、なぜかドキリとする。

「あの……すみません、あなた宛のお電話を間ま違ちがえて取ってしまいました」

『ああ、ありがとう。誰から？』

「……デートを約束している美青年達のうちの一人、だそうです」

　私はなぜか緊きん張ちようしてしまいながら言う。彼がいぶかしげな声を出してくれれば、まだ相手の思い込みだと解かい釈しやくできただろう。だが……。

『ああ……わかった。そんなことを言うのは王ワンくらいだ』

　彼が親しげな声で言ったことに、私の心がズキリと疼うずいた。

　……ああ、どうして動どう揺ようしているんだ、私は？

　私はそっと受話器を置き、そして、呆然と思う。

　……彼は……いつもああいう青年と遊んでいるのだろうか……？

　電話の向こうから聞こえてきた王という青年の、若く、明るく、屈くつ託たくのない声を思い出す。

　……ああいうタイプの子が好みなのか？　まるで私とは正反対の……。

　私は思い、慌ててかぶりを振ってその考えを頭の中から追い出そうとする。

　……彼がどんな相手と遊ぼうが、私には少しも関係ないじゃないか……。




　　　　◆




　私は、いかにもお腹なかがすいていた、という様子を装って、言葉をほとんど発しないままで夕食を終えた。私が言葉を発しないことに気づいたらしい明がいろいろと話しかけてくれたが、私は最低限の返事しかできなかった。そのせいで彼はだんだん心配そうな顔になり、私はますますいたたまれない気持ちになる。鳳はいつもとまったく変わらない様子で食事を終えて食後酒とフルーツを選び、私の方に視線を向ける。

「君は？」

　私は膝ひざの上のナプキンを置いて立ち上がる。

「もう結構です。それよりタバコが吸いたい。スモーキングルームに行きます」

　視界の隅すみにますます心配そうになった明の顔が入り、私は後ろめたい気持ちを必死で抑おさえながらダイニングを横切って、隣となりにあるスモーキングルームへのドアを開く。

　……ああ、どうしたというのだろう？

　後ろ手にドアを閉め、腰こしも下ろさないまま上着の内ポケットからタバコの箱と安いライターを出す。

　……自分で自分が理解できない。

　私は眉まゆをひそめながら箱から一本タバコを取り出し、ライターでそれに火をつける。外国製らしく妙みようにいがらっぽい煙けむりを吸い込み、ため息にしてそれを吐はき出す。

　……どうして私は、こんなに苛いら々いらしているんだ？

　私はアンティークのサイドテーブルの上から、真しん鍮ちゆうでできた小型の灰皿を持ち上げる。そこに灰を落としながら、窓の外に目をやる。

　時代を帯びてわずかに歪ゆがんだガラスの向こうには、刈かり込まれた芝しば生ふの庭が広がっている。高い塀へいの向こうにそびえ立つのは、月を背にして煌きらめく六本木ヒルズ、そしてオブジェのような東京タワー。私がとても気に入っている東京の夜景が、なぜか今夜は心に響いてこない。

　さっき聞いた青年の明るい声が、なぜか耳から離れない。

　……鳳は、あの青年を抱だいたのだろうか？

　鳳が、ほっそりとした美青年を抱き締めているところがふいに脳のう裏りをよぎり、私は思わず息を吞のむ。

　コンコン！

　スモーキングルームのドアに軽いノックの音が響く。入って来たのは鳳で、私は慌あわててタバコを灰皿に押し付ける。

「あの……私はそろそろ部屋に戻りますので……」

　彼の脇わきをすり抜ぬけようとした私は、腕うでをつかまれて驚おどろいてしまう。

「体調でも悪いのか？　ずっと黙だまっていたね」

「別に、なんでもありません」

　彼の指が、私の顎あごをそっと持ち上げる。

「もしも何か悩なやみ事があるのなら……」

　私は、思わずその手を振り払はらってしまう。

「なんでもありません！　失礼します！」

　鳳の愕がく然ぜんとした顔を見て、なぜか心が激しく痛む。

　……ああ、本当に、どうしたというんだ？




　　　　◆




　さっきのことが気になって、私は浅い眠ねむりと覚かく醒せいを繰くり返していた。やっと深い眠気がやってきて、このまま眠れるかもしれない……と思った時、ベッドルームの向こう、専用のリビングのドアが開く音が微かすかに聞こえてきた。

　廊ろう下かに通じるドアには内側からかけられる鍵かぎがあって、私は眠る前にそれをかけていたはずだ。

　……聞き違ちがいか？　別の部屋のドアが開閉した音とか……。

　思いながら眠りに落ちかけた私は、リビングを歩く足音が聞こえた気がして薄うすく目を開く。

　……誰だれかが入ってきている……？

　ここは自宅でもホテルでもなく、鳳の屋敷。客間のドアの合い鍵かぎくらい、執しつ事じや鳳は持っていてもおかしくない。だが……。

　……執事がそんなことをするとは思えないし、鳳が入ってくる理由などないし……。

　私は朦もう朧ろうとして考え、それからふいに頰ほおが熱くなるのを感じる。

　……まさか、彼が、キスの続きを奪うばうために忍しのんできた……？

　カチャ、という軽い音が響き、ベッドルームのノブが回る。

「……あ……」

　私はベッドに起き上がり、ゆっくりとドアが開き、人ひと影かげがベッドルームに入ってくるのを呆ぼう然ぜんと見つめる。逞たくましい長身、月明かりに照らされる彫ちよう刻こくのように端たん麗れいな顔立ち。彼は……。

「……ミスター・鳳……？」

　問いかける声が、情けなくかすれる。彼はいつもと変わらぬ平静な声で答える。

「こんばんは、亜季彦」

　言って大きなストライドでベッドに向かってゆっくりと歩いてくる。

「……こんな時間に何の御ご用ようですか？」

　彼が一歩踏ふみ出すたびに、私の頰がどんどん熱くなる。知らずに毛布を引き寄せてしまいながら、私は言う。

「言っただろう？」

　彼がベッドのすぐ脇に立ち、私を見下ろしてくる。

「君が求めた時、君を奪いに来ると」

　無感情な低い声の奥底に、微かな欲望が滲にじんでいる。私は思わず喘あえぎ、背中をヘッドボードに押し付ける。

「私が求めている？　まさか……」

「では、なぜ……」

　彼がシーツの上に片かた膝ひざをつき、ベッドが揺ゆれる。

「……そんなに、誘さそうような顔をしているんだ？」

　彼の両手が、いきなり私の肩かたを捕つかまえる。

「誘ってなど……んん……っ」

　空気がフワリと動き、彼の唇くちびるが私の唇をそっとふさぐ。芳かぐわしい彼のコロンの香かおりと、その優やさしいキスだけで、抵てい抗こうができなくなる。

「……ん、んん……っ」

　どんなに巧たくみでも、彼にとってはどうせ遊びのキスだろう。なのに……私はどうしても身体からだを硬かたくし、頰を熱くしてしまう。

「……ん……」

　チュッという音を立てて、彼の唇が離はなれる。

「……あ……」

　私の唇から、名残なごり惜おしげな声が漏もれた。彼は至近距きよ離りから私を見つめて囁ささやく。

「ほら、やはり誘っている」

「……誘ってなど……んん……」

　彼の唇が再び重なってきたことに、私は驚いてしまう。

　……どうしたというんだ？　いつもなら一度だけで……。

「……ん、く……っ」

　彼の舌が、力の抜けた上下の歯列の間から滑すべり込んでくる。舌を舌ですくい上げられ、たっぷりと舐なめ上げられて、全身に痺しびれが走る。

「……ん、んん……っ」

　私の肩を優しく束そく縛ばくしていた彼の両手が、ゆっくりと腕を滑り下りる。逃にげようと思えば逃げられるはずなのに、どうしても動くことができない。

「……んん……っ」

　深いキスをしながら二の腕を愛あい撫ぶするように軽く撫なでられて、なぜか全身が総毛立つ。

　……ああ、私はどうしたというんだ？

「……んん……あっ！」

　ふいに彼の唇が、私の唇を解放する。ホッとする間もなく私の二の腕がしっかりと摑つかまれ、私はベッドの上に押し倒たおされる。端麗な顔に上から見下ろされ、背筋にゾクリと戦せん慄りつが走る。

「……私を……」

　囁いた声は、微かに震ふるえていた。

「……どうする気ですか？」

「言っただろう？　求めたら抱くと」

　腕を摑んでいた彼の両手が、私の身体をそっと滑る。両手で胸を包み込まれて、私は思わず息を吞む。

「……ん……っ」

　男だから、そんな場所が感じるはずがない。なのに……。

「……あ……っ」

　彼の手のひらが、触ふれるか触れないかの感かん触しよくで乳ち首くびの上に円を描えがく。私の身体に、今まで感じたことのないような激しい快感が走る。

「……やめてください……あっ、あっ」

　彼の指先が、いつの間にか尖とがってしまっていた乳首をくすぐるようにする。

「……アアッ……」

　激しい電流が全身を駆かけ抜け、知らずに腰こしが跳はね上がる。その拍ひよう子しに、私の脚あしの間で熱が凝ぎよう縮しゆくしていることに気づく。

　……ああ、男にこんなことをされて……。

　私は混乱してしまいながら思う。

　……どうして私は、こんなところを勃たててしまっているんだ……？

　私の屹きつ立りつは、下着の下で硬く勃ち上がり、布地をきつく押し上げていた。

「……やめてください、私は、男になど興味が……」

「男には興味がない？　それにしては……」

　彼が身をかがめ、私の耳元で囁いてくる。

「ここを、とても硬くしているようだが」

　彼の手が私の身体を滑り下り、パジャマと下着の布地ごと、私の屹立を握にぎり込む。

「……く、ああ……っ！」

　全身を貫つらぬく快感に、私は耐たえ切れずに声を上げる。彼の大きな手の感触、そして布地越ごしに伝わってくる熱に……少し動かされたらすぐにイッてしまいそうだ。

「……やめてください。動かさないで」

　私は屹立を握った彼の手の上に手を重ね、必死で懇こん願がんする。

「どうして？　このままで我が慢まんできるのか？」

　微かに手を揺らされて、私の屹立がビクビクと跳ね上がる。

　……ああ、イッてしまいそうだ……。

「イキたかったら、きちんとそう言いなさい」

　彼の意地の悪い声が、暗がりの中に響ひびく。

「でないと、このままにしてしまうよ？」

「……イキたくなんか、な……ああっ！」

「強ごう情じような子だ。きちんと教育しなおさなくてはいけないな」

　屹立を握り込んだ手をゆるゆると動かされ、同時に尖った乳首を指先でくすぐられる。あまりの快感に、私の理性がフワリと四散し……。

「……お願いです……」

　私の唇から、かすれた声が漏れた。

「……イかせて……」

「いい子だ」

　唇にキスが下り、彼の愛撫が激しくなる。私はあまりの快感にすべてを忘れそうになる。

　……ああ、あの無感情な鳳が、ベッドの中ではこんなにセクシーになるなんて……。

　……いや、あの鳳が、私のような平へい凡ぼんな男にこんな欲望を持つわけがなく……？

　私は朦朧とした意識の中で思い……それからやっと覚かく醒せいして……。

「うわっ！」

　私は叫さけんで、思わずベッドから身を起こす。慌あわてて周囲を見回し……そしてすべてが夢だったことを知る。

「……なんてことだ……あんな夢を見るなんて……！」

　鼓こ動どうが速く、呼吸が荒あらい。呼吸を整えようとして胸に手を当てた私は、いきなり走った快感に、思わずビクリと身体を跳ねさせる。

「……え……？」

　指先でこわごわと探さぐると、私の乳首はパジャマの下で激しく尖り、熱を持っている。そしてほんの少し指先で触れるだけで、怖こわいほどの快感を覚えてしまう。

「……そんな……まさか……」

　私はゆっくりと手を下ろし、布ふ団とんの下に滑り込ませる。呼吸を整え、覚かく悟ごを決めてからパジャマに包まれた脚の間にそっと触れてみて……。

「……んく……！」

　夢の中でさっきまで感じていたのと同じ快感が、全身を痺れさせる。私の屹立は熱を持って反り返り……それだけでなく、パジャマまで染しみるほどに先走りの蜜みつを漏らしてしまっていた。

「……なんてことだ……」

　私の全身を、夢の中と同じ激しい欲望が包み込んでくる。それを抑おさえようと深呼吸をするけれど……熱はどうしても収まりそうにない。

「……どうして、こんなことに……」

　私は泣きそうな気持ちになって呟つぶやくが、暴走した熱はどうしても収まらない。

「……ダメだ……」

　私は理性での抵てい抗こうをあきらめため息をつき、パジャマと下着の中にそっと右手を差し入れる。

「……んっ！」

　指先が屹立の側面に触れただけで、身体からだが快感に跳ね上がる。夢の中で感じていた、彼の熱い体温、逞たくましい身体の感触、そして手のひらの感触を思い出す。

「……あ、あ……っ」

　私の手が、夢で見た彼の愛撫と同じように屹立を握り込む。ゆっくりと上下させるだけで、腰から蕩とろけてしまいそうな射精感が湧わき上がる。

「……ん、く……っ」

　身じろぎをした拍子に、尖った乳首とパジャマの布地が擦すれて、そこからも熱い快感が湧き上がった。

　……クソ、なんでこんな……。

　私は震える指でパジャマをまくりあげ、硬かたくなった乳首に指先で触れる。

「んっ！」　>>>♥

　乳首の先せん端たんを軽く擦こすっただけで快感が走り、手の中の屹立が、ビクン！　と跳ね上がった。

　……男なのに、なんでこんなに感じるんだ……？

　私は泣きそうになりながら乳首を摘つまみ上げ、もう片方の手で屹立を扱しごき上げる。

「……あ、ん、んん……っ！」

　淡たん白ぱくとはいえ私も健康な成年男子だ。定期的にマスターベーションはしていたが……それはただの搾しぼり出すだけの義務的な行こう為いで、たいした快感も感じなかった。なのに……。

「……ん、すご……っ！」

　鳳の夢で熱くなった身体は、とても自分のものとは思えないほどに敏びん感かんになり、まるで全身が性感帯のようだ。ほんの軽く触れるだけで、怖いほどの射精感が湧き上がる。

　……ああ、もし、本当に鳳が私を抱だいたとしたら……？

　私の脳のう裏りに、さっきまでの夢が鮮あざやかに蘇よみがえる。

　……乳首や屹立に触れているのが、自分のものではなく、彼の指だったら……？

「……アッ！」

　私の屹立が、ビクビク！　と激しく跳ね上がった。いきなり射精してしまいそうになり、私は必死で唇くちびるを嚙かんで耐える。

　……私は今まで、こんなに激しい欲望を感じたことなどなかった。でも……。

「……欲しい……」

　乳ち首くびを摘み上げ、ヌルヌルになった屹立をきつく扱き上げる。もちろんマスターベーションで声など上げたことがなかったはずなのに、私の唇からは、切れ切れの言葉が漏もれてしまう。呼んだことのない彼の名前が頭をよぎり、唇から溢あふれる。

「……王銘……！」

　彼の名前を呼んだだけで、私の目の前が真っ白にスパークした。

「……く、くうぅ……っ！」

　手の中の屹立が、ビクリと反り返る。一いつ瞬しゆん後、ドクドク！　と激しく欲望の蜜が[image: 迸]ほとばしった。

「……あ、あ……」

　全身をガクガクと震ふるえさせながら、私は残りの蜜も溢れさせる。手のひらで受け止め切れなかった蜜が、私の肌はだをあたたかく濡ぬらす。

　……ああ、なんてことだ……。

　私は泣きそうになりながら、思う。

　……私は、嫉しつ妬としていたのか？　彼の恋こい人びとらしき人間の声を聞いてあんなに動どう揺ようしてしまったのは、そういうことなのか？

　そうだ、と言うように、私の身体は甘く切なく痺しびれている。

　……ああ、私はあの男のことを、いつの間にか好きになってしまったんだ……。







　　　　鳳王銘







「抱いてください」

　亜季彦が、私を見上げながら囁ささやく。

「あなたが、欲しいんです」

　彼の細い指が、パジャマにつけられた貝ボタンをゆっくりと外していく。彼の滑なめらかな両りよう肩かたからシルクの布地がスルリと滑すべり、かすかな音を立てて床ゆかに落ちる。

　服の上からでも彼がしなやかな身体をしているのは解わかっていたが、露あらわになった彼の上半身は本当に美しかった。その肌は真しん珠じゆのように滑らかで、なだらかな胸の先端には淡あわいピンク色の乳首が尖とがり……。

　それを見ただけで、私の中に激しい欲望が湧き上がる。

「亜季彦、本当にいいのか？」

「私が欲しくないんですか？」

　見上げてくるのは、美しい紅茶色の瞳ひとみ。その奥にある欲望の炎ほのおを見た瞬しゆん間かん、私の中の何かが音を立てて弾はじけ飛ぶ。

「欲しい」

　私は手を伸のばして彼を腕うでに抱き上げる。見た目よりもさらに軽いその身体をベッドに運び、そのままシーツの上に押し倒たおす。

「おかしくなりそうなほど、君が欲しい」

　私は囁き、彼の首筋に顔を埋うずめる。いつも私を悩なやませる、レモンとハチミツが混ざり合うようなあの甘い香かおりを、胸に吸い込む。それだけで、気が遠くなりそうだ。

「愛している、亜季彦」

　首筋にキスをしながら囁くと、亜季彦がしなやかな腕を私の背中に優やさしく回してくれる。

「私も愛しています、王銘」

　彼の少しかすれた甘い声が、耳元で囁いてくれる。

　……ああ……。

　私は彼の首筋に唇を当てながら、苦しい気持ちで思う。

　……これは、きっと夢だ。亜季彦が、私にこんなことを言ってくれるわけがない……。

　そう思った瞬間、亜季彦の感かん触しよくが私の腕の中からフワリと消えた。私は深いため息をつき、そしてゆっくりと目を開く。

「……また、この夢か……」

　呟くと、夢の最後の甘い余よ韻いんまでが消えていくようだ。私はベッドに起き上がり、髪かみをかき上げながら深いため息をつく。

　……私は……本当にどうしてしまったというんだろう？

　このままでは眠ねむれそうにないと思った私はベッドから立ち上がり、ガウンを羽織る。部屋を横切り、ドアを開いて専用リビングに入り、部屋の隅すみにあるバーカウンターに向かう。カウンターの下の棚たなからバーボンの瓶びんとバカラのグラスを取り出し、冷れい凍とう庫から出した丸氷を放ほうり込む。グラスと瓶を持って窓まど際ぎわに置かれたソファに歩き、腰こしを下ろす。氷の上にバーボンを注ぎ、それを一気に飲み干す。いつもは芳ほう醇じゆんな香りで酔よわせてくれる年代物のバーボンが、今はまるで水のように味気なく喉のどを滑すべり落ちる。

　私はグラスにバーボンを注つぎ足しながら、深いため息をつく。

　彼をこの屋や敷しきに呼んでから、私は何度も何度も同じ夢を見ている。夢の中の私は彼に首筋へのキス以上のことをしたことはないが……この夢を見た後、私の身体は彼への欲望と深い懊おう悩のうに苦しめられることになる。

　最初は、困った様子の彼を見て、助けられたら、と気まぐれを起こしただけだった。次に、仕事というものにあれほどの熱意を燃やす彼に興味を持った。もちろん、彼の美しいルックスに心を揺ゆさぶられていなかったといえば噓うそになる。だが、ストレートの男に恋こいをすることほど不毛なものはないと、その気持ちをずっと否定していた。……なのに。

　窓の外、中庭を挟はさんだ向こう側に、亜季彦の寝ねているはずの客間の窓が見える。とうに寝ているだろうと思ったのに、部屋のカーテンの隙すき間まからかすかな明かりが漏れている。

「欲しい」

　私の唇から、夢で囁いたのと同じ言葉が漏れる。

「おかしくなりそうなほど、君が欲しい」

　思った時、ふいに客間のカーテンがわずかに開いた。見覚えのあるほっそりとしたシルエットがスタンドの光の中に浮うかび上がり、私はドキリとする。見ていてはいけない、と思うのに、どうしてもそこから視線が外せない。

　中庭を見み渡わたせるベランダに、バスローブ姿の彼が出てくる。タオルで髪を拭いているところをみるときっとシャワーを浴びていたのだろう。

　……夕食の時から、彼の様子が少しおかしかった。

　私は彼に手を振ふり払はらわれたことを思い出す。

　そして自分がとても動揺していることに気づく。亜季彦が微笑ほほえむと私はそれだけで幸せになり、彼が苦しげにすると胸が痛む。そして彼に嫌きらわれたかもしれないと思うだけで、こんなふうに……。

　コンコンコン！

　せわしないノックの音が、専用リビングのドアに響ひびいた。

「鳳様！　夜遅おそくに申し訳ありません！　よろしいですか？」

　ドアの向こうから、明の慌あわてた声が聞こえる。

「入れ」

　私が言うとドアが開いて、明が駆かけ込んでくる。綿シャツとスラックスという格好だが、慌てて着き替がえたらしくボタンが二つも外れている。

「華捜そう査さ官から連れん絡らくが入りました。佐伯様の元ビジネスパートナー、蒲生という男が見つかったそうです」

「どこでだ？」

「歌舞伎町です。半死半生の状態で見つかり、華捜査官の部下が病院に運んだようです」

　私は思わず眉まゆを寄せ、それから窓の外に見える亜季彦の部屋の明かりを振り返る。

「彼にも知らせてくれ。私も着替えてすぐに行く」

「わかりました！」

　明が言って、部屋から駆け出して行く。私はベッドルームに戻もどってクローゼットを開き、普ふ段だん着ぎ用の綿シャツとスラックスを取り出し、素す早ばやくそれに着替える。

　……予想はしていたが……亜季彦は、とてもショックを受けるだろう。

　私は早足で部屋を出ながら、暗あん澹たんたる気分になる。

　……そうならないように、先になんとかしたかったのだが。







　　　　佐伯亜季彦







　リムジンが向かったのは、北新宿にある古びた救急病院だった。

「……緊きん急きゆう手術……？」

　一階にあるＥＲ病びよう棟とうの廊ろう下か、『手術中』の赤いランプを見上げながら、私は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……いったい、蒲生に何があったんですか……？」

　鳳に愛あい撫ぶされる夢を見て放ってしまった後。シャワーを浴びた私は、混乱のあまり眠れなくなった。部屋のミニバーの冷蔵庫からビールを出してベランダに出て、それを呻あおろうとしたところに明が、「蒲生氏が見つかりました」と飛び込んできたのだ。

「まだしばらくは終わらないようだ。座ったほうがいい」

　鳳に言われ、そっと肩かたを引き寄せられる。彼の手のひらの感触に、さっき見た淫みだらな夢がふいに頭をよぎる。普ふ段だんなら赤面して振り払うところだろうが……今は、混乱でそれどころではなかった。

　……蒲生に、何があったんだ……？

　裏切られたとはいえ、蒲生は学生時代からの友人であり、元の仕事のパートナーだ。彼の容態はとても心配だったし……さらに、なぜかとても嫌いやな予感がして、震ふるえが止まらない。

　……例えば蒲生が怪け我がをした原因が交通事故などだったら、明や鳳はそう言うだろう。でも二人はそれについて苦しげな顔をするばかりで何も言わない。

　……蒲生は、いったい何をしたんだ……？

　鳳は私を廊下のソファまで歩かせ、座らせてくれる。そして私が震えていることに気づいたのか、自分の上着を脱ぬいで、私の肩にそっと着せ掛かけてくれる。

「寒い？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりに座った彼が、囁ささやきながら私の肩をそっと抱だいてくれる。そのあたたかさに、私は救われる気がする。

「ミスター・佐伯」

　明の声がして、私は顔を上げる。

「彼を発見してくれた、警察関係者の方です」

　明の隣には、黒くろ髪かみで整った顔をしたまだ若い青年が立っていた。警官の制服でもスーツでもなく、綿シャツとジーンズというくだけた格好だ。

「相馬真しん吾ごといいます。ええと……」

　鳳の方にチラリと視線をやる。鳳がうなずくと、

「実は日本の警察の人間ではありません。ＩＣＰＯの香港支部に勤めている捜査官です」

　相馬という捜査官は革かわの手帳のようなものを出し、中の身分証明書を私に見せる。

「ＩＣＰＯ？　どうして？」

　私は言い、それからあることに思い当たって青ざめる。

「……まさか、蒲生は海外で何か罪を犯おかしていたとか？　そのために逃とう亡ぼうした？」

　私の言葉に、相馬はかぶりを振り、

「ＩＣＰＯは、鳳氏からの依い頼らいで蒲生氏を捜さがしていました。まだ詳くわしい調査は終わっていませんが、蒲生氏が何かの被ひ疑ぎ者しやであるという情報は入っていません。彼が身を隠かくしていたのはほかの理由からだと思います」

「ほかの理由？」

「ええ、危険な組織から借金をしていたとか」

「危険な組織から？」

　私はその言葉に驚おどろいてしまう。

「でも蒲生は、何千万円もの金を持ち逃にげしています。さらに倉庫にあった商品まですべて持ち出して……あれをすべて売ったとしたら、一億円近いお金になったと思いますし……」

「ですから、もっともっとたくさんのお金が必要だったのでは？　組織からの借金というのはそういうものですから」

　どこか気の毒そうに言われた相馬の言葉に、背中に冷たいものが走る。

「……どうして……そんなことに……」

　私は呟き、それから彼を見つめる。

「蒲生を見つけたのはあなただと、さっきお聞きしましたが」

「ええ。オレと、オレのチームの人間です」

「蒲生は、どんな状態で発見されたんですか？」

　聞いた声が思わずかすれてしまう。相馬は驚いたように目を見開き、それから、どうしましょう、という顔で鳳の方に視線をやる。

「話してやってくれ。彼はそれほど弱い人ではない」

　鳳が言い、相馬は覚かく悟ごを決めたような顔でうなずく。

「蒲生氏が発見されたのは、歌舞伎町の中にある廃はいビルの屋上でした。全身に打だ撲ぼく、骨折、そして全身の皮ひ膚ふにナイフで刻まれたような傷。内臓にも損傷を負っていて、あのまま放置されたら半日ほどで命を失ったと思います。ただの傷害ではありません。拷ごう問もんでしょう」

　その言葉に私は愕がく然ぜんとして言葉を失う。この間まで友人だった人間がそんな目に遭あうなんて、ごく普ふ通つうに生きてきた私には想像ができなかったからだ。

「誰だれがそんなことを……ヤクザ、ですか……」

「少し違ちがうと思います。相手は……」

　相馬が言った時、『手術中』のランプが消えた。私は思わずその場に立ち上がる。手術室から医師と看護師達が出てくる。彼らは私達の前に立ち止まり、

「とても危険な状態でしたが、なんとか一命は取り留めました。しかし……」

　言った医師の顔はとても疲つかれているように見えた。

「新宿で救急病院をやっていれば、ひどい状態の患かん者じやが担かつぎ込まれることも多い。しかし、あれほどの状態の患者を診みるのは初めてでしたよ。助かったのは奇き跡せきです」

　その言葉に、私はホッとため息をつく。

「どうもありがとうございました」

　私は言い、医師に頭を下げる。相馬が彼に近寄り、

「本当にありがとうございます。そしてご無理を言って申し訳ありませんでした、孫ソン先生」

「まあ、ミスター・華ホアからの頼たのみではとても断れませんよ」

　疲れ果てたように言う医師の言葉に、私は少し驚く。

　……ミスター・華ホア？　クラブ・シャングリ・ラで会った、鳳の友人の男と同じ名前だ。いや、もしかしたら中国語での発音が同じだけで、別人かもしれないが……。

「本当にすみません。あの男のことについて少しお話があるのですが」

　相馬が医師に向かって言い、私達にチラリと礼をする。そしてそのまま低い声で話しながら、医師や看護師達と一いつ緒しよに廊下を遠ざかっていく。

　手術室の扉とびらが開き、ストレッチャーに乗せられた蒲生が出てくる。その姿を見て……私は思わず息を吞のむ。

　彼は全身を包帯で覆おおわれ、たくさんの点てん滴てきに繫つながれた姿だった。すべての手足がギプスで固定され、ほんの少しだけ見えている目の周囲は青黒く腫はれ上がって、人相すらわからない。

「蒲生は……いったい何をしたんだ……」

　私は遠ざかっていくストレッチャーを見ながら、かすれた声で呟く。鳳が低い声で、

「知り合いの警察関係者が、容疑者であるチンピラの自宅に踏ふみ込み、証しよう拠こを押おう収しゆうした。……君にも話しておいた方がいいかもしれない。君の身の安全のためにね」

「身の……安全？」

　私の鼓こ動どうが、不ふ吉きつに高鳴った。

「蒲生が金を借りていたのは、歌舞伎町に勢力を持つ中国マフィア・帝幇だ。彼はそのことで帝幇から脅おどされ、ある仕事を請うけ負っていたらしい」

「仕事？　もしかして……蒲生が姿を消した理由に何か関係がありますか？」

　私はとても嫌な予感を覚えながら言う。鳳はうなずいて、

「帝幇は、蒲生の会社が高価なアンティーク家具の輸入をしていることを知り、それを利用しようと考えた。安価なものならともかく、アンティークの家具を解体することは考えられない。だから自然と税関のチェックも甘くなる」

「……まさか……」

　私はあることに思い当たって、思わず青ざめる。

「……家具の中に隠して、何かの密輸をしていたとか……？」

　私の言葉に、鳳は沈ちん鬱うつな面おも持もちでうなずく。

「押収された証拠品のアンティーク家具の中から、大量の違い法ほう薬物が発見された。タイにあるマイペンライ工こう房ぼうのものだ」

「……あ……っ」

　その言葉に、私はあることをさらに思い出す。

「蒲生は、その工房の製品のファンだと言って、自宅の家具もそれで揃そろえていました。実はマイペンライ工房の製品はあまり質がよくなく、顧こ客きやくの受けも今ひとつでした。しかし蒲生のリクエストで入にゆう荷かを続けていました。しかも蒲生はその会社の製品が日本に入ってきたらすぐに倉庫に行き、梱こん包ぽうをあけてチェックをしていました。いいものは店に出さずに自分が買い取るから、と言って。まさか……」

「その時に薬物を取り出していたのだろう。しかし借金が増えすぎてその密輸の報ほう酬しゆうだけでは足りなくなり……倉庫や店の家具ごと薬物を盗ぬすみ出すことを考えた。一社のものだけでは目立ちすぎる、そして君が目め利ききしたほかの工房の製品は高額で売れる。一挙両得を考えたのだろうが……」

　鳳は深いため息をついて、

「蒲生は、高価なアンティーク家具と薬物を同時に売りさばこうとしていた。帝幇の目の届かない東南アジアでね。しかしその動きは帝幇には筒つつ抜ぬけだった。金を手にして日本に戻もどってきた蒲生は帝幇の手に落ち、裏切りの制裁を受けた。……命があったのが奇跡だろう」

「そんなことが、身近に起きるなんて……」

　私の言葉に、鳳はうなずく。

「日本で平和に暮らしてきた君には、想像もつかないだろうな」

　呆ぼう然ぜんとする私に向かって、鳳はつらそうな顔で言う。

「……一つ、話しておきたいことがある」

　その声の暗さに、私はドキリとする。

「なんですか？」

「君が動どう揺ようしているこんなタイミングで話すべきではない、とはわかっている。だが……」

　彼は言葉を切り、それから深いため息をつく。彼の横顔に浮うかんだ深刻な表情に、嫌いやな予感が湧わき上がってくる。

「今を逃のがすと、もう言えなくなるような気がする」

　鼓動が、不吉に速くなる。もしかしたら聞かない方がいいのかもしれない。だが、彼の声の深刻さに、きちんと聞くべきことなのだろう、と思う。

「わかりました。もしかして……」

　私は顔を上げ、ストレッチャーに乗せられた蒲生が運ばれていった、薄うす暗ぐらい長い廊ろう下かの向こうを透すかし見る。

「……蒲生がこんなことになった理由に、何か関係のあることですか？」

「君は強く、そして本当に鋭するどい人だ。やはり隠さずにきちんと話すべきなのだろうな」

　私は視線を彼に戻し、そして覚悟を決める。

「どうぞ」

　私が言うと、彼は小さくうなずく。

「蒲生氏をこんな目に遭わせたのは、中国系マフィア、帝幇の人間だ。そして……その命令を出した人間に、心当たりがある。それはきっと、私のよく知っている男だ」

　その言葉に、私は思わず小さく息を吞む。

「よく知っている？　ええと……歌舞伎町にいる中国系マフィアに知り合いがいると？」

　私はかなり驚おどろいてしまいながら言う。

「意外ですが……中国から日本に来ている人たちは仲間意識が強いというし、出身地が同じというだけでも……」

「歌舞伎町を牛ぎゆう耳じっているのはその右みぎ腕うでの一人。そして私が知っている男というのは香港にいる帝幇の首領だ」

「……えっ？」

　その言葉に、私はさらに驚いてしまう。呆然と彼を見上げながら、

「アンティークに囲まれて優ゆう雅がに暮らしているあなたと、非情な中国マフィアとが知り合いだなんて、あまりにも意外な……」

「私の父は、帝幇の前首領だった。そして帝幇の現首領は、私の叔父おじだ」

　あまりの驚きに、私は愕然と言葉を失う。

　……彼の父親が、中国マフィアの首領だった？　そして彼の叔父が、現首領？

　彼はもう何も言わずに、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を見下ろしている。

　……ということは……？

「もしかして……あなたが現首領でもおかしくなかった……ということですか……？」

　喉のどがからからに渇かわき、呟つぶやいた声がかすれてしまう。

「父も、帝幇の幹部達も、私を次の首領にするつもりだった。だが、叔父だけは自分が首領の座に就つくべきだと主張した。母の命が惜おしければ言うことを聞くようにと言われ……私は首領の座を叔父に明け渡わたした」

　彼の言葉に、私はドキリとする。

「でも……あなたのお母様は、もう……」

「ああ。母は一年前、すでに亡なくなっている。最後まで私が首領の座を継つぐべきだったと言いながら。最後の宝だった母を失って、私は生きる気力すら失った」

　彼の瞳が、私を真まっ直すぐに見つめている。とても男らしく、ハンサムで、完かん璧ぺきなはずの彼が……一いつ瞬しゆんだけ、苦しげな目をした少年のように見える。

　……彼はきっと、本当に孤こ独どくだった。

　私の心が、壊こわれそうに痛んだ。

　……あの豪ごう奢しやな屋や敷しきの中で美しいものだけに囲まれ、それらに僅わずかに心を癒いやされるだけで、長い長い孤独な時間を過ごし……。

「あなたは……」

　私の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「……あなたは、本当はマフィアの首領になりたかったのでは……？」

　私の言葉に、彼は微かすかに目を見開く。それから自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべて言う。

「さあ、どうだろう？　そんなことすらもう忘れてしまった。ただ……」

　彼はその顔から笑みを消し、薄暗い廊下の向こうに視線をやる。

「……このまま帝幇が勢力を伸のばせば、日本の安全はみるみる失われる。君が住み、君が大切に思っているこの場所がそんなふうになるのを見るのはつらい」

　彼の言葉に、私の心臓が不吉に高鳴る。

「帝幇というのはそんなに危険な組織なのですか？」

　彼は私に視線を移し、そしてきっぱりとうなずく。

「ああ。とても危険だよ」

　ただ美しいだけだと思っていた彼の顔に、一瞬だけとても獰どう猛もうな表情がよぎる。背中に不思議な戦せん慄りつが走り、私は思わず一歩後あと退ずさる。

　言葉が出なくなってしまった私を見下ろし、彼は微かな笑みを浮かべる。それがさっきまでの獰猛な表情とは別人のような悲しげなものに見えて……私の心がズキリと激しく痛む。

「最後の最後で、こんなことを言って怯おびえさせてしまって……すまなかった」

　彼は、笑みを浮かべたままで言う。

「今後の君に危険が及およばないよう、私が首領に直接交こう渉しようする。その点は心配しなくていい。ＩＣＰＯも危険がなくなるまで警護を続けてくれるだろう」

　何か言わなくては……と思うのに言葉が出ない。私は何も言えずに微かにうなずく。

「蒲生のした借金、そして会社の再建のために使った金……すべて私がなんとかする。君が返す必要はない」

「……そんな……」

　かすれた声が、私の唇から微かに漏れる。

「……私はあなたにお世話になるばかりで、何もできなかったのに……」

「君には、もう十分に楽しませてもらった」

　鳳はふいに身をかがめ、私の唇にそっとキスをする。

　……ああ……。

　私の心が、壊れてしまいそうに痛む。いつもとてもセクシーだった彼のキスが、今はまるで別れの挨あい拶さつのように感じられたからだ。

　……いや。これは本当に別れのキスになるのだろう。でも、どうして……。

　私は彼を見上げたままで思う。

　……どうして、こんなに私はつらいんだろう？

「君のおかげで、大切なことに気づいた。何もせず、隠かくれて生きているだけでは、死んでいるようなものだ。君を見習って、私はやるべきことをやらなくてはいけない」

「……やるべき、こと……？」

　彼はしばらく私を見つめ……それから低い声で応こたえる。

「私は、君とは違ちがう世界に生きる人間だ。君と私がずっと一いつ緒しよにいることはできない。わかっていたはずなのに……」

　彼は言葉を切り、そして微笑ほほえむ。まるで目に焼き付けようとするかのように私を真っ直ぐに見下ろし……それからふいに踵きびすを返す。

「……ミスター・鳳！」

　私の呼びかけに応えず、彼はそのまま廊下を遠ざかっていく。彼のその後ろ姿を見るだけで、私の胸が張り裂さけそうになる。

　……なぜだろう？　彼がとても危険な場所に向かおうとしている気がする。

　私の中に、暗雲のように不安な気持ちが広がってくる。

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるんだろう？　>>>♥

「……佐伯様」

　呆然と立ちすくんでいた私は、後ろから聞こえてきた声に振ふり返る。そこには心配そうな顔をした明が立っていた。

「鳳様のことはお忘れください。そしてもう二度と思い出さないほうがいい。あなたのためです」

　明は、いつになく厳しい表情をしていた。

「一度屋敷に寄り、それからあなたのお部屋までお送りします。……どうぞ、こちらへ」

　きっぱりと言われて、私はもう抵てい抗こうできずに彼の後について歩きだす。

　病院の車寄せには見慣れたリムジンが停とまっていて、私は明にうながされてそれに乗った。屋敷で荷物をまとめた私は、再びリムジンに乗り込んだ。そしてアパートの前に到とう着ちやくするまで、私と明は一言も口を利きかなかった。

　アパートの前で、私と明はリムジンを降りた。続いて降りてきた運転手がトランクを部屋の前まで運んでくれ、私と明は部屋の前で向かい合う。

「危険がなくなるまで、ＩＣＰＯの捜そう査さ官が警護させていただくかもしれません。ですが目立たないように同行するだけなので、どうかお気になさらずに。いつもどおりの生活をなさって結構ですので」

　明の言葉に、私はうなずく。

「わかった。どうもありがとう」

「それから……これを、鳳様から預かっていました」

　彼は、私に向かって一通の封ふう筒とうを差し出す。

「以前あなたのお店があった場所、オフィスがあったマンションの部屋、そして倉庫として使っていた物件を、鳳様がすべて買い取りました。これがその権利書です」

「そんな……」

「舞ぶ踏とう室に置かれているあなたの会社の商品は、明日にでも倉庫に運ばせます。屋敷で使っているアンティーク専門の業者を使うので、どうかご心配なく」

　私は封筒を握にぎり締しめたまま、なぜか激しい寂さびしさを感じていた。

　……これは、彼からの最後の贈おくり物ということなのか……。

「これでお別れです。東京での日々はとても楽しかったです」

　明は私を見つめて、とても寂しげに微笑む。

「さようなら、佐伯様。僕のことも忘れてください。僕は……あなたのことを忘れられそうにありませんが」

　彼はぺこりとお辞じ儀ぎをして踵を返し、運転手と共にアパートの階段を下りて行く。見下ろすと、彼は私の視線に気づいたようにこちらを見上げ、チラリと笑ってからリムジンに乗り込んだ。運転手も私を見上げて丁てい寧ねいに礼をしてから運転席に滑すべり込み、リムジンはすぐにゆっくりと走り去った。

　私は呆ぼう然ぜんとそれを見送り……そして足元のトランクを持ち上げる。

　……きっと、すべてが夢だったんだ……。

　私は鞄かばんから出した鍵かぎでドアを開く。部屋の中に入って、後ろ手に鍵をしめる。買い付けに行く前、私は滞たい在ざいが延びてもいいようにいつも部屋の中をきちんと掃そう除じしてから出かける。きちんと片付き、シンと静まり返った部屋は、以前とまったく変わらずに私を迎むかえてくれて……本当にすべてが夢だったかのようだ。

　玄げん関かんにトランクを置いたまま私は廊ろう下かを歩き、途と中ちゆうにあるキッチンの冷蔵庫から、ミネラルウォーターの瓶びんを取り出す。リビングとして使っている六畳じようの和室に入り、わずかにこもって感じられる空気を追い出すために窓を少し開ける。絨じゆう毯たんの上に置かれたソファに座り、ミネラルウォーターのキャップをひねって、冷たいそれを一口飲む。

　ローテーブルに置かれていたリモコンに気づき、テレビの電源をオンにする。流れ始めた深夜のバラエティー番組を見るともなしに見ながら、彼の屋や敷しきではテレビなど一度も見なかったことに気づく。あの高貴な静せい寂じやくに慣れた耳には、テレビから流れる賑にぎやかな音声はあまりにも耳みみ障ざわりで……私は思わず電源を切る。

　……本当に、不思議な空間だった。

　あの美しい屋敷を思い出すだけで、胸がなぜか激しく痛む。

　……蒲生は入院することになったけれど、そのほかのことは元通りだ。

　ため息をつきながら、私は思う。

　……スタッフに連れん絡らくして呼び戻もどし、また店を開く。そして今までどおり、仕事だけをして生きればいい。それはずっと私がのぞんできたことで……。

　私は自分に言い聞かせるが、なぜかどんどん寂しさがつのってくるのが解わかる。

　……でも、彼からキスをされることは、もう二度とない……。

　鳳の端たん麗れいな顔、美しい立ち姿、そして彼からされる不思議なほどに優やさしいキスを思い出す。それだけで、何かが突つき刺ささったかのように心が痛む。

　……ああ、どうして……？

　私はシャツの布地を握り締め、心の痛みに耐たえようとする。

　……どうしてこんなに苦しいんだろう……？

　出会った夜からずっと身近に感じていた、彼の存在、そして芳かぐわしい彼の香かおり。

　無表情で無ぶ愛あい想そうな男だと思っていたのに、意外に可愛かわいいところ。

　そして彼がその身の回りにまとった、苦しげな翳かげと、あきらめ、どうしようもない孤こ独どく感。

　……彼があんなに孤独な暮らしをしていたのは、彼が中国マフィアの関係者だったから？　自分の周囲にいる人間を巻き込んだり傷つけたりしたくなくて、人を遠ざけていた？

　私の心が、どうしようもなく痛む。

「君がいると退たい屈くつしない」と何度も言ってくれた、彼の言葉が耳に鮮あざやかに蘇よみがえる。

　……私がいることで、彼は少しでも慰なぐさめられただろうか？

　……私とのキスで、彼は少しでもぬくもりを感じることができただろうか？

　自分の部屋の景色が、ふいにフワリと滲にじむ。

　……忘れなくてはいけない。彼は別世界に住む人。だから私は以前と同じ、自分の平へい凡ぼんな日常に戻らなくては……。

　瞬まばたきをした拍ひよう子しに涙なみだの粒つぶが弾はじけて、私の頰ほおを熱く伝った。

　……彼を忘れる……。

　私は、鳳を忘れられるのかどうかを自問自答する。

　……そんなことができるわけがない。私は……。

　ある確信が、私の胸の中に、光る宝石のようにキラキラと落ちてくる。

　……私は、あの鳳という男を……。

「……愛している」

　唇くちびるに乗せてみると、それはとても切なく、熱い響ひびき。

「……あなたを、愛しているんだ……」

　別れ際ぎわの鳳の声が、鮮やかに脳のう裏りに蘇る。

『君のおかげで、大切なことに気づいた。何もせず、隠れて生きているだけでは、死んでいるようなものだ』

　彼の端麗な顔に浮うかんでいたのは、何かの覚かく悟ごを決めたような表情だった。

『私はやるべきことをやらなくてはいけない』

　……彼は、いったい何をする気なんだ……？

　死の寸前で発見された蒲生、明が言った「鳳様のことは忘れ、二度と思い出さないほうがいい」という言葉、そして鳳の瞳ひとみの奥に浮かんでいた強い光。

　……鳳は、自分がマフィアの関係者なのだと言っていた。まさか、命に関かかわるようなことをする気では……？

　私の心臓が、不ふ吉きつに高鳴った。彼の身に何か危険なことが起きたら、と思うだけで全身から血の気が引く。

　……私は最初に会った瞬しゆん間かんから、彼の何かが忘れられなくなった。それは彼の麗うるわしさのせいだけではなく……彼がどこかとても孤独で不安定に見えたからで……。

　彼がよく言っていた「私は退屈なんだ」という言葉を思い出す。

　……彼は毎日に退屈していたのではなく、生きることに絶望していたのでは……？

　私の鼓こ動どうが、どんどん速くなる。

　……だから何かの目的のために、命を捨てることもなんとも思わないのでは……？

　彼のオーラには、まるで龍りゆうの王のように獰どう猛もうな迫はく力りよくがあった。彼は高貴な生まれで、使命を持って生きていた。そしてその使命のために命を捨ててでも何かをしようとしているとしたら……？

　私は、よろけながらソファから立ち上がっていた。

　……もう一度、彼に会わなくてはいけない。

　今行かないと、彼にはもう二度と会えない気がする。

　……そして、愛していること、私と一いつ緒しよに生きて欲しいことを、きちんと伝えなくてはいけない。

　私はミネラルウォーターの瓶をローテーブルに置き、リビングを早足で横切る。玄関にあったトランクを開いてパスポートを出し、財さい布ふと一緒にポケットに入れる。そしてそのままアパートの部屋を飛び出した。




　　　　◆




「鳳様は、一時間ほど前にリムジンで空港に向かわれました」

　私はタクシーを拾い、彼の屋敷に向かった。タクシーを、何台かの車がずっと追ってきているようだった。それはきっと、明が言っていた警護の人間だろう。

　屋敷に着いた私は、門に取り付けられた呼び鈴りんを押し、名前を名乗った。すぐに門が開き、執しつ事じの公が慌あわてて出て来て、私にそう告げた。

「プライベートジェットで香港に向かわれるとのことで、とてもお急ぎの様子でした」

「わかった。ありがとう」

「佐伯様」

　踵きびすを返そうとした私は、公に呼び止められる。見返した私に、彼は、

「鳳様は、高貴で複雑な生おい立ちを持つ、特別な方でいらっしゃいます。そのためにすべての感情を押し殺し、隠かくれるように生きていらっしゃいました。でも……」

　控ひかえめな公とは思えない、どこか思いつめたような表情が、その顔には浮かんでいた。

「私は……鳳様にも、幸せになる権利があると思います」

　私は公の顔を見つめ返し……それから彼に微笑ほほえんでみせる。

「私も同感です。彼に会ったらそう伝えます」

　公は微笑みながらうなずき、それから感かん慨がい深い声で言う。

「鳳様が、あなたと会うことができて本当によかった。……少しお待ちください」

　彼はポケットから出した手帳にペンで何かを書き、ページを破ってそれを私に差し出す。

「これは、香港にある鳳家の屋敷への地図です。鳳様が、真まっ直すぐそこに向かわれるかはわかりませんが……」

「どうもありがとう。……すみません、急ぐのでこれで失礼します」

　私は彼に頭を下げ、それから踵を返す。大通りに出てタクシーを拾い、そのまま成田空港に向かった。さっき見たのとよく似た数台の車が、やはりタクシーを追ってくる。

　……警護の人間がぴったりついてくる。私は、それだけ危険な組織と関係してしまったということか。

　私の中に、微かすかな怯おびえが湧わき上がる。しかし私の鳳に対する気持ちは、それよりもずっとずっと大きかった。

　……拒きよ絶ぜつされてもいい。ともかく、鳳に、きちんと気持ちを伝えなくては……。




　　　　◆




　最終便で香港に到とう着ちやくした私は、タクシーに乗り、公が教えてくれた住所に向かっていた。しかし……。

「……あのリムジンは……」

　空港から屋敷に向かう道の途と中ちゆうで、私は見覚えのある鳳のリムジンを見つけた。栗くり色いろの車体と金色のリムを持つ特とく徴ちよう的な車体で、クラブ・シャングリ・ラから空港に向かうときに乗った覚えがある。

「すみません、あのリムジンを追い越こしてみてくれませんか？」

　私が言うと、運転手は楽しそうな声で、

「立派なリムジンですねえ。映画スターが乗っているかもしれませんよ？」

　言いながらも、リムジンを追い越してくれた。後部座席はミラーガラスになっていたけれど……助手席に明がいることを、私は確かく認にんする。

「どうやら知り合いが乗っているようです。あのリムジンを追ってくれませんか？」

「お客さんも芸能人なの？　なるほどね、やけに綺き麗れいだと思ったよ」

　運転手は言って、リムジンを追い始める。屋や敷しきに向かうかと思われたリムジンは市街に向かい……そして香港島の高層ビル街の外れにある、近代的なビルの前に停車した。鳳と明がそのビルの中に入ったことを確認して、私は財布を取り出す。

「ここでいいです。いくらですか？」

　タクシーを降りようとした私を、運転手が慌てて止める。

「ちょっと待って。まさか、あのビルに入るつもりじゃ……？」

「そうですが？」

「お客さん、あのビルがなんなのか知っているのかい？」

　彼の恐おそろしそうな声に、私は少し驚おどろく。

「なんなのかって……オフィスビルにしか見えませんが……？」

「なんてことだ」

　運転手は震ふるえるため息をついて、

「あれは中国でもっとも恐ろしいマフィア、帝幇の首領の持ち物だ」

「帝幇？」

　その名前に、私はドキリとする。

「あんたみたいな人が入って行って、無事に出られるわけが……」

「大だい丈じよう夫ぶ。さっき入っていった男に用事があるだけですから」

　私は彼にメーターに表示されているのよりもかなり多めの料金を払はらって、車を降りる。

「お客さん！」

　運転手は開いた窓から叫さけぶけれど……私の背後に目をやって驚いた顔をする。それから何かに怯えるように窓を閉め、いきなり車を発車させた。私は逃にげるように遠ざかるタクシーを見送り……それから、自分がいつの間にか人相の悪い男達に取り囲まれていることに気づく。

　ごつい身体からだをダークスーツに包み、顔に傷のある男が私をじっくりと見み据すえる。

「この綺麗な顔には、見覚えがある」

　彼が上着の中に手を入れたのを見て、私は本能的に逃げなくては、と思う。だが、彼が上着の内側から取り出した物を見てそのまま硬こう直ちよくする。

「東京にある王銘様の屋敷に住んでいた男だ」

　彼の手には、黒光りする銃じゆうがあった。躊ちゆう躇ちよなくそれを突つきつけられて、私は愕がく然ぜんとする。

「連れて行け。何かの役に立つかもしれない」

　両りよう腕うでをごつい男達に摑つかまれ、そのまま歩かされながら、私は呆ぼう然ぜんとする。

　……ああ、とんでもないことになってしまった……。







　　　　鳳王銘







　前首領の息子むすこである私の顔を見て、警備をしていた構成員達は迫はく力りよくに吞のまれたように次々に道を空けた。私と明はエレベーターに乗り、そのまま最上階に向かった。

　大きな両開きのドアの前で、私達は立ち止まる。護衛が行く手をふさごうとしたが、私が一睨にらみすると、礼をして一歩後あと退ずさった。

　私はノブを回し、大きくドアを開く。

　香港の夜景をバックにして、恰かつ幅ぷくのいい男が座っているのが見える。彼はこちらに背を向けて夜景をみつめたまま、

「帝幇には一いつ切さい関かかわらず、ただの大だい富ふ豪ごうとして生きる……それが、おまえとおまえの母親を生かしておく条件だった」

　彼はゆっくりと振ふり返り、私の顔を見つめる。

「いい顔になったな、王銘。おまえを退かせておいて正解だった」

「私は、あなたを首領にしてしまったことをずっと後こう悔かいして来ました」

　私は彼を真っ直ぐに見据えながら言う。彼は肩かたをすくめて、

「おまえの父親……兄さんのやり方ではとても通用しなかった。今では帝幇はあの豊かな東京を支配している。そのおかげでたくさんの資金が帝幇に流れ込んでくる」

「治安の安定してきた香港に比べ、東京は日々荒こう廃はいしてきている。それを見ながら、私は心の奥でずっと後悔していたのだと思う。あなたと戦わなかったことを」

　私は、叔父おじの顔を真っ直ぐに見つめて言う。

「私は、父を慕したって集まってくれている構成員を束ね、東京に進出します」

　その言葉に、叔父の頰ほおがヒクリと引きつる。私は、

「ずっと迷っていたけれど……ある人が、私にそれを決心させてくれた」

「ある人……ね」

　叔父の顔に、まるで爬は虫ちゆう類るいのような冷れい酷こくな笑えみが浮うかぶ。

「それはもしかして、彼のことかな？」

　後ろ手に縛しばられ、引き出されてきた人ひと影かげを見て、私と明は思わず息を吞む。

「……亜季彦……」

　私は呆然とし、それから彼がケガをしている様子がないこと、着衣や髪かみが乱れていないことを確かめる。

　……見える場所は無事のようだ。しかし……。

「大丈夫か、亜季彦？　何か乱暴な扱あつかいを受けていないか？」

　問いかける私の声は、苦しげにかすれている。亜季彦は気き丈じように微笑ほほえんで、

「大丈夫。さっきビルの外で捕つかまったばかり。乱暴なことはされていません」

　彼の微笑が、叔父に対する私の怒いかりをかきたてる。私と彼を興味深げに見比べていた叔父が、

「彼を、東京にある屋敷に住ませていたという報告が入っている。義姉ねえさん亡き後、人との接せつ触しよくを断たっていたおまえにしては珍めずらしい。……よほど親しいのだろうな」

「私の許もとから解放し、平和な日常生活に帰してあげたはずだった。その亜季彦が、どうしてこんなところに……？」

　信じられない気持ちで呟つぶやくと、亜季彦はとても苦しげな顔で言う。

「あなたに会って、どうしても話したいことがありました。アパートに戻もどってパスポートだけを持ち、タクシーで成田に向かってすぐに飛行機に飛び乗りました。空港から屋敷に向かう途と中ちゆうであなたのリムジンを見つけて、それを追って来て……」

　亜季彦は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「すみません。タクシーを降りたところで、見つかって捕まってしまいました」

　もう二度と会えないと思っていた彼が、私を追ってきてくれたこと自体はとても嬉うれしい。しかしそのために彼をこんな危険な目に遭あわせてしまうとは……。

「……彼を解放してください。彼は、私のプライベートとは無関係です」

　私は激しい怒りを抑おさえつつ、叔父を見つめて言う。私の言葉に叔父は可笑おかしそうに笑う。

「微笑ましいな。もしかしてただならぬ関係か？　それならなおさらかばっても無む駄だだ」

　叔父が言いながら、ごく自然な動作で内ポケットに手を入れる。思わず身構えた私の目に入ってきたのは、叔父の手に握にぎられた黒光りする銃じゆうだった。

「東京は素す晴ばらしい。莫ばく大だいな利益を生み出すうえにあきれるほど無防備だ。あれほどのマーケットを、みすみす渡わたすわけにはいかない」

　銃口が、亜季彦に真まっ直すぐに向けられている。叔父の指が、ゆっくりと撃鉄を起こす。

「もしもおまえがこれからも帝幇に関かかわるようなら、この男を今すぐに撃うち殺さなくてはいけない」

　亜季彦が、怯おびえたように微かすかに息を吞む。

　……きっと、銃など見るのは初めてだろう。そして彼は、このままあの東京で平和に暮らせるはずだった。なのに……。

　私の心が、粉々になりそうなほど激しく痛む。

　……私のために、こんな思いをさせてしまうなんて……。

「もしも黙だまって大富豪としての生活を満まん喫きつするとまた約束するのなら、この男もおまえも無事に帰してやろう。幸い、おまえの父母の残した遺産は莫大だ。一生遊んで暮らしても余りあるだろう。働かず、すべてが手に入る。人もうらやむ一生だ」

　亜季彦は青ざめているが、気丈に私を見返してくる。

「あなたはまた逃げる気ですか？」

　彼の瞳ひとみが、強く煌きらめく。

「また『何も欲しいものがない』と言いながら生きていく気ですか？」

　その言葉が、私の心に痛みを伴ともなって沁しみてくる。私は目を閉じて深呼吸をし、それから亜季彦を見返す。

「ありがとう、私が変われたのは君のおかげだ」

　私は亜季彦から叔父に視線を移し、彼を睨みつける。

「あなたはずっとシラを切っていたが……もうそろそろ正直に答えてもいいでしょう。父が亡なくなってすぐ、帝幇の幹部や関係者達を毒どく牙がにかけたのは、あなたですか？」

　叔父は私を見つめ、それからふいに大きな笑みを浮かべる。

「もちろんそうだ。ほかに誰だれがいる？」

　その言葉に、私の中にさらなる怒りが湧わき上がる。

「あの時殺された人々には、なんの罪もなかった。さらに今あなたが銃を向けている亜季彦は、マフィアとは何の関係もない一いつ般ぱん人です。そんな人々を苦しめるとは……誇ほこり高かった中国マフィア、帝幇の威い信しんはすでに地に落ちている」

　言うと、叔父の顔からにやけた笑みが消える。

「それともあなたはやはり首領の器うつわではないのか。歴代の帝幇の首領にはそんな卑ひ怯きよう者はいなかったはずだ」

「なんだと？」

　叔父の銃が動どう揺ようにビクリと動く。そしてその銃口は、亜季彦から私に向けられる。

「実の甥おいだと思って甘やかしすぎたようだ。やはりもっと早くに……」

　怒りに満ちた声で言い募つのっていた叔父が、ふいに言葉を切る。私がポケットから銃を出し、銃口を叔父に真っ直ぐに向けたからだ。

「私も同じ意見です。もっと早くに、あなたと戦うべきだった」

　銃を向け合ったまま、私と叔父は静止する。先に口を開いたのは、叔父だった。

「おまえは銃が大だい嫌きらいだという情報が入っているが？」

　叔父の顔に、邪じや悪あくな笑みが浮かぶ。

「日本に一年も住んでいたおまえは、銃の訓練もろくにできなかっただろう。銃を扱いなれたマフィアの私に、ふぬけた大富豪のおまえが敵かなうと思っているのか？」

　叔父のからかうような言葉に、私は眉まゆを寄せる。

「それなら試ためしてみましょうか？……あなたが彼を撃つ前に、私があなたを撃つ」

「フヌケのおまえに、そんなことができるわけがない」

「それなら、私を撃ったらどうですか？」

　私の言葉に、叔父は可笑しそうに笑い、本物の毒どく蛇じやのように目を光らせながらその舌で唇を舐なめる。

「もちろん撃ち殺してやる。この日をどんなに待ち望んだことか」

　叔父の人差し指がヒクリと動いたと同時に、私は引き金を引く。叔父の銃が、同時に火を噴ふいた。　>>>♥

「……ああっ！」

　亜季彦の叫さけびに、高い銃声が重なる。微かな硝しよう煙えんの向こうで、叔父がその笑みを深くするのが見える。叔父はクスクスと笑い始め、それからその笑いは高くなり……それから、唐とう突とつに床ゆかに倒たおれた。横腹を押さえた彼の指の間から、大量の血が流れ出す。

「……た、助けてくれ！　誰か……！」

　床を這はい、かすれた声で助けを乞こう叔父を見下ろしながら、私は言う。

「あなたに協力する姿勢を見せてはいたが、幹部達はずっと私の味方だった。今、ドアの外を固めているのは彼らです。このままでは助けはきませんよ」

　私は彼に歩み寄り、その惨みじめに這い蹲つくばる姿を見下ろす。

「かなり出血していますね。二十分もすれば意識がなくなるでしょう。時間はありませんよ」

　私は言い、彼の眉み間けんに真っ直ぐに銃を向ける。

「私の靴くつに唇をつけ、『首領の座はあなたに渡し、永遠の忠誠を誓ちかいます。だから命だけは助けてください』と命いのち乞ごいをしてください。そうすれば、医者を呼んであげましょう」

　私の指が、銃の撃鉄を起こす。

「それとも今すぐ、すべてを終わらせてあげましょうか？」

「やめてくれ、助けてくれ、医者を呼んでくれ！」

　叔父は、情けなく懇こん願がんする。明が開けたドアから、主要な幹部、そしてたくさんの構成員達が部屋の中になだれ込んでくる。度ど肝ぎもを抜ぬかれた顔で床に這い蹲る叔父おじを見下ろす。

「どうしました、叔父さん？　何か言うことがあるのでしょう？」

　私が言うと、叔父はビクリと身体からだを震ふるわせる。痛みに呻うめきながら必死で床を這い、私の足にすがりつく。靴に何度も唇を付けながら、

「……首領の座はおまえに渡し、永遠の忠誠を誓う。だから命だけは助けてくれ……！」

　それを聞いた幹部達の顔に、安あん堵どの表情が広がる。構成員達はとても驚おどろいた顔をし、それから叔父に対する侮ぶ蔑べつの表情を浮うかべる。

　……叔父の威信は、これで地に落ちた。二度と彼は首領として人の前に立つことはできなくなるだろう。

「ここは、僕が」

　ポケットから銃を出した明が、叔父の頭に照準を合わせる。私は銃を再び上げ、亜季彦を拘こう束そくしている男に真っ直ぐに向ける。

「死にたくなければ、彼を解放しろ」

　男は亜季彦から手を離はなし、構成員達を突つき飛ばすようにして廊ろう下かに駆かけ出していく。私は亜季彦に歩み寄り、その身体を縛しばっている縄なわを手早く解いてやる。

「ケガは？」

　私が言うと、彼はかぶりを振ふって、

「大だい丈じよう夫ぶです。でも……あなたの邪じや魔まになるようなことをしてしまってすみません」

　その時、担たん架かを持った救命士や、警察官たちが部屋の中になだれ込んできた。そこに華の顔があったことに気づいたようで、亜季彦は驚いた顔をする。

「ミスター・華。……あなたは警察の方だったのですか？」

「いや、ＩＣＰＯ香港支部の人間だ。鳳はいつか動き出すだろうと思っていた。予想は当たったな。それから……」

　こちらに近寄ってきて、亜季彦の顎あごを指先で持ち上げる。

「君は、いつかは鳳に落とされるだろうと思った。もったいないことをしたな」

「ミスター・華、私の亜季彦に手を触ふれないでください」

　私は言って、亜季彦の肩かたを抱だき寄せた。

　叔父は担架で運び出され、私と明、華、そして亜季彦は連れ立ってビルを出た。明は気を利きかせたつもりなのか、リムジンではなく華の車に乗り、おやすみを言って去っていった。

　リムジンに乗り込んだ亜季彦は、とても心配そうに私の身体をチェックする。

「どこにも弾たまは当たらなかったのですか？」

　私は肩をすくめて、

「叔父が撃った弾は壁かべにめり込んでいるだろう。格好ばかりを気にしてあんなに重い銃じゆうを持つから、腕うでが痺しびれて狙ねらいが外れる。少しくらいならケガをすることも覚悟したが……まさかどこにも当たらないとはね」

　私の言葉に、亜季彦は深い安堵のため息をつく。

「叔父は、首領になってから一度も銃の訓練をしていなかったそうだ。腕が鈍にぶっているのはあっちの方だったんだよ。私は君が寝ねた後、屋や敷しきの地下の練習場で訓練を続けていた」

　私は言い、それから真しん剣けんに亜季彦を見つめる。

「危険な目にあわせてすまなかった。私のことが怖こわくなっただろう」

　亜季彦は応こたえないまま、その瞳ひとみで私を見つめる。それから大きくかぶりを振る。

「いいえ。自分でも不思議ですが、少しも」

　彼は言い、それから小さく笑えみを浮かべる。

「もしかしたら、私は……マフィアの関係者になるのに相応ふさわしいかもしれません」

「え？」

　意外な言葉に驚くと、彼は微かすかに頰ほおを染めながら言う。

「銃を構えたあなたは本当に凜り々りしくて……見ているだけで少し発情しました」

　呆ぼう然ぜんとする私に、亜季彦は優やさしく笑いかける。

「香港まで追いかけてきて何を言うつもりだったのか……聞かないんですか？」

「君のことだから『権利書は返す。バカにするな』とか、そういうことでは……？」

「そうではなくて……」

　亜季彦はその紅茶色の瞳で、真まっ直すぐに私を見つめる。

「あなたを愛してしまった、それをきちんと告白しなくてはと思って……あっ！」

　私は我が慢まんできなくなって、彼の身体を腕に抱き締しめる。

「本当に？」

「ええと……もしかしたらご迷めい惑わくかもしれませんが……」

「まさか」

　私は、彼を見下ろして低く囁ささやく。

「君を愛している。私が変われたのは君のおかげだ」

「……ミスター・鳳……」

　彼の言葉に、私は小さく咳せき払ばらいをして、

「ずっと気になっていたのだが……」

「はい？」

「君はいつまで経たっても私をそう呼ぶ。いつか、もっと堅かた苦くるしくない呼び方をしてくれないものかと、ずっと待っていたのだが」

　私の言葉に、亜季彦は可愛かわいい顔で笑う。

「言ってくださればいいのに。……王銘……？」

「いいな。もう一度、名前で呼んでくれないか？」

「王銘……ん……っ」

「やっと君を手に入れられた気がする。この日をずっと待っていた」

　囁いて、今度はもっと深いキス。

　……ああ、人生は、あまりにも素す晴ばらしい……。







　　　　佐伯亜季彦







「……あ、ダメ……ああ……っ」

　我慢できない私の喘あえぎが、高い天てん井じように反はん響きようしている。

　ここは香港にある鳳の屋敷、美しい宝石のような夜景を見下ろせる、彼のベッドルームだ。

　絹の天てん蓋がいのある巨きよ大だいなベッドの上、私と彼は一糸まとわぬ姿で抱だき合っている。

「……あ、そこ……んんっ！」

　彼の唇くちびるが私の乳ち首くびにキスを繰くり返している。もう片方の乳首を指先で揉もみ込まれて、おかしくなりそうなほどの快感が走る。

　彼の繊せん細さいな指の動きと、その熱い体温、そして芳かぐわしい香かおりだけで、私の屹きつ立りつは切なく反り返り、先走りの蜜みつをとめどなく垂らしてしまっている。

「……ダメ……もうイキそう……」

　情けないけれど、私の身体は快感に痺れ、もう限界が近くて……。

「わかった。それなら……」

　彼の手が私の身体を滑すべり下り、硬かたくなった屹立をキュッと握にぎり込む。

「一度イカせてあげよう。我慢しないで、出してごらん」

　低く甘い声で囁かれ、全身に快感が走る。

「……あ、嫌いや……ああっ！」

「いい子だ。私の愛あい撫ぶだけを感じなさい」

　ヌルッと扱しごき上げられ、低く囁かれて、私の深い場所から射精感が湧わき上がり……。

「……く、ううん……っ！」

　私の屹立の先せん端たんから、ドクン、ドクン！　と激しく欲望の蜜が[image: 迸]ほとばしった。

「……あ……あ……っ」

　彼は手のひらでそれを受け止め、屹立を撫なで上げるようにして垂れた蜜までもたっぷりとすくい上げる。

「すごいな。初めてなのに男の手でこんなに出してしまうなんて」

　快楽の余よ韻いんに力の抜ぬけた両りよう腿ももの間に、濡ぬれた彼の手が滑り込んでくる。

「いい子だ。そのまま力を抜いていて」

「……あ、何？　んんっ！」

　ヌルヌルになった彼の手が、私の脚あしの間のスリットを往復する。そのまま奥深い場所にある蕾つぼみを見つけ出され、私は思わず震ふるえてしまう。

「……ダメ、お願いです、そこは……んっ！」

　私の懇こん願がんもものともせず、彼の指先が私の蕾に滑り込んでくる。

「……あ、あ、あ……っ」

　彼の美しい指が、私の身体からだの中にゆっくりと進入する。死にそうなほど恥はずかしくて、本当は拒こばみたいのに……ヌルヌルになっているせいで、私はとても深い場所まで彼の指を受け入れてしまう。

「……あ、そんなところ……んっ！」

　彼の指先が、私の内ない壁へきの一部をゆっくりと撫でている。

「いいところを教えてくれ。ここ？」

　コリコリとした感かん触しよくのそこから、怖いほどの快感が湧きあがってくる。

「……ダメです、そこは……ああっ！」

　放ったばかりの屹立が、いつの間にかまた熱を帯び、しっかりと勃たち上がってくる。

「ここがいいみたいだね。力を抜いて」

　混乱する私に彼が優しく囁き、とても感じるその場所を集中的に愛撫してくる。

「……あ、あ、おかしくなる……」

　私は泣きそうになりながら、彼から与あたえられる快楽を受け入れる。

「気持ちよくない？　よくないのならやめるよ？」

　イジワルに囁かれて、私は我慢できずに涙なみだを溢あふれさせる。

「……やめないでください……」

　私は囁き、涙を流しながら懇願する。

「……あなたが、欲しい……あっ！」　>>>♥

　私の言葉が終わらないうちに、私の両りよう脚あしが大きく割り広げられた。

「……んんっ！」

　露あらわになった蕾に、とても熱くて硬いものが押し付けられる。

　……ああ、これは彼の欲望……。

　思うだけで私の蕾は熱く蕩とろけ、彼を欲しがって震え……。

「……あっ」

　彼の屹立が、ゆっくりと私の中に進入してくる。

「いい子だ。息を吐はいて。そのまま力を抜いていて」

「……あ、はあ……」

　私は必死で深呼吸をし、彼の逞たくましい屹立を深くまで受け入れて……。

「君の身体は、本当にすごい」

　彼がかすれた声で囁き、グッと強く腰こしを進めてくる。

「……アアッ！」

　私はシーツを摑つかみ、身体を走った激しい快感に声を上げる。

「欲しくて、欲しくて、優やさしくできないかもしれない」

「優しくしなくていい」

　私の唇から、かすれた声が漏もれた。

「あなたの欲しいだけ、奪うばって……アアッ！」

　私の言葉が終わらないうちに、彼が激しい抽ちゆう挿そうを開始した。私は彼の肩かたにすがり、涙を振ふり零こぼしながらその欲望を深い部分で受け入れる。

　彼は私を抱だき締しめ、強い力で私を突つき上げてくる。

「……ダメ、すご……身体が……溶とける……！」

　湧き上がる快感に耐たえ切れず、私は声を上げる。

　嵐あらしの船のように揺ゆれるベッド、鼻び腔こうをくすぐる彼の香り、そして汗あせで滑る熱い肌はだ。

「……アッ……アッ……アッ……！」

　私は気が遠くなりそうな快感に巻き込まれ、もう喘ぐことしかできない。　>>>♥

「……あ、あ……もう、イキそう……！」

「君が素晴らしすぎて、私も限界だ」

　彼が激しい抽挿を続けながら囁ささやいてくる。

「いいよ。一いつ緒しよにイこう」

　彼の言葉が、私の最後の理性を吹ふき飛ばす。

「……イク、王銘……！」

　目の前が真っ白になり、私の先端から、ドクン、ドクン！　と欲望の蜜が[image: 迸]る。

「……くう、う……っ！」

　私は背中を反り返らせ、キュウッと強く彼を締め上げる。彼は収縮する私の内壁を激しく擦こすり上げ……セクシーなため息とともに、私の奥深い場所に熱い欲望を放った。

「……あ……熱い……」

　私の先端から、残りの蜜が溢れる。

「……愛している、亜季彦……」

　彼が囁き、私の唇に深いキスをする。

「……私も愛してる、王銘……！」

　私は囁いて彼の唇にキスを返す。

　キスはどんどん深くなり、そして二人の身体がまた熱くなる。

　私達は再び抱き合い、そしてはるかな快楽の高みまで駆かけ上り……。




　　　　◆




　ＩＣＰＯの手によって、帝幇が持っていた麻ま薬やくルートは壊かい滅めつした。蒲生は回復を待ってから送検されるらしい。

　鳳は逮たい捕ほされた叔父おじから帝幇を継つぎ、その首領となった。彼の働きで東京には少しずつ平和が戻もどっている。

　私は再び動き出した『アルファ・シノワ』の仕事を頑がん張ばりつつ、未いまだ優ゆう雅がな大だい富ふ豪ごう気分の抜けない年上の恋こい人びとを叱しつ咤た激げき励れいしている。

　……私の恋人は、強くて、ハンサムで、少しだけ可愛かわいいところもあって……だけど本当にセクシーなんだ。







　あとがき







　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　今回の『東京恋愛夜曲』は、恋れん愛あい夜曲シリーズ最新刊。『香港～』『上海～』『台湾～』『北京～』に続く第五弾です。共通して登場するキャラはいますが、どれも独立したお話ですのでこの本から読んでくださって全然大だい丈じよう夫ぶ。安心してお買い求めください（ＣＭ・笑）。

　いろいろな都市の、ハンサム、もしくは美人なマフィア達が登場し、そこにＩＣＰＯの捜そう査さ官達が絡からんで濃こい恋愛を繰くり広げてくれた恋愛夜曲シリーズですが、なぜか今回はマフィアが登場せず、人生に絶望したハンサムな有ゆう閑かん貴族・鳳と、美術鑑かん定てい家でもあるインテリアショップのオーナー・亜季彦が主人公。……かと思いきや、実は鳳には裏の顔があり……というお話になっております。仕事をしていないアンニュイな攻を書くのは初めてだったので、とても楽しく書かせていただきました。

　恋愛夜曲のシリーズは、この『東京～』で一応〆しめという感じになっております。たくさんの応おう援えんをありがとうございました。主人公がマフィアだと獰どう猛もうなイメージが作りやすく、エッチも全体的に濃のう厚こう（当社比・笑）で大変楽しく書いていたのですが、漢字二文字の都市名のネタが尽つきちゃったので（毎回そんなことを・笑）。シリーズを通して登場してくれたハンサムな捜査官・華は、嫌いやみを言いながらもいろいろなキャラのキューピッド役を務めてくれましたが……「彼のお相手はどんな人？」と考えているうちにシリーズが〆に（汗）。華捜査官、そしてセクシーなマフィア達の今後がどうなるのかも気になるところですが……機会がありましたら、またどこかで（笑）。

　とても楽しく書かせていただいたシリーズなので、あなたにもお楽しみいただけると嬉うれしいです。あと、ドラマＣＤも出ていますので興味のある方はそちらもよろしく！

　そして。二〇〇九年一月現在、水上ルイ三ヶ月連続刊行のフェアを開催中です。『いけないエグゼクティヴ』、『東京恋愛夜曲』、『ニュースセンターの恋人』の三冊です。全員サービスも実施していますので、興味のある方はぜひお求めください！（二〇〇九年五月までの情報です）

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』やってます。

　オリジナルＪｕｎｅ小説サークルです。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。

★水上の情報をゲットしたい方は、公式サイト『水上通信デジタル版』へアクセス！

『水上通信デジタル版』　http://www1.odn.ne.jp/ruinet（２０１４年11月現在）へＰＣにてどうぞ。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈月先生。とてもお忙いそがしい中、今回も本当に素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました。オトナっぽくてセクシーな鳳、そしてたいへん美人な亜季彦にうっとりしました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　ＴＡＲＯ。寒くなるにつれ、クリーム色だった杏仁の背中がどんどん茶色に～。シャムネコの血が混ざっているから？

　ルビー文庫編集部の皆みな様さま、今回もありがとうございました。編集担当だったＩ澤さん、大変お忙しい中、長いこと本当にお世話になりました。これからもいろいろとアドバイスをいただければ嬉しいです。そして新担当Ｔさん、お久しぶりです～。そしてまたお仕事をご一いつ緒しよできてとても嬉しいです！　そして同じく新担当Ｙ本さん、早さつ速そく萌もえネタをいろいろありがとうございます。あきれられないように頑がん張ばりますね（汗）。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。これからも頑張りますので応援していただけると嬉しいです。またお会いできる日を楽しみにしています。




　二〇〇九年


水上　ルイ　　
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カバー・口絵・本文イラスト／こうじま奈月

デザイン／BELL'S










東とう京きよう恋れん愛あい夜や曲きよく








水みな上かみルイ
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